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ジコ」、「radiko」および radiko ロゴは株式会社 radiko の登録商
です。

otify および Spotify ロゴは Spotify Group の登録商標です。

otify のソフトウェアは、以下に記載のサードパーティソフトウエ
を利用しています。
ww.spotify.com/connect/third-party-licenses

eezer および Deezer ロゴはフランスおよびその他の国に登録済み
Deezer S.A.の登録商標です。

usicCastはヤマハ株式会社の商標または登録商標です。

マハエコラベルは、優れた環境性能を備えた製品として、ヤマハ
ループが認定するマークです。

イレントシネマ ™　SILENT CINEMA™」はヤマハ株式会社の登録
標です。
商標

ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。
Dolby、ドルビー、Dolby Atmos、Dolby Surround、Dolby Vision、
AAC ロゴ及びダブル D 記号はドルビーラボラトリーズの商標です。

DTSの特許に関しては http://patents.dts.comをご覧ください。本製
品は DTS, Inc.のライセンスに基づき製造しています。DTSとそのシ
ンボルマーク、および DTSとそのシンボルマークの組み合わせ、
DTS:X、DTS-Xロゴは米国及びその他の国々における DTS Inc.の登録
商標または商標です。© DTS, Inc. All Rights Reserved.

AACロゴマーク  はドルビーラボラトリーズの商標です。

この AV レシーバーは AirPlay 2 に対応しています。iOS 11.4 以降が
必要です。
Works with Apple バッジを表記したアクセサリーは、バッジが表す
技術に適合するように設計され、アップルが定める性能基準を満た
しているとデベロッパーによって認定されたアクセサリーであるこ
とを示します。
Apple、AirPlay、Apple TV、Apple Watch、iPad、iPad Air、iPad 
Pro、iPhone、Lightning、iTunes は、米国およびその他の国々で登
録されている Apple Inc.の商標です。
日本国内において、iPhone 商標はアイホン株式会社のライセンスに
基づき使用されています。

App StoreSM

App Store は Apple Inc.のサービスマークです。

Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG、Inc.が所
有する登録商標であり、ヤマハ株式会社はこれらのマークをライセ
ンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレードネー
ムは、それぞれの所有者に帰属します。

HDMI、HDMIロゴ、および High-Definition Multimedia Interface
は、米国およびその他の国々における HDMI Licensing LLCの商標ま
たは登録商標です。

x.v.Color™

「x.v.Color」は、ソニー株式会社の商標です。

Windows™

Windowsは米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国に
おける登録商標です。

Internet Explorer、Windows Media Audio、Windows Media Player
は、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登
録商標、または商標です。

Android™ Google Play™

Androidおよび Google Playは、Google Inc.の商標または登録商標
です。

ブルーレイは Blu-ray Disc Association の商標です。

Wi-Fi CERTIFIED ロゴおよびWi-Fi Protected Setup ロゴはWi-Fi 
Alliance の認証マークです。

Wi-Fi、Wi-Fi CERTIFIED、Wi-Fi Protected Setup およびWPA2 は
Wi-Fi Alliance の登録商標または商標です。
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Google Noto Fonts

本製品は以下のフォントを使用しています。
Noto Sans Version 1.004

(https://www.google.com/get/noto/#sans-lgc)

© June 2015, Google Noto Sans CJK Version 1.004

(https://www.google.com/get/noto/help/cjk/)

© June 2015, Google

これらのフォントソフトウェアは、SIL Open Font License 1.1 のもとライセンスされています。ライセ
ンスに関しては、http://scripts.sil.org/OFL の FAQ をご覧ください。

GPL/LGPLについて
本製品は、GPL/LGPLライセンスが適用されたオープンソースソフトウェアのコードを一部に使用しています。
お客様は GPL/LGPLライセンスの条件に従い、これらのソフトウェアのソースコードを入手、改変、再配
布する権利があります。
GPL/LGPL ライセンスの適用を受けるソフトウェアの概要、ソースコードの入手、GPL/LGPL ライセンス
の内容につきましては、以下の弊社ウェブサイトをご覧ください。
http://download.yamaha.com/sourcecodes/musiccast/

ライセンス情報
本製品が使用するサードパーティソフトウェアについては、次で確認できます。
http://(本製品の IP アドレス *)/licenses.html
* 本製品の IP アドレスはMusicCast CONTROLLER で確認できます。
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以下の範囲内で操作してください。

め予告なく変更することがあります。

主として説明しています。

Padを総称して「iPod」と表記しています。説明文に限定する記
iPod touch、iPhoneおよび iPadを意味します。

記載されています。

記載されています。

30° 30°

6m以内
付属品を確認する
すべて揃っていることをお確かめください。

�リモコン �単 4乾電池（2本）

�AMアンテナ � FMアンテナ �YPAO用マイク

�マイクベース
ポール

YPAOの角度 /高さ測定時に使います。

�電源コード �取扱説明書（本書）
�スタートアップガイド

正しい向き（＋と－）でリモコンに
入れてください。

リモコンの操作範囲
• 本体のリモコン信号受光部に向け、

• 製品の仕様および外観は、改良のた

• 本書は付属のリモコンによる操作を

• 本書は iPod touch、iPhoneおよび i

載がない場合、「iPod」という表記は

• 本書で使用されている記号

 使用時の注意点や機能の制約が

 知っておくと便利な補足情報が
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リモコン

HDMIコントロール

音声

音声 /映像

テレビ

テレビ、AVレシーバー、
BD/DVDプレーヤーを連動操作
（HDMIコントロール）
. 156ページ

 チャンネルのプリアウト出力（バランス /アン
）、サブウーファー 2 台の接続に対応、さま
タイルでお好みの音響空間を満喫

合わせてスピーカー設定を
ん自動調整（YPAO）

. 41ページ

オ音声やマルチチャンネル音声
館やコンサートホールさながら
ルな音場で再現（シネマ DSP）

. 62ページ

ーディオもダイナミックに再生
ージックエンハンサー）

. 67ページ
本機の特長
本機でできること

AVプリアンプ（本機）

スピーカー

USB 機器

BD/DVDプレーヤー

HDMIコントロール

音声 /映像

テレビの

音声（パワーアンプ経由）

入力と設定をワンタッチで切り替え
（シーン機能）
. 60ページ

パソコン（サーバー）/
インターネットラジオ

2 ～ 11
バランス
ざまなス

•部屋に
かんた

•ステレ
を映画
のリア

•圧縮オ
（ミュ

対応コンテンツが豊富
• Bluetooth . 71ページ
• USB . 72ページ
•パソコン（サーバー） . 75ページ
•インターネットラジオ . 78ページ
• radiko.jp . 81ページ
• Spotify . 82ページ
• Deezer . 83 ページ
• AirPlay（iTunes/iPod） . 84ページ

コントロール

音声

4K Ultra HD信号および HDCP 2.2/2.3に対応

Dolby Atmos、DTS:X
コンテンツの再生に対応
. 21ページ

Bluetooth機器
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んな場合はどうするの！？
像は HDMI、音声は HDMI以外で出力する再生機器を
続したい…

プションメニューの「音声入力選択」で、使用する音声
力端子の種類を入力ごとに選べます（98ページ）。

レビの映像とスピーカーの音声がずれている…

定メニューまたはオプションメニューの「リップシ
ク」で、映像と音声の出力タイミングを調整できま
（112ページ）。

レビのスピーカーから音声を出力したい…

定メニューの「HDMI 音声出力」で、本機に入力され
音声の出力先を設定できます（122ページ）。

音にもっと迫力がほしい…

プションメニューの「エクストラベース」を「オン」にす
ことで、より豊かな低音を楽しめます（98ページ）。

ァームウェアを更新したい…

定メニューの「ファームウェアアップデート」で、本機
ファームウェアを更新できます（133ページ）。本機が
ンターネットに接続されている場合は、ファーム
ェアの更新が可能になるとテレビ画面にメッセージ
表示されます（138ページ）。

かにも本機をカスタマイズする設定がたくさんあり
す。詳しくは以下のページをご覧ください。
シーン機能の設定（118ページ）
音場プログラムやサラウンドデコーダーの設定（112ページ）
各種機能の設定（102ページ）
アドバンストセットアップ（134ページ）
❑ 進化したシネマDSPエンターテイメント系
プログラム（63ページ）

フロント側の音場を左右独立で処理することにより、
定位感と移動感が向上しています。
ボーカル、楽器、ナレーションなどがよりクリアに聴
こえ、効果音がよりダイナミックに表現されます。

❑ MusicCastでホームオーディオネットワーク
（58ページ）

MusicCast機能を使うと、ご家庭の複数の部屋に設置
したオーディオ機器で音楽を共有し、同時に再生する
ことができます。また、専用のモバイル機器アプリ
「MusicCast CONTROLLER」を使って各機器を操作する
ことも可能です。

❑ バックライト付きリモコン（18ページ）
バックライトが点灯し、暗い部屋でも視認性に優れた
使いやすいリモコンです。

❑ 機能追加のお知らせ（139ページ）
本機は、ワイヤレスでスピーカーと接続する機能を装
備しています。本機で再生しているコンテンツを
Bluetooth 機器（スピーカー／ヘッドホンなど）に送信
できます（139ページ）。
また、MusicCast サラウンド（子機）機能に対応した機
器を使用すれば、サラウンドスピーカーやサブウー
ファーもワイヤレス化できます。（140ページ）。

Wi-Fi

フ
設
の
イ
ウ
が

ほ
ま
•
•
•
•

便利な機能が満載！

❑ HDMIケーブル1本でテレビ音声もサラウンド
再生（オーディオリターンチャンネル：ARC）
（31ページ）

ARC対応のテレビをお使いの場合は、HDMIケーブル
1本でテレビへの映像出力、テレビからの音声入力、
HDMIコントロール信号の伝送がすべて可能です。

❑ 無線ネットワーク接続に対応（52ページ）
本機はWi-Fi機能に対応しているので、ケーブルなしで
無線ルーター（アクセスポイント）に接続できます。

❑ コンテンツのシーンに最適化されたサラ
ウンド効果を創出（SURROUND:AI）
（62ページ）

DSPの内部にシーンを分析する AIを搭載し、コンテンツ
の場面に応じた最適なサラウンド効果を創り出す機能です。
この AIは、「セリフ」「BGM」「環境音」「効果音」などの
音の要素に注目してシーンを瞬時に分析し、サラウンド効
果をリアルタイムに最適化します。これにより従来の音場
効果を越えた表現力で、圧倒的な臨場感を創り出します。

❑ 前方に設置した 5本のスピーカーで
サラウンド再生（65ページ）

部屋の後方に設置スペースがない場合など、サラウン
ドスピーカーを前方に設置して、マルチチャンネル再
生を楽しめます（バーチャルシネマフロント）。

HDMIコントロール
テレビの音声

外部機器の映像

こ
映
接
オ
入

テ
設
ン
す

テ
設
た

低
オ
る
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PAOは、最適な音声とサラウンド環境を提供するため
ヤマハ独自の自動補正システムです。マイク測定を
うことで、各種スピーカー設定や音場効果を自動的
調整し、高品位なコンテンツ再生をするのに理想的
視聴環境を創り出します。

PAO-R.S.C.
般家庭では壁や天井からの反射音により、低音域が
やける、音像がにじむなどの音質劣化が生じます。
PAO-R.S.C.」はこういった不要な反射音のみを軽減
、理想的な音響環境を提供する技術です。

PAOボリューム
PAOボリュームを
用すると、音量に
動して低音域 /高
域のバランスが自
的に調節されます。
れにより小音量で
自然な音質バラン
を楽しめます。

PAO 3D測定 
聴位置から見たフロントスピー
ー、サラウンドスピーカー、プ
ゼンススピーカーの方向（角
）、プレゼンススピーカーの高さ
測定し、より効果的なシネマ

SPの 3D音場が得られるように
場処理を補正します。

YPAO

補正

時間

レベル

YPAOボリューム：オフ

YPAOボリューム：オン

周波数低 高

レ
ベ
ル

高

本機が創り出す音場イメージ

シネマ DSP HD3

音場データに含まれる膨大な反射音の情報を最大限駆使
して、ヤマハ最高峰の 3次元音場再生を実現したのが
「シネマ DSP HD3（HDキュービック）」です。通常のシ
ネマ DSP 3Dと比べ 2倍以上の反射音再現能力と、高い
周波数再生能力を実現、ごく自然で迫力のある立体空間
を提供します。

反射音再現能力（音場プログラム「ミュンヘン」選択時）

シネマ DSP HD3

レ
ベ
ル

シネマ DSP 3D

時間

Y
Y
使
連
音
動
こ
も
ス

Y
視
カ
レ
度
を
D
音

コンサートホールで体験した感動、映画の中にいるような迫力、この体感を自宅のリビングでも再現したい。ヤマハ
はこういったお客様の要望にこたえるべく、30年にわたってその追求を続けています。ヤマハ AVレシーバーはその
成果の結晶です。

音場とは？
人は声や楽器の音など直接聞こえる音（直接音）だけ
でなく、建物の壁や天井によって生じる響き（反射音
や残響音）も含めて音を感じています。反射音や残響
音の性質は、建物の形状や広さ、材質などさまざまな
条件により異なり、これらの音がすべて合わさって、
人はその場にいることを聴覚で感じることができます。
このように、「ある空間が持つ特有の音の響き」のこと
を「音場｣と言います。

コンサートホールの音場イメージ

シネマ DSP
ヤマハは、世界中のコンサートホールやライブハウス
などの音場を実際に測定し、膨大なデータを蓄積して
います。そのデータを応用し、音場の創生を可能にし
たのが「シネマ DSP」です。本機にはシネマ DSPを採
用したさまざまな音場プログラムが搭載されています。
映画、音楽、ゲームなど、再生ソースの内容に応じて
音場プログラムを選択することで、その作品の音響効
果を最大限に引き出すことができます。（たとえば、映
画用の音場プログラムでは、その場面にいるような臨
場感をもたらします。）

空間を表現するシネマDSP
Y
の
行
に
な

Y
一
ぼ
「Y
し
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ルチゾーン機能
ルチゾーン機能（86ページ）を使うと、本機を設置
た部屋（メインゾーン）と別の部屋（ゾーン 2など）
、それぞれ入力を選んで再生できます。
下は使用方法の一例です。）

の部屋のスピーカーで音楽を楽しむ
ビングでマルチチャンネル再生を楽しみながら、別
部屋のスピーカーで音楽を聴くことができます。

の部屋のテレビで映像を楽しむ（HDMI接続）
ビングでマルチチャンネル再生を楽しみながら、

DMIで入力された映像 /音楽を別の部屋のテレビで楽
むことができます。

リビング（メインゾーン）

書斎（ゾーン 2など）

リビング（メインゾーン）

キッチン
（ゾーン 4など）
細部強調やエッジ強調などの微調整も可能です。
ハイレゾリューション・
ミュージックエンハンサー
CD（2 チャンネル PCM）や FLAC など、44.1k/48kHz
2chロスレスコンテンツに対し、96kHz/24bitまでのハ
イビット・ハイサンプリング拡張を実現、オリジナルの
コンテンツが持つ音楽性をさらに高めて再生します
（98ページ）。

処理前

処理後

高画質ビデオ処理
低画質なデジタル映像から BD（ブルーレイディスク）の
映像まで、あらゆるコンテンツを高画質に再生します
（119ページ）。

• モーション /エッジ適応型 I/P変換
• マルチケイデンス検出（3:2プルダウンを含む）
• 入力ごとに最大 6パターンの画質登録（プリセット）

圧巻の音声 /映像クオリティー

周波数

音
の
大
き
さ 44.1k/48kHz信号（CDなど）の

再生帯域

周波数

音
の
大
き
さ 88.2k/96kHz信号などの

再生帯域

ヤマハ最高峰の 11.2 チャンネル
システム
シネマ DSP の最高峰 11.2 チャンネル 3 次元音場をお楽
しみいただけます。

（例）

• フレキシブルな接続性（バランス接続、アンバランス
接続に対応）

• 高品質な音声信号伝送（XLR バランスプリアウト）
• ハイエンド CDプレーヤーの接続にも対応する XLRバ
ランス入力も装備

マ
マ
し
で
（以

別
リ
の

別
リ
H

し

多彩なニーズにこたえる拡張性

外部パワーアンプ
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ER

別々の部屋に設置した複数のMusicCast対応機器を
MusicCast」に対応した機器を操作し、音楽を再生す
トフォンなどのモバイル機器をリモコン代わりにし
設定が簡単にできます。

選局）/再生

を選ぶ
NAS）の音楽を再生

ュート

yで「MusicCast CONTROLLER」を検索してください。
AV CONTROLLER

「AV CONTROLLER」は、お持ちのスマートフォンやタブレットを使って、Wi-Fi 経由で
ヤマハ製ネットワーク機器を操作するためのアプリケーションです。電源操作（入 /切）
や音量調節などの基本操作をはじめ、入力ソースの切替えや曲の再生操作など、さまざ
まな操作に対応しています。

主な機能
• 電源操作（入 /切）、音量調節
• 入力、シーン、音場プログラムの選択
• サウンド設定
• 再生操作（一部の入力では曲の選択も可能）

• 詳しくは、App Storeまたは Google Playで「AV CONTROLLER」を検索してください。

MusicCast CONTROLL

「MusicCast CONTROLLER」は、
ネットワークでリンクする機能「
るアプリケーションです。スマー
て、MusicCast対応機器の選曲や

主な機能
• さまざまなコンテンツの選曲（
– モバイル機器の音楽を再生
– インターネットラジオの放送局
– メディアサーバー（パソコン /

– USB機器の音楽を再生

• 本機の操作 /設定
– 入力ソース選択、音量調節、ミ
– 各種音声処理

• 詳しくは App Storeまたは Google Pla

便利なアプリケーション
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f

i

前面カバーを開閉する
• カバー内部のキーや端子を使うときは、カバーの下側をそっ
と押してカバーを開いてください。使わないときは閉じてく
ださい。（指をはさまないようご注意ください。）
前面

1 MAIN ZONE z（メインゾーン電源）キー
メインゾーンの電源を入 /切（スタンバイ）します。

• ゾーン 2/3/4の入 / 切は個別に設定します（89ページ）。

2スタンバイ表示
本機がスタンバイ時、以下のいずれかの状態で点灯します。
• HDMIコントロールが有効（121ページ）
• HDMI スタンバイスルーが有効（122ページ）
• ネットワークスタンバイが有効（124ページ）
• Bluetoothスタンバイが有効（126ページ）

3 SURROUND:AIインジケーター
SURROUND:AIが有効になっているときに点灯します
（62ページ）。

4前面ディスプレイ
各種情報が表示されます（15ページ）。

5リモコン信号受光部
リモコンの信号を受信します（7ページ）。

6 PURE DIRECT（ピュアダイレクト）キー
ピュアダイレクトを有効 /無効にします（67ページ）。

7 INPUT（インプット）つまみ
入力を切り替えます。

8前面カバー
キーや端子を保護します（14ページ）。

9 VOLUME（ボリューム）つまみ
音量を調節します。

各部の名称

ENTER

OPTIONSETUP

HELPRETURN

YPAO MIC

PHONES

USB

SILENT CINEMA

AI STRAIGHT

PROGRAM MULTI ZONE

AUX

ZONE 2 ZONE 3 ZONE 4 ZONE CONTROL

5V 1A

SCENE

1 2 3 4

RL AUDIO

INFO (WPS) MEMORY

FM AM TUNING

PRESET

INPUT

MAIN ZONE

VOLUME

PURE DIRECT

(CONNECT)

eb c da

g h
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FM/AMキー
FM/AMを切り替えます（68ページ）。

PRESET（プリセット）キー
プリセットした FM/AMラジオ局を選びます（69ページ）。
ショートカットに登録した USB 機器の曲、ネットワークコ
ンテンツ、Bluetooth入力を選びます（91ページ）。

TUNING（チューニング）キー
ラジオ周波数を切り替えます（68ページ）。

USB端子
USB機器（72ページ）を接続します。
YPAO MIC（YPAOマイク）端子
付属の YPAO用マイクを接続します（41ページ）。
PHONES（フォーンズ）端子
ヘッドホンを接続します。
AUX（AUX）端子
CDプレーヤーなどの機器を接続します（35ページ）。

NING

ESET

n

■前面カバー内部

1 SETUP（セットアップ）キー
テレビ画面に設定メニューを表示します。

2メニュー操作キー

カーソルキー
メニューや設定値を選びます。

ENTERキー
選択項目を決定します。

RETURNキー
メニュー操作中に、1つ前の表示に戻します。

3 OPTION（オプション）キー
オプションメニューを表示します（94ページ）。

4 HELP（ヘルプ）キー
設定メニューで、カーソルがある項目の解説をテレビ画面に
表示します。メニュー画面に「？」アイコンが表示されてい
るときに有効です。

5 AI （SURROUND:AI）キー
SURROUND:AI モードをオン / オフします（62ページ）。

6 STRAIGHT（CONNECT）（ストレート［コネクト］）キー
ストレートデコードを有効 /無効にします（66ページ）。
5秒間押し続けると、MusicCastネットワーク接続の設定が
できます（58ページ）。

7 PROGRAM（プログラム）キー
音場プログラムやサラウンドデコーダーを選びます
（61ページ）。

8 SCENE（シーン）キー
入力（ラジオ局やコンテンツを含む）、音場プログラム、
HDMI出力端子など、登録した内容をワンタッチで選びま
す。本機がスタンバイ時は、電源も入ります。（60ページ）

9 MULTI ZONE（マルチゾーン）キー

ZONE2～ 4キー
該当ゾーンへの出力を有効 /無効にします（90ページ）。

ZONE CONTROLキー
マルチゾーン出力が有効なときに、前面のキーやつまみで操
作するゾーンを切り替えます（90ページ）。

0 INFO（WPS）（インフォ［WPS］）キー
前面ディスプレイの表示を切り替えます（92ページ）。
3 秒間押し続けると、無線ルーターのWPSボタンを使って
無線ネットワーク接続の設定ができます（54ページ）。

A MEMORY（メモリー）キー
FM/AMラジオ局をプリセット（登録）します（68ページ）。
USB 機器の曲、ネットワークコンテンツ、Bluetooth入力を
ショートカットに登録します（91ページ）。

B

C

D

E

F

G

H

ENTER

OPTIONSETUP

HELPRETURN

YPAO MIC

PHONES

USB

SILENT CINEMA

AI STRAIGHT

PROGRAM MULTI ZONE

AUX

ZONE 2 ZONE 3 ZONE 4 ZONE CONTROL

5V 1A

SCENE

1 2 3 4

RL AUDIO

INFO (WPS) MEMORY

FM AM TU

PR

(CONNECT)

d g la c e f j k mb h i

o p q r
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カーソル表示
操作可能なリモコンのカーソルキーを表示します。

VIRTUAL（バーチャル）
バーチャルプレゼンススピーカー（VPS）やバーチャルサラ
ウンドバックスピーカー（VSBS）（62ページ）、またはバー
チャルサラウンド処理（65ページ）が機能しているときに
点灯します。

チャンネル表示
音声を出力しているチャンネル（PRE OUT 端子）を表示し
ます。
Aフロント（左）
Sフロント（右）
Dセンター
Fサラウンド（左）
Gサラウンド（右）
Hサラウンドバック（左）
Jサラウンドバック（右）
Kサラウンドバック
Bフロントプレゼンス（左）
Nフロントプレゼンス（右）
Mリアプレゼンス（左）
<リアプレゼンス（右）
Cサブウーファー（1）
Vサブウーファー（2）

YPAO VOL.（YPAOボリューム）
YPAOボリューム（96ページ）が有効なときに点灯します。

A-DRCVOL.
VIRTUAL YPAO VOL.

SBL SBR
SL SR
FPL CL R FPR

MUTE

SW1 SW2
RPL RPR

i jh

q tsr
前面ディスプレイ（インジケーター）

1 HDMI
HDMI信号入力 /出力時に点灯します。
IN（イン）
HDMI信号入力時に点灯します。
OUT1/OUT2/OUT3（アウト 1/アウト 2/アウト 3）
HDMI信号を出力中の HDMI OUT端子を表示します。

2ファームウェア更新表示
ファームウェアの更新（138ページ）があるときに点灯します。

3 LINK MASTER（リンクマスター）
MusicCastネットワークの親機として動作しているときに点
灯します。

4ゾーン表示
ゾーン2、ゾーン3、またはゾーン4が有効なときに点灯します。

5 STEREO（ステレオ）
ステレオ放送受信時に点灯します。

TUNED（チューンド）
FM/AMラジオ受信時に点灯します。

6 PARTY（パーティー）
パーティーモード中（90ページ）に点灯します。

7情報ディスプレイ
選択中の入力や音場プログラムなど、ステータス情報が表示
されます。
INFOキーで表示する情報を選べます（92ページ）。

8音量表示
音量を表示します。

9 MUTE（ミュート）
消音中に点滅します。

0 A-DRC（アダプティブ DRC）
アダプティブ DRC（96ページ）が機能しているときに点灯
します。

A無線 LAN 表示
無線接続時に点灯します（52ページ）。

• 本機を MusicCast ネットワークに登録すると点灯する場合が
あります（58ページ）。

B Bluetooth（ブルートゥース）表示
Bluetooth機器と接続されているときに点灯します（71ページ）。

C Hi-Res（ハイレゾ）
ミュージックエンハンサーのハイレゾモード（98ページ）
が機能しているときに点灯します。

Dシネマ DSP表示
シネマ DSP（62ページ）が機能しているときに「CINEMA DSP 
HD」が点灯します。シネマ DSP HD3での動作時は「CINEMA 
DSP !」が点灯します。

E ENHANCER（エンハンサー）
ミュージックエンハンサー（67ページ）が機能していると
きに点灯します。

F SLEEP（スリープ）
スリープタイマー設定時に点灯します。

G

H

I

J

OUT 21IN

3

ZONE
2

ENHANCER SLEEP
STEREO TUNED

PARTY

HD

ZONE ZONE
43

Hi-Res
LINK MASTER

3

ed

nk qpo

a gfb c

lm
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AC IN

SURROUND
BACK

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCE

(FRONT) 1

L L

S-232C

TWORK
4 NET)
SERVER)

l nmc
背面

• 実際の製品では、誤接続を防ぐため映像 /音声出力端子の周辺が白色で塗られています。

HDMI OUT

ARC
12 3

HDMI

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

(HDCP2.2)

AV 5 AV 6 AV 7

IN OUT

REMOTE

R

R R R

L

R

L

L L

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

AUDIO 1 AUDIO 2 AUDIO 3
(7 TV) (3 MUSIC)

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

OPTICAL 4OPTICAL 3 COAXIAL COAXIAL2 COAXIAL1

PHONO
SURROUND SUR BACK SUBWOOFER

CENTER
MULTI CH INPUT

GND

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURROUND R FRONT FRONT

(REAR) 2

L SURROUNDCENTER
PRE OUT

FRONT
PRESENCE

AUDIO 4

OPTICAL

1

2

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 35 6

R L

FM75Ω
ANTENNA

(2 RADIO)AM

PRE OUT

(REAR)
SUBWOOFER

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCECENTER

SUBWOOFER

FRONT SURROUND SURROUND
BACK

(FRONT)

R

TRIGGER
OUT

1

2

12V 0.1A
MAX. TOTAL

NE
HDMI OUT (

(8 (HDCP2.2)

(ZONE OUT)

Y PRPB

Y PRPB

COMPONENT VIDEO

AV 2
(5 STB)
B

AV 1
(1 MOVIE)
A

(HDCP2.2)

L

a e kg jcb ihd f

so q rp
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1 PHONO（フォノ）端子
レコードプレーヤーを接続

2 MULTI CH INPUT（マルチ
マルチチャンネル出力を持
します（38ページ）。

3無線アンテナ
無線を使って本機を無線ネ
（52ページ）。Bluetooth接

4 AUDIO1～ 3（オーディ
音声出力を持つ再生機器を
（34ページ）。

5 HDMI OUT1 ～ 2（HDM
HDMI 入力対応のテレビを
（31ページ）。ARC 使用時
の入力も可能です。

6 AV1～ 4端子
映像 /音声出力を持つ再生
します（33ページ）。

C RS-232C端子
サービス用の端子です。通常は使用しません。

D AC IN（ACイン）端子
電源コードを接続します（39ページ）。

E AUDIO4（オーディオ 4）端子（XLR）
音声出力を持つ再生機器を接続し、音声を入力します
（34ページ）。

F ZONE OUT（ゾーンアウト）端子
別の部屋（ゾーン 2/ゾーン 3）に設置した外部アンプに音声
を出力します（87ページ）。

G ANTENNA（アンテナ）端子
FMアンテナと AMアンテナを接続します（36ページ）。

H PRE OUT（プリアウト）端子（RCA）
アンプ内蔵のサブウーファー（30ページ）や、パワーアン
プを接続します（29ページ）。

I PRE OUT（プリアウト）端子（XLR）
アンプ内蔵のサブウーファー（30ページ）や、パワーアン
プを接続します（29ページ）。
します（34ページ）。

チャンネルインプット）端子
つ再生機器を接続し、音声を入力

ットワーク機器に接続します
続にも使用します（71ページ）。

オ 1～ 3）端子
接続し、音声を入力します

I アウト 1 ～ 2）端子
接続し、映像 / 音声を出力します
は、HDMI OUT1 端子でテレビ音声

機器を接続し、映像 /音声を入力

7 COMPONENT VIDEO（コンポーネントビデオ）端子
（AV1～ 2）
コンポーネントビデオ出力対応の再生機器を接続し、映像を
入力します（33ページ）。

8 HDMI端子（AV1～ 7）
HDMI出力対応の再生機器を接続し、映像 /音声を入力します
（32ページ）。

9 TRIGGER OUT1～ 2（トリガーアウト 1～ 2）端子
トリガー機能対応の機器を接続します（38ページ）。

0 REMOTE IN/OUT（リモートイン /アウト）端子
赤外線受信機 /送信機を接続して、別の部屋から本機や外部
機器を操作することができます（88ページ）。

A HDMI OUT 3（ZONE OUT）（HDMI アウト 3 [ ゾーンア
ウト ]）端子
ゾーン 2 またはゾーン 4 に設置した HDMI 対応機器（テレ
ビなど）を本機に接続して、映像 /音声を再生します
（87ページ）。

B NETWORK（ネットワーク）端子
ネットワークケーブルを使って本機をネットワークに接続し
ます（37ページ）。
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HELP（ヘルプ）キー
設定メニューで、カーソルがある項目の解説をテレビ画面に
表示します。メニュー画面に「？」アイコンが表示されてい
るときに有効です。

サウンド選択キー
音場プログラムやサラウンドデコーダーなどを選びます（61ページ）。

再生操作キー
外部機器の再生操作を行います。

HDMI OUT（HDMIアウト）キー
信号を出力する HDMI出力端子を切り替えます（59ページ）。

PURE DIRECT（ピュアダイレクト）キー
ピュアダイレクトを有効 /無効にします（67ページ）。

外部機器操作キー
HDMI コントロールに対応している AV 機器の再生操作を行
います。また、USB 機器やメディアサーバー（パソコン
/NAS）および音楽ストリーミングサービスなどの再生操作
を行います。

• HDMI コントロールに対応している AV 機器が対象です。ただ
し、すべての HDMI コントロール対応機器の動作を保証する
ものではありません。

AI（SURROUND:AI）キー
SURROUND:AIモードをオン /オフします（62ページ）。

VOLUME（ボリューム）キー
音量を調節します。

MUTE（ミュート）キー
消音します。
リモコン
1リモコン信号送信部
赤外線を送信します。

2z（レシーバー電源）キー
MAIN/ZONE スイッチで選択したゾーンの電源を入 /切（ス
タンバイ）します。

3 MAIN/ZONEスイッチ
リモコンで操作するゾーンを切り替えます（89ページ）。

4 SLEEP（スリープ）キー
繰り返し押してスリープタイマーの時間（120分、90分、
60分、30分、切）を設定します。スリープタイマー設定中
は前面ディスプレイに「SLEEP」が点灯します。指定した時
間が経過すると本機がスタンバイになります。

5 PARTY（パーティー）キー
パーティーモードを入 /切します（90ページ）。

6 SCENE（シーン）キー
シーン機能で設定した複数の項目をワンタッチで切り替えま
す（60ページ）。本機がスタンバイ時は、電源も入ります。

7入力選択キー
再生する入力を選びます。

• NET キーを繰り返し押して、ネットワークソースを切り替え
ます。

8 PRESET（プリセット）キー
プリセットした FM/AM ラジオ局を選びます（69ページ）。
ショートカットに登録した Bluetooth 機器や USB機器の曲、
ネットワークコンテンツを選びます（91ページ）。

9 OPTION（オプション）キー
オプションメニューを表示します（94ページ）。

0 SETUP（セットアップ）キー
設定メニューを表示します（102ページ）。

A ENTER/Cursor（エンター / カーソル）、 RETURN（リ
ターン）キー
メニュー操作を行います。
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します。詳しくは、パワーアンプの取扱説明

本機に接続します。

、オーディオ機器（CDプレーヤーなど）を

します。

（アクセスポイント）に接続します。無線接
。

トリガー機能対応の機器を本機に接続しま

本機に接続します。

実行する前に必要なスピーカー設定を行いま

で調整します（YPAO）。

スポイント）やモバイル機器に接続します。
準備する

これで使用前に必要な接続および設定は完了です。映画、音楽、ラジオなど、本機での再生を存分にお楽しみください！

使用までの基本的な流れ

1 スピーカーを設置する（20ページ） スピーカーの配置を決定し、パワーアンプに接続
書をご覧ください。

2 パワーアンプとサブウーファーを接続する
（29ページ） パワーアンプとサブウーファー（アンプ内蔵）を

3 テレビや再生機器を接続する（31ページ） テレビ、ビデオ機器（BD/DVDプレーヤーなど）
本機に接続します。

4 FM/AMアンテナを接続する（36ページ） 付属の FMアンテナと AMアンテナを本機に接続

5 ネットワークケーブルの接続や無線アンテナ
の準備をする（37ページ）

ネットワークケーブルを使って、本機をルーター
続を使用する場合は、無線アンテナを使用します

6 その他の機器を接続する（38ページ） アナログのマルチチャンネル出力を持つ機器や、
す。

7 電源コードを接続する（39ページ） すべての接続が完了したら、付属の電源コードを

8 スピーカー設定を行う（40ページ） 使用するスピーカーシステムに応じて、YPAOを
す。

9 スピーカー設定を自動で調整する（YPAO）
（41ページ） 音量バランスや音色などのスピーカー設定を自動

10 無線ネットワーク機器に接続する（52ページ） 無線接続を使って、本機を無線ルーター（アクセ

11 MusicCastネットワークに接続する（58ページ） 本機をMusicCastネットワークに接続します。
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ーカー（パワーアンプ経由）と最大 2 台のサブウー

考にスピーカーを配置してください。図に正確に合わせる必要はあり
合わせてスピーカー設定（距離など）を補正できます。
されていない場合でも、本機はフロント、センター、サラウンド
プレゼンススピーカーを創り出し（VPS）、立体的な視聴空間を実
得るにはフロントプレゼンススピーカーの使用をおすすめします
とより効果的です）。
ていない場合でも、フロントプレゼンススピーカーが接続されて
サラウンドスピーカーを使って後方にバーチャルプレゼンス
立体的な視聴空間を実現します。

機能

ント左 /右チャンネルの音声（ステレオ音声）を出力します。

ターチャンネルの音声、映画のセリフ /ボーカルなど、画面
に位置する音声を出力します。
ウンド左 /右チャンネルの音声を出力します。サラウンド
ク左 /右を使用しない場合は、サラウンドバックチャンネル
声も出力します。

ウンドバック左 /右チャンネルの音声を出力します。

マ DSPの効果音や、Dolby Atmosおよび DTS:Xコンテンツ
方チャンネルの音声を出力します。
マ DSPの効果音や、Dolby Atmosおよび DTS:Xコンテンツ
方チャンネルの音声を出力します。
低域効果音）チャンネルの音声や、フロントやサラウンドチャ
ルなどの低音を出力します。
ウーファーのチャンネル数は「0.1」と表します。本機には最大
サブウーファーを接続できます。サブウーファーを 2台使用
場合は、お好みで部屋の前後または左右に設置します。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
本機には 11.2 チャンネルのプリアンプが備わっています。ご使用になる環境や楽しみ方に合わせて、2 ～ 11 チャンネルのスピ
ファーを接続できます。
さらに、マルチゾーン接続を使った応用的なスピーカーシステムにも対応しています（86ページ）。

理想的なスピーカー配置 各スピーカーの役割

•「理想的なスピーカー配置」（左図）を参
ません。YPAOを実行することで、配置に

• フロントプレゼンススピーカーが接続
スピーカーを使って前方にバーチャル
現します。ただし、音場効果を十分に
（リアプレゼンススピーカーも使用する

• リアプレゼンススピーカーが接続され
いれば、本機はフロント、センター、
スピーカーを創り出し（VPS）、自然で

1 スピーカーを設置する

E

1 2

39

4

6

T Y

5

9

R

7

0.5～ 1m 0.5～ 1m

1.8m1.8m

10°～ 30°10°～ 30°

0.3m以上 1.8m1.8m

スピーカーの種類
フロント（左 /右）
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フロ

センター
3

セン
中央

サラウンド（左 /右）
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サラ
バッ
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サラウンドバック（左 /右）
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サラ
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ER

シネ
の上

リアプレゼンス（左 /右）
TY

シネ
の上

サブウーファー
9

LFE（
ンネ
サブ
2台の
する
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して、代表的な配置方法を説明します。

[★7.2.4]
びリアプレゼンス使用時）
ステムです。ごく自然で立体的な視聴空間であらゆ
ます。

）は、メインゾーンのリアプレゼンス（左 /右）チャンネルの音声は出

場合や、ドルビーイネーブルドスピーカーをプレゼンススピーカーと
後、設定メニューの「配置（フロントプレゼンス /リアプレゼンス）」
ページ）。

R

1 2

3 9

5

6 7

Y

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
スピーカーシステム（基本編）
■スピーカーを配置する
使用するスピーカーの本数に応じてシステムを決定し、各スピーカーおよびサブウーファーを部屋に配置します。本書では例と

• Dolby Atmosコンテンツを再生する場合は、★マークが付いているスピーカーシステムの使用をおすすめ
します。なお、7.1システム（サラウンドバック使用時）でも Dolby Atmosコンテンツの再生が可能です。

• DTS:Xコンテンツを再生する場合は、★マークが付いているスピーカーシステムの使用をおすすめします。

•（チャンネル数の表記について）例えば、「5.1.2」 は従来の 5.1 チャンネルに加え、上方のスピーカー用
チャンネルが 2 チャンネル分存在することを表します。プレゼンススピーカーの配置方法について詳し
くは、「プレゼンススピーカーの配置」（25ページ）をご覧ください。

❑ 11.2 チャンネルシステム
（サラウンドバックおよ
本機の性能をフルに活用できるシ
るコンテンツをお楽しみいただけ

• ゾーン 3 出力が有効なとき（89ページ
力されません。

• プレゼンススピーカーを天井に配置する
して使用する場合は、電源コードを接続
を環境にあわせて設定してください（40

E

9

4

T
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[★7.2.2]（サラウンドバック使用時）
使って、自然で立体的な視聴空間を実現します。また、
った拡張サラウンドもお楽しみいただけます。

場合や、ドルビーイネーブルドスピーカーをプレゼンススピーカー
続後、設定メニューの「配置（フロントプレゼンス）」を環境にあ

ーカーを使って後方にバーチャルプレゼンススピーカーを創り出し
実現します。

21

3

5

9

6 7

R

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ 9.2 チャンネルシステム [★5.2.4]（リアプレゼンス使用時）
フロントプレゼンススピーカーとリアプレゼンススピーカーを使って、ごく自然で立体的
な視聴空間を実現します。またサラウンドスピーカーを使って バーチャルサラウンド
バックスピーカーを創り出し（VSBS）、後方奥行き感ある視聴空間を実現します。5.1チャ
ンネルのコンテンツだけでなく、7.1チャンネルのコンテンツをも楽しむのに適したシス
テムです。

• ゾーン 3 出力が有効なとき（89ページ）は、メインゾーンのリアプレゼンス（左 /右）チャンネルの音声は出
力されません。

• プレゼンススピーカーを天井に配置する場合や、ドルビーイネーブルドスピーカーをプレゼンススピーカーと
して使用する場合は、電源コードを接続後、設定メニューの「配置（フロントプレゼンス /リアプレゼンス）」
を環境にあわせて設定してください（40ページ）。

❑ 9.2 チャンネルシステム
フロントプレゼンススピーカーを
サラウンドバックスピーカーを使

• プレゼンススピーカーを天井に配置する
として使用する場合は、電源コードを接
わせて設定してください（40ページ）。

• フロント、センター、サラウンドスピ
（VPS）、ごく自然で立体的な視聴空間を

E

9

R
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9
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[★7.1.0]（サラウンドバック使用時）
スピーカーを使って前方にバーチャルプレゼンス
体的な視聴空間を実現します。また、サラウンド
ラウンドもお楽しみいただけます。

スピーカーを使って前方にバーチャルプレゼンスス
的な視聴空間を実現します。またサラウンドスピー
ドバックスピーカーを創り出し（VSBS）、後方奥行
5.1 チャンネルのコンテンツだけでなく、7.1 チャン
に適したシステムです。

21

3

6 7

5

21

3

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ 7.1 チャンネルシステム [★5.1.2]（フロントプレゼンス使用時）
フロントプレゼンススピーカーを使って、自然で立体的な視聴空間を実現します。ま
たサラウンドスピーカーを使って バーチャルサラウンドバックスピーカーを創り出し
（VSBS）、後方奥行き感ある視聴空間を実現します。5.1チャンネルのコンテンツだけ
でなく、7.1チャンネルのコンテンツをも楽しむのに適したシステムです。

• プレゼンススピーカーを天井に配置する場合や、ドルビーイネーブルドスピーカーをプレゼンススピーカー
として使用する場合は、電源コードを接続後、設定メニューの「配置（フロントプレゼンス）」を環境にあ
わせて設定してください（40ページ）。

• フロント、センター、サラウンドスピーカーを使って後方にバーチャルプレゼンススピーカーを創り出し
（VPS）、ごく自然で立体的な視聴空間を実現します。

❑ 7.1 チャンネルシステム
フロント、センター、サラウンド
スピーカーを創り出し（VPS）、立
バックスピーカーを使った拡張サ

❑ 5.1 チャンネルシステム
フロント、センター、サラウンド
ピーカーを創り出し（VPS）、立体
カーを使ってバーチャルサラウン
き感ある視聴空間を実現します。
ネルのコンテンツをも楽しむこと

E R
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システム（プレゼンス使用時）
使って、自然で立体的な視聴空間を実現します。ま
バーチャルサラウンドスピーカーを創り出すことで
楽しみいただけます（バーチャルシネマ DSP）。

場合や、ドルビーイネーブルドスピーカーをプレゼンススピーカー
続後、設定メニューの「配置（フロントプレゼンス）」を環境にあ

21

3

R

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ フロント 5.1 チャンネルシステム（サラウンド使用時）
サラウンドスピーカーを前方に配置した場合でも、後方にバーチャルサラウンドス
ピーカーを創り出すことでマルチチャンネルサラウンドをお楽しみいただけます
（バーチャルシネマフロント）。このシステムを有効にするには、設定メニューの「配
置（サラウンド）」（108ページ）を「前方」に設定してください。

• センタースピーカーがない 4.1 チャンネルシステムでも、サラウンド再生を楽しめます。

❑ フロント 5.1 チャンネル
フロントプレゼンススピーカーを
た、フロントスピーカーを使って
マルチチャンネルサラウンドもお

• プレゼンススピーカーを天井に配置する
として使用する場合は、電源コードを接
わせて設定してください（40ページ）。

1 2

39

4 5
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配置
は 3種類あります（フロントハイト /リアハイト、
ブルド SP）。視聴環境に合わせていずれかをお選び

Xおよびシネマ DSP HD³をお楽しみいただけます。

プレゼンススピーカーの配置方法は個別に設定できます。

ススピーカーを設置します。上下左右の空間のつな
します。

スピーカーを設置します。上部からのリアルな効果音
します。

カーを天井に設置する際のご注意」（26ページ）をご覧ください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ 2.1 チャンネルシステム

サラウンドスピーカーが接続されていない場合でも、本機はフロントスピーカーを
使ってバーチャルサラウンドスピーカーを創り出します（バーチャルシネマ DSP）。し
たがって最小構成の 2 チャンネルシステム（フロントスピーカーのみ）でもマルチ
チャンネルサラウンドをお楽しみいただけます。

• センタースピーカーを使用した 3.1システムも可能です。

❑ プレゼンススピーカーの
プレゼンススピーカーの配置方法
オーバーヘッド、ドルビーイネー
ください（108ページ）。

• どの配置方法でも Dolby Atmos、DTS:

• フロントプレゼンススピーカーとリア

フロントハイト /リアハイト
部屋の前方 /後方の壁にプレゼン
がり感と広がり感を効果的に再現

オーバーヘッド
視聴位置上部の天井にプレゼンス
や前後のつながりを効果的に再現

• 天井の取り付け位置については「スピー

21

9
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ご注意
付ける場合は、以下の図を参考に取り付けてください。

とフロントスピーカーの間の天井

視聴位置とフロントスピーカーの間の天井
位置とサラウンドスピーカー（またはサラウンドバッ

ピーカーを使用し落下防止措置を講じてください。取り付けはご
ださい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
ドルビーイネーブルド SP

ドルビーイネーブルドスピーカー（Dolby Enabled Speaker）をプレゼンススピーカーとして
使用します。天井の反射を利用し、床置きのスピーカーのみで上方スピーカーを再現できます。

• ドルビーイネーブルドスピーカーはフロント、サラウンド、サラウンドバックスピーカーいずれかの上部
またはすぐそばに配置してください。1 本のスピーカーにドルビーイネーブルドスピーカーが組み込まれ
ている場合もあります。詳しくは、ドルビーイネーブルドスピーカーの取扱説明書をご覧ください。

スピーカーを天井に設置する際の
プレゼンススピーカーを天井に取り

プレゼンススピーカー 2本の場合

取り付け位置
視聴位置の上部、または視聴位置

プレゼンススピーカー 4本の場合

取り付け位置
フロントプレゼンススピーカー：
リアプレゼンススピーカー：視聴
クスピーカー）の間の天井

注意
• 必ず天井への取り付けに対応したス
購入店または専門業者に依頼してく
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音声を入出力する端子
OPTICAL端子
ジタル音声を伝送します。接続には、光デジタル
ーブルを使います。ケーブルの先端にキャップが付
ている場合は、取り外してからお使いください。

COAXIAL端子
ジタル音声を伝送します。接続には、同軸デジタル
ーブルを使います。

AUDIO端子
ナログステレオ音声を伝送します。接続には、ステレオ
ンケーブル（RCAアンバランスケーブル）を使います。

光デジタルケーブル

同軸デジタルケーブル

AUDIO3 ステレオピンケーブル

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
入出力端子とケーブル
本機は以下の入出力端子を装備しています。接続する外部機器側の端子に合わせて、必要なケーブルをご用意ください。

■映像 /音声を入出力する端子
❑ HDMI端子
デジタル映像およびデジタル音声を伝送します。
接続には、HDMIケーブルを使います。

• HDMIロゴ入りの HDMIケーブル（19ピン）をお使いください。
また、信号の品質劣化を防ぐため、なるべく短いケーブルのご使
用をおすすめします。

• HDMIコントロール、オーディオリターンチャンネル（ARC）、
3D映像と 4K Ultra HD映像の伝送に対応しています。

• 3D映像、4K Ultra HD映像をお楽しみになる場合は、ハイスピード
HDMIケーブルをお使いください。

■映像を入力する端子
❑ COMPONENT VIDEO端子
映像を輝度信号（Y）、青色差信号（PB）、赤色差信号
（PR）に分離して伝送します。接続には、3つのプラグ
を持つコンポーネントケーブルを使います。

❑ VIDEO端子
アナログ映像を伝送します。接続には、映像用ピン
ケーブルを使います。

■

❑

デ
ケ
い

❑

デ
ケ

❑

ア
ピ

AV 1

(1 MOVIE)
HDMIケーブル

Y

PR

PB

AV 1

(1 MOVIE)COMPONENT VIDEO
A

コンポーネントケーブル

AV 1

VIDEO

(1 MOVIE)

映像用ピンケーブル
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ XLR端子
アナログ音声を伝送します。接続には、XLRバランスケーブルを使います。
ピンどうしをあわせ、XLRバランスケーブルのコネクター（オス）を「カチッ」と音が
するまで差し込みます。

XLR入力端子

• ケーブルを本機から取り外す際は、端子上部の PUSHボタンを押しながらコネクターを引き抜きます。

XLR出力端子
ピンどうしをあわせ、XLRバランスケーブルのコネクター（メス）を「カチッ」と音が
するまで差し込みます。

• ケーブルを本機から取り外す際は、コネクターのレバーを押しながら引き抜きます。

XLR端子について

本機の XLR端子のピン割当は上記のとおりです。XLRバランスケーブルを接続する前に、各機器の取
扱説明書を参照し、上記のピン割当に対応していることをご確認ください。

AUDIO 4

R

XLRバランスケーブル（オス）

CENTERPRE OUT

XLRバランスケーブル（メス）

2. HOT 1. アース

3. COLD

XLR入力端子

1. アース 2. HOT

3. COLD

XLR出力端子
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L SURROUND
BACK

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCEFRONT

(REAR) (FRONT)2 1

L L L LSURROUND

R L
FRONT

PRESENCE
REAR

PRESENCE

SUBWOOFER
本機（背面）

入力（XLR）端子

パワーアンプ

スピーカー接続

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
パワーアンプを接続する
パワーアンプを本機の PRE OUT端子に接続して、本機の音声をパワーアンプに出力し
ます。
パワーアンプに備わっている入力端子により、チャンネルごとにバランス接続（XLR）
またはアンバランス接続（RCA）を選んでください。

• 各チャンネルの XLR端子と RCA端子からは同じ信号が出力されます。

■バランス接続
XLRバランスケーブルを使って、パワーアンプを本機の PRE OUT（XLR）端子に接続
します。構築するスピーカーシステムにより、使用する PRE OUT端子のチャンネルが
異なります。

• XLRバランスケーブルを接続する前に、パワーアンプの取扱説明書を参照し、XLR端子が本機のピン割
当に対応していることをご確認ください（28ページ）。

• 音量調整バイパス機能に対応している（または音量調整回路がない）パワーアンプの使用をおすすめし
ます。

2 パワーアンプとサブウーファーを接続する

注意
• 大音量や異音の発生を防ぐため、パワーアンプを接続する前に、必ず本機の電源プラグをコンセント
から取り外してください。また、パワーアンプの電源を切ってください。

R RL

4 COAXIAL COAXIALCOAXIAL

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURROUND R FRONT CENTER
PRE OUT

FRONT
PRESENCE

OPTICAL

2

ZONE 2 ZONE 35 6

FM75Ω
ANTENNA

(2 RADIO)AM

(REAR)
SUBWOOFER CENTERFRONT SURROUND SURROUND

BACK

X
LR

XLR

PRE OUT
（XLR）端子

（コネクター：メス）

（コネクター：オス）
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サブウーファー（アンプ内蔵）を本機の
～ 2端子に接続します。

、サブウーファーの取扱説明書を参照し、XLR端子が本機のピン
さい（28ページ）。

ランスケーブル）を使って、サブウーファー（アンプ
EOUT（RCA）1～ 2端子に接続します。

9 9

X
LR

X
LR

機（背面）
入力（XLR）端子

（コネクター：オス）ネクター：オス）

入力（XLR）端子

9 9

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
■アンバランス接続
音声用ピンケーブル（RCAアンバランスケーブル）を使って、パワーアンプを本機の
PRE OUT（RCA）端子に接続します。構築するスピーカーシステムにより、使用する
PRE OUT端子のチャンネルが異なります。

• 音量調整バイパス機能に対応している（または音量調整回路がない）パワーアンプの使用をおすすめします。

サブウーファーを接続する
サブウーファー（アンプ内蔵）を本機の PRE OUT端子に接続します。
サブウーファーに備わっている入力端子により、バランス接続（XLR）またはアンバラ
ンス接続（RCA）を選んでください。

• XLR端子と RCA端子からは同じ信号が出力されます。

• 2 台のサブウーファーを接続し、お好みで部屋の前後または左右に設置できます。サブウーファーを 2 台
接続する場合は、電源コードを接続後、設定メニューの「配置（サブウーファー）」（119ページ）を設定
してください。

■ バランス接続
XLRバランスケーブルを使って、
SUBWOOFER PREOUT（XLR）1

• XLRバランスケーブルを接続する前に
割当に対応していることをご確認くだ

■ アンバランス接続
音声用ピンケーブル（RCAアンバ
内蔵）を本機の SUBWOOFER PR

注意
• 大音量や異音の発生を防ぐため、サブウーファーを接続する前に、必ず本機の電源プラグをコンセント
から取り外してください。また、サブウーファーの電源を切ってください。

3

HDMI

(5 STB) (6 GAME)

AV 2 AV 3 AV 4

(HDCP2.2)

AV 5 AV 6 AV 7

IN OUT

REMOTE

LRROUND
CK

SURROUND
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2
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REAR
PRESENCECENTER
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BACK
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RS-232C

TRIGGER
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1
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NETWORK
HDMI OUT (4 NET)
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PRPB
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COMPONENT VIDEO

AV 2
(5 STB)
B

AV 1
(1 MOVIE)
A

本機（背面）

入力（RCA）
端子

パワーアンプ

スピーカー
接続

PRE OUT
（RCA）端子

IN OUT

REMOTE

SURROUND
BACK

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCET

(REAR) (FRONT)2 1

L L L LSURROUND

R L
EAR
SENCE

SUBWOOFER

RS-232C

(REAR) (FRONT)2 1R L

SUBWOOFER

X
LR

X
LR

本

SUBWOOFER 
PREOUT（XLR）
1～ 2端子

（コネクター：メス）

（コ

T

ARC
1

HDMI

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

(HDCP2.2)

AV 5

R

AV 3 AV 4
(6 GAME)

R SURROUND
BACK R SURROUND R FRONT CENTER

PRE OUT
FRONT
PRESENCE

OPTICAL

1

2

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 36

FM75Ω
ANTENNA

(2 RADIO)AM

PRE OUT

(REAR)
SUBWOOFER CENTERFRONT SURROUND SURROUND

BACK

(FRONT)

Y PRPB

Y PRPB

COMPONENT VIDEO

AV 2
(5 STB)
B

AV 1
(1 MOVIE)
A

本機（背面）
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再生するために接続します。以下の場合は、音声ケーブルを接続

チャンネル（ARC）に対応している場合
る場合（テレビ内蔵のチューナーを使用しない）

ている場合、テレビのリモコン操作に連動して、本機の電源や音

には、あらかじめ設定が必要です。詳しくは
をご覧ください。

RC）とは
信号伝送が可能になります。テレビが ARCに対応している場
ている HDMI ケーブルを使って、テレビの音声を本機に入力する

Iケーブルで本機とテレビを接続してください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
本機には多くの種類の再生デバイスを接続できるように、HDMI入力ジャックを含む
さまざまな入力ジャックを装備しています。

テレビを接続する
テレビと本機を接続して、本機に入力された映像をテレビに出力します。
また、テレビ番組の音声を本機で楽しむことができます。

■ HDMI接続
HDMIケーブルと音声ケーブル（光デジタルまたはステレオピンケーブル）を使って、
テレビを本機に接続します。

• HDMI OUT2端子を使って、テレビやプロジェクターなどをもう 1台接続できます（32ページ）。

• 音声ケーブルはテレビの音声を本機で
する必要はありません。
– お使いのテレビがオーディオリターン
– テレビを衛星チューナーなどで視聴す

• テレビが HDMI コントロールに対応し
量などを操作できます。

HDMIコントロールや ARCを使う
「HDMIについて」（156ページ）

3 テレビや再生機器を接続する

HDMI OUT

ARC
12

(1 MOVIE) (5 STB) (6 G

AV 1 AV 2 A

R

R R R

L

R

L

L

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

AUDIO 1 AUDIO 2 AUDIO 3
(7 TV) (3 MUSIC)

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

OPTICAL 4OPTICAL 3 COAXIAL COAXIAL2 COAXIAL1

PHONO
SURROUND SUR BACK SUBWOOFER

CENTER
MULTI CH INPUT

GND

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURFRONT
PRESENCE

AUDIO 4

OPTICAL

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 35 6

FM75Ω A

FRONT

Y PRPB

Y PRPB

COMPONENT VIDEO

B

(1
A

(HDCP2.2)

HDMI

OPTICAL1

AUDIO

OPTICAL

R

L

AUDIO 1
(7 TV)

ARC
12

HDMI OUT
(HDCP2.2)

HDMI

HDMI

OO

R

L L

R

本機
（背面）

HDMI OUT端子

AUDIO1
（OPTICALまたは AUDIO）端子

音声出力
（光デジタルまたはアナログステレオ）

テレビ

HDMI入力

オーディオリターンチャンネル（A

• 1 本の HDMIケーブルで双方向の音声
合、本機からテレビに映像を伝送し
ことができます。

• ARCを使う場合は、ARC対応の HDM
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（BD/DVDプレーヤーなど）
ケーブルテレビのチューナー、ゲーム機などのビデ
するビデオ機器の出力端子（映像 /音声）により、
オ機器に HDMI出力端子がある場合は、HDMI接続

端子割り当て」（129ページ）が初期値から変更されていないこと
て、COMPONENT VIDEO（A 、B ）端子、COAXIAL（③、④、⑤）
別の入力に割り当てることができます。

ーブルを接続した場合、本機で再生される音声信号はオプション
ジ）の設定にしたがいます。

機器を本機に接続します。

IN OU

REMOTE

(RE

L SUR

R

HDM
(HD

(ZON

HDMI

HDMI

HDMI
HDMI出力

ビデオ機器

HDMI（AV1～ 7）端子

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
■複数のテレビやプロジェクターを接続する
本機には 3つの HDMI出力端子があります。HDMIケーブルを使って、2台目のテレビ
やプロジェクターを本機に接続しておけば、使用するテレビ /プロジェクターをリモコ
ンで選べます（59ページ）。また、HDMI OUT 3（ZONE OUT）端子にゾーン 2/ゾーン
4のテレビを接続して映像 / 音声を楽しむことができます（87ページ）。

• HDMI OUT2および 3 端子は HDMIコントロールには対応していません。

ビデオ機器を接続する
BD/DVDプレーヤー、衛星放送 /
オ機器を本機に接続します。接続
接続方法を選んでください。ビデ
をおすすめします。

• 以下の接続は、設定メニューの「入力
を前提に説明しています。必要に応じ
端子、OPTICAL（①、②、⑥）端子を

• 1つの入力に対して 2種類以上の音声ケ
メニューの「音声入力選択」（98ペー

■ HDMI接続
HDMIケーブルを使って、ビデオ

HDMI OUT
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12 3

HDMI

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

(HDCP2.2)

AV 5 AV 6 AV 7
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ト）接続
ル（同軸デジタル、光デジタル、ステレオピンケーブ
機器を本機に接続します。ビデオ機器の音声出力端子
子（AV1～ 4）が異なります。

本機の入力端子

タル AV1～ 2（VIDEO＋ COAXIAL）

タル AV3（VIDEO＋ OPTICAL）

テレオ AV1～ 4（VIDEO＋ AUDIO）

R

L

COAXIAL

OPTICAL

VIDEO

L

R

O

C

V

V

4（VIDEO）端子

映像出力
（コンポジットビデオ）

ビデオ機器

音声出力
光デジタル、同軸デジタル、
アナログステレオのいずれか）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
■コンポーネントビデオ接続
コンポーネントケーブルと音声ケーブル（同軸デジタルまたはステレオピンケーブル）
を使って、ビデオ機器を本機に接続します。

• コンポーネントビデオケーブルと光デジタルケーブルを使ってビデオ機器を本機に接続する場合は、設
定メニューの「入力端子割り当て」（129ページ）で COMPONENT VIDEO端子と OPTICAL端子を同じ入
力に割り当ててください。

■ ビデオ（コンポジッ
映像用ピンケーブルと音声ケーブ
ルのいずれか）を使って、ビデオ
により、本機側で使用する入力端

ビデオ機器の出力端子
本機の入力端子

映像 音声

コンポーネントビデオ
同軸デジタル AV1～ 2（COMPONENT VIDEO＋ COAXIAL)

アナログステレオ AV1～ 2（COMPONENT VIDEO＋ AUDIO）
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トリッジに対応しています。MC型（低出力型）のカートリッジ
続するときは、昇圧トランスなどを使用してください。

ては、本機の GND端子と接続することでノイズを低減できま
ません。）
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L
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COAXIAL

OPTICAL

C C

L

R

L

R

O O

L

R

XLR

XLR

音声出力
（PHONO）

レコードプレーヤー

音声出力
（同軸デジタル、光デジタル、
アナログステレオのいずれか）

］、

オーディオ機器

アース線

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
オーディオ機器を接続する（CDプレーヤーなど）
CDプレーヤー、レコードプレーヤーなどのオーディオ機器を本機に接続します。
接続するオーディオ機器の音声出力端子により、接続方法を選んでください。

• 以下の接続は、設定メニューの「入力端子割り当て」（129ページ）が初期値から変更されていないこと
を前提に説明しています。必要に応じて、COAXIAL（③、④、⑤）端子、OPTICAL（①、②、⑥）端子を
別の入力に割り当てることができます。

• XLRバランスケーブルを接続する前に、オーディオ機器の取扱説明書を参照し、XLR端子が本機のピン
割当に対応していることをご確認ください（28ページ）。

• 1つの入力に対して 2種類以上の音声ケーブルを接続した場合、本機で再生される音声信号はオプション
メニューの「音声入力選択」（98ページ）の設定にしたがいます。

オーディオ機器の音声出力端子 本機の音声入力端子

同軸デジタル AV1～ 2（COAXIAL）
AUDIO3（COAXIAL）

光デジタル AV3（OPTICAL）
AUDIO1～ 2（OPTICAL）

アナログステレオ（RCA） AV1～ 4（AUDIO［RCA］）
AUDIO1～ 3（AUDIO［RCA］）

アナログステレオ（XLR） AUDIO4（AUDIO［XLR］）

レコードプレーヤー（PHONO） PHONO

レコードプレーヤー接続時の注意
• 本機の PHONO端子は MM型のカー
を搭載したレコードプレーヤーを接

• お使いのレコードプレーヤーによっ
す。（GND端子は安全アースではあり

HDMI OUT

ARC
12

(1 MOVIE) (5 STB) (6 G

AV 1 AV 2 A

R

R R R

L

R

L

L

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

AUDIO 1 AUDIO 2 AUDIO 3
(7 TV) (3 MUSIC)

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

OPTICAL 4OPTICAL 3 COAXIAL COAXIAL2 COAXIAL1

PHONO
SURROUND SUR BACK SUBWOOFER

CENTER
MULTI CH INPUT

GND

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURFRONT
PRESENCE

AUDIO 4

OPTICAL

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 35 6

FM75Ω A

FRONT

Y PRPB

Y PRPB

COMPONENT VIDEO

B

(
A

(HDCP2.2)

R

L

PHONO

GND

L

R

X
LR

X
LR

本機（背面）

PHONO端子

AV1～ 4、AUDIO1～ 4
（COAXIAL、OPTICAL、AUDIO［RCA

AUDIO［XLR］）端子のいずれか
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
本体前面の端子に接続する
オーディオ再生機器を一時的に接続する場合は AUX 端子を使用すると便利です。ステ
レオピンケーブルを使って、CD プレーヤーなどのオーディオ機器を本機に接続してく
ださい。
USB 端子に USB 機器を接続したい場合は、「USB 機器を接続する」（72ページ）をご覧
ください。

• 接続する前に、再生機器を停止して、本機の音量を十分に下げてください。

ENTER

HELPRETURN

YPAO MIC

PHONES

USB

SILENT CINEMA

AUX

ZONE 2 ZONE 3 ZONE 4 ZONE CONTROL

5V 1A RL AUDIO

RL

オーディオ機器

本機（前面）
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分だけをアンテナ本体からほどいてお使いください。

ん。

差し込む はなす

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
付属の FMアンテナと AMアンテナを接続します。
接続後、FMアンテナは壁に固定し、AMアンテナは水平な場所に置いてください。

AMアンテナの組立と接続

• AMアンテナのコードは、配線に必要な

• AMアンテナのコードに極性はありませ

4 FM/AMアンテナを接続する

HDMI OUT

ARC
12

HDMI

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

(HDCP2.2)

AV 5 AV 6 AV 7

IN

R

R

R R R

L

R

L

L L

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

AUDIO 1 AUDIO 2 AUDIO 3
(7 TV) (3 MUSIC)

(1 MOVIE) (5 STB) (6 GAME)

OPTICAL 4OPTICAL 3 COAXIAL COAXIAL2 COAXIAL1

PHONO
SURROUND SUR BACK SUBWOOFER

CENTER
MULTI CH INPUT

GND

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURROUND R FRONT FRONTCENTER
PRE OUT

FRONT
PRESENCE

AUDIO 4

OPTICAL

1

2

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 35 6

FM75Ω
ANTENNA

(2 RADIO)AM

PRE OUT

(REAR)
SUBWOOFER

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCECENTERFRONT SURROUND SURROUND

BACK

(FRONT)

TRIGGER
OUT

1

2

12V 0.1A
MAX. TOTAL

Y PRPB

Y PRPB

COMPONENT VIDEO

AV 2
(5 STB)
B

AV 1
(1 MOVIE)
A

(HDCP2.2)

FMアンテナ
AMアンテナ

本機（背面）

押し込む
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機器の設定（ファイアウォールなど）により、本機がパソコンや
ないことがあります。その場合はセキュリティソフトやネット
。

べて本機と同じサブネットに設定してください。

バンド回線の使用をおすすめします。

る
する場合は、本機の無線アンテナをまっすぐ上に立

法については、「無線ネットワーク機器に接続する」

ないでください。破損するおそれがあります。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
ネットワークケーブルを使って、本機をルーター（アクセスポイント）に接続します。
無線接続を使用する場合は、無線アンテナを使用します。
これによりインターネットラジオやパソコン、ネットワーク接続ストレージ（NAS）な
どのメディアサーバーに保存されている音楽ファイルを本機で再生できます。

ネットワークケーブルを接続する
市販の STPネットワークケーブル（CAT-5以上のストレートケーブル）を使って、本機
をルーターに接続します。

• 無線接続を使用したあと、ネットワークケーブルを使った有線接続に変更する場合は、設定メニューの
「ネットワーク接続」（123ページ）を「有線」に設定してください。

• DHCPサーバー対応のルーターをお使いの場合は、本機でネットワーク設定を行う必要はありません。
ネットワーク情報（IPアドレスなど）が自動で割り当てられます。ルーターが DHCPサーバー非対応の
場合や、ネットワーク情報を手動で割り当てる場合は、ネットワーク設定（123ページ）が必要になりま
す。

• 設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネットワーク情報（IPアドレス）が正しく取得
されていることを確認できます。

• セキュリティソフトや、ネットワーク
インターネットラジオにアクセスでき
ワーク機器の設定を変更してください

• サブネットを手動で設定する際は、す

• インターネットサービスは、ブロード

無線アンテナを準備す
無線接続や Bluetooth接続を使用
てます。
無線ネットワーク機器への接続方
（52ページ）をご覧ください。

• 無線アンテナに極端な力を加えたりし

5 ネットワークケーブルの接続や無線アンテナの準備をする

3

AV 6 AV 7

IN OUT

REMOTE

AC IN

RS-232C

TRIGGER
OUT

1

2

12V 0.1A
MAX. TOTAL

NETWORK
HDMI OUT (4 NET)

(8 SERVER)(HDCP2.2)

(ZONE OUT)

LAN

WAN

ネットワーク接続ストレージ
（NAS）インターネット

モデム

ルーター

ネットワークケーブル

パソコン

本機（背面）

モバイル機器
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器を接続する
電源入 /切、入力選択など）に連動して外部機器を制
続に対応しているパワーアンプやヤマハ製サブウー
機器をお使いの場合は、モノラルミニプラグケーブル
子または TRIGGER OUT2端子に接続すれば、トリガー

び「トリガー出力 2」（131ページ）で、トリガー機能使用時の外

端子

システム
接続端子

ヤマハ製サブウーファーなど

パワーアンプ
TRIGGER IN
端子

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011
その他の機器を接続する場合は、以下を参照してください。

アナログのマルチチャンネル出力を持つ機器を接続する
DVDプレーヤーやスーパーオーディオ CDプレーヤーなど、アナログのマルチチャン
ネル音声出力に対応している機器を本機に接続するには、MULTI CH INPUT端子を使い
ます。

• フロントチャンネルの音声は、AUDIO3（AUDIO）端子を使って入力します。

• オプションメニューの「映像選択」（99ページ）で、「MULTI CH」選択時に表示する映像を設定できま
す。ビデオ機器（DVDプレーヤーなど）をMULTI CH INPUT端子に接続する場合、映像は別の入力端子
に接続して、「映像選択」で映像入力端子を指定してください。

• スピーカーが接続されていないチャンネルの音声は出力されません。使用するスピーカーシステムに
あわせて、接続した機器（DVDプレーヤーなど）の出力設定を変更してください。

• 音場プログラムやデコーダーの選択、高音域 /低音域の調整はできません。

トリガー機能対応の機
トリガー機能とは、本機の操作（
御できる機能です。システム接
ファー、トリガー入力端子がある
を使って本機の TRIGGER OUT1端
機能を利用できます。

• 設定メニューの「トリガー出力 1」およ
部機器の制御について設定できます。

6 その他の機器を接続する

HDMI OUT

ARC(ZONE OUT)

12 A

R

R

L

AV 1 AV 2 AV 3 AV 4

AUDIO 1 AUDIO 2 AUDIO 3

AUDIO 4
REAR
PRESENCE

FRONT
PRESENCE

(2 TV)

(1 BD/DVD)

OPTICAL 4OPTICAL 3 COAXIAL COAXIAL2 COAXIAL1

PHONO

MULTI CH INPUT

GND OPTICAL5 6

(HDCP2.2)

SUBWOOFER

CENTER

SURROUND SUR. BACK

R

L

L R R

AUDIO 3

MULTI CH INPUT

SUBWOOFER

CENTER

SURROUND SUR. BACK

R

L

L

R

L

R

L

R

本機（背面）

AUDIO3（AUDIO）
端子

MULTI CH INPUT端子

アナログマルチ
チャンネル出力対応の

機器

（サブウーファー）

（サラウンド
バック）

（サラウンド）

（フロント）

チャンネル出力
（センター）

3

DMI
AV 4

(HDCP2.2)

AV 5 AV 6 AV 7

IN OUT

REMOTE

L SURROUND
BACK

FRONT
PRESENCR FRONT FRONT

(REAR) (FRONT)2 1

L L LSURROUNDCENTER
PRE OUT

1

2

R L

NNA
DIO)

(REAR)
SUBWOOFER

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCECENTER

SUBWOOFER

SURROUND
BACK

(FRONT)

RS-232C

TRIGGER
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1

2
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NETWORK
HDMI OUT (4 NET)

(8 SERVER)(HDCP2.2)
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TRIGGER
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1
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本機（背面） TRIGGER OUT1～ 2
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
すべての接続が完了したら、付属の電源コードを本機に接続し、電源プラグをコンセ
ントに差し込みます。

7 電源コードを接続する

3

OUT

OTE

AC IN

SURROUND
BACK

FRONT
PRESENCE

REAR
PRESENCE

(REAR) (FRONT)2 1

L L LSURROUND

L

SUBWOOFER

RS-232C

NETWORK
DMI OUT (4 NET)

(8 SERVER)HDCP2.2)

ZONE OUT)

コンセントに接続

本機（背面）
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ピーカー設定を変更する。
ンドスピーカーを使ったフロント 5.1チャンネルシス
バーチャルシネマフロント）を使用する場合は、「構
「サラウンド」→「配置」（108ページ）で「前方」
。
ンススピーカーを使ったシステム（Dolby Atmos/DTS:X
ンツの再生）を使用する場合は、「構成」→「フロント
ンス」→「配置」（108ページ）および「リアプレゼン
09ページ）で該当するスピーカー配置を選ぶ。

には、SETUPキーを押す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
以下のスピーカーシステムを使用する場合は、YPAOを実行する前
に手動でスピーカー設定を変更する必要があります。
• サラウンドスピーカーを使ったフロント 5.1チャンネルシステム
（バーチャルシネマフロント）（24ページ）
• プレゼンススピーカーを使ったシステム（Dolby Atmos/DTS:Xコン
テンツの再生）（25ページ）

1 z（レシーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

2 テレビの電源を入れ、テレビ側の入力を本機（HDMI OUT

端子）からの映像に切り替える。

• 本機の電源を初めて入れた際、ネットワーク設定に関するメッセージが表示
されます。ここでは RETURN キーを押し、手順 3 に進んでください。

3 SETUPキーを押す。

4 カーソルキーで「スピーカー設定」を選び、ENTER

キーを押す。

5 カーソルキーで「構成」を選び、ENTERキーを押す。

6 必要なス
• サラウ
テム（
成」→
を選ぶ

• プレゼ
コンテ
プレゼ
ス」（1

7 終了する

8 スピーカー設定を行う

TUNINGBANDTUNING

MEMORY
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VOLUME
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SUR. DECODE

AI

PROGRAM
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/MENUHOMETOP
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TUNINGBANDTUNING
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ENHANCER
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AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED
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BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

RETURN

SETUP

カーソルキー
ENTER

z
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ファーの電源を入れ、音量を半分に調節する。
ーバー周波数を調節できる場合は最大にする。

YPAO用マイクを視聴位置に置き、前面の YPAO

に接続する。

マイクを視聴位置（耳の高さ）に置きます。三脚などをマイクスタ
てお使いください。三脚のネジを使ってマイクを固定できます。

HIGH CUT
CROSSOVER/

MIN MAXMAX

SW

YPAO MIC

9

1 2

3

5

R

本機（前面）

YPAO用
マイク

耳の高さ

YPAO MIC
端子

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
付属の YPAO 用マイクを使って、スピーカーの接続や視聴位置との
距離を検出し、音量バランスや音色などのスピーカー設定を自動で
調整します（YPAO：Yamaha Parametric room Acoustic Optimizer）。

• 本機の YPAOは、YPAO-R.S.C.（Reflected Sound Control）技術を採用しています。
これにより、音響専用に施工された部屋のような自然な音場を創り出すことがで
きます。

• YPAO使用時は次のことにご注意ください。

– 測定中は大きな音が出力されます。小さなお子様がいらっしゃる場合は十分に
ご配慮ください。

– 測定中は音量を調節できません。

– 測定中は部屋を静かに保ってください。

– 測定中は視聴位置の後方（部屋の隅）にとどまり、スピーカーと YPAO用マイ
クの間を遮らないようにしてください。

– ヘッドホンは接続しないでください。

測定前の準備

1 z（レシーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

2 パワーアンプの電源を入れる。

3 テレビの電源を入れ、テレビ側の入力を本機（HDMI OUT

端子）からの映像に切り替える。

• 本機の電源を初めて入れた際、ネットワーク設定に関するメッセージが表示
されます。ここでは RETURNキーを押し、手順 4に進んでください。

4 サブウー
クロスオ

5 付属の
MIC端子

• YPAO 用
ンドとし

9 スピーカー設定を自動で調整する（YPAO）
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POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

RETURN

z



42

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

選びます。

測定を実行すれば最適に補正されたサラウンド音を広いエリアで

にもっとも使用する視聴位置で測定してください。

複数ある場合に選択する。
で測定を行い、そのエリアに対して最適なスピーカー設定を
（マルチ測定）。

置で視聴する場合に選択する。
で測定を行い、その位置に対して最適なスピーカー設定を適
シングル測定）。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
テレビに次の画面が表示されます。

• 操作を中止するには、測定前に YPAO用マイクを取り外します。

6 必要に応じて、測定オプションを選ぶ。
カーソルキーで「マルチ測定」（42ページ）または「角度 /高さ測定」（43ページ）
を選択して ENTERを押します。

これで準備は完了です。以下の手順で測定を始めてください。

「マルチ測定」を選択時 :

「複数の視聴位置で測定する（マルチ測定）」（46ページ）

「シングル測定」を選択時 :

「1か所で測定する（シングル測定）」（44ページ）

❑ マルチ測定
マルチ測定またはシングル測定を

測定方法

• 視聴位置が複数ある場合、マルチ
お楽しみいただけます。

• マルチ測定を実行する場合、最初

チェックあり
視聴位置が
最大 8か所
適用します

チェックなし
（初期値）

常に同じ位
1か所だけ
用します（



43

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

効 /無効にします。

の角度 /高さ測定を有効にする。
ら見た各スピーカーの水平角度とプレゼンススピーカーの高
、より効果的なシネマDSPの音場が得られるようにスピーカー
します。

の角度 /高さ測定を無効にする。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ 角度 /高さ測定
スピーカーの角度 /高さ測定を有

測定方法

a b

a

a

b

c

d

e

c

d

d e

bac

シングル測定
マルチ測定

（例：視聴位置 5か所）

マルチ測定
（例：視聴位置 1か所＋前後左右）

マルチ測定
（例：視聴位置 2か所＋前後）

チェックあり

スピーカー
視聴位置か
さを測定し
設定を補正

チェックなし
（初期値） スピーカー



44

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

さ測定が有効の場合）
進む。

順で角度 /高さ測定を行う。
ポールをマイクベースの中央に取り付ける。

マイクベース

ポール

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
1か所で測定する（シングル測定）
「マルチ測定」を選択しない場合は、以下の手順で測定を行いま
す。測定に必要な時間は約 5分です。

• エラーメッセージ（エラー 1など）や警告メッセージ（警告 1など）が表示さ
れた場合は「エラーメッセージ」（50ページ）または「警告メッセージ」
（51ページ）をご覧ください。

• テレビ画面に指示が表示されるまでマイクベースを使用しないでください。

1 測定を始めるには、カーソルキーで「測定開始」を選
び、ENTERキーを押す。
10秒後に測定が始まります。すぐに測定を始める場合は、再
度 ENTERキーを押します。

• 測定を中止するには、RETURNキーを押します。

測定が終わると、テレビに次の画面が表示されます。

（角度 /高さ測定が無効の場合）
手順 3に進む。

（角度 /高
手順 2に

2 以下の手
a 付属の
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の上に YPAO用マイクを置き、4回目の角度測定を行う。

の角度測定が終わると、テレビに次の画面が表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
b 視聴位置にマイクベースを置き、マイクベース（1番の位置）
に YPAO用マイクを置く。

• 三脚などを使ってマイクベースを耳の高さに合わせてください。
三脚のネジを使ってマイクベースを固定できます。

• 4回目の角度測定が終わるまでマイクベースを動かさないでください。

c 角度測定を始めるには、ENTERキーを押す。

1回目の角度測定が終わると、テレビに次の画面が表示されます。

d 同様に、2番と 3番の位置で角度測定を行う。

e ポール

4回目マイクベース
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聴位置で測定する（マルチ測定）
を選択した場合は、以下の手順で測定を行います。測
間は約 15分です（8か所で測定する場合）。

ージ（エラー 1など）や警告メッセージ（警告 1など）が表示さ
エラーメッセージ」（50ページ）または「警告メッセージ」
をご覧ください。

指示が表示されるまでマイクベースを使用しないでください。

めるには、カーソルキーで「測定開始」を選
TERキーを押す。
測定が始まります。すぐに測定を始める場合は、再

Rキーを押します。

止するには、RETURNキーを押します。

置での測定が終わると、テレビに次の画面が表示され

マイクを次の視聴位置に移動し、ENTERキー

視聴位置（最大 8か所）で測定するまで手順 2を繰り
。

視聴位置で測定したら、カーソルキーで「ス
を選び、ENTERキーを押す。
測定した場合は、自動的に次の画面が表示されます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
3 測定結果を保存するにはカーソルキーで「保存」を選
び、ENTERキーを押す。

補正されたスピーカー設定が反映されます。

• 測定結果を保存する前に結果を確認するには、カーソルキーで「測定結
果」を選択し、ENTER を押します。

• 測定結果を保存せずに終了するには、「キャンセル」を選びます。

4 YPAO用マイクを本機から取り外す。

これでスピーカー設定は完了です。

複数の視
「マルチ測定」
定に必要な時

• エラーメッセ
れた場合は「
（51ページ）

• テレビ画面に

1 測定を始
び、EN

10秒後に
度 ENTE

• 測定を中

最初の位
ます。

2 YPAO用
を押す。
すべての
返します

3 すべての
キップ」
8か所で

注意
• YPAO用マイクは熱に弱いため、高温になる場所（AV機器の上など）や直
射日光が当たる場所を避けて保管してください。
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定を行う。
スの中央に取り付ける。

にマイクベースを置き、マイクベース（1番の位置）に YPAO

耳の高さに合わせてください。
を固定できます。

イクベースを動かさないでください。

マイクベース

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
（角度 /高さ測定が無効の場合）
手順 5に進む。

（角度 /高さ測定が有効の場合）
手順 4に進む。

4 以下の手順で角度 /高さ測
a 付属のポールをマイクベー

b もっとも使用する視聴位置
用マイクを置く。

• 三脚などを使ってマイクベースを
三脚のネジを使ってマイクベース

• 4回目の角度測定が終わるまでマ

マイクベース

ポール
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を保存するにはカーソルキーで「保存」を選
TERキーを押す。

たスピーカー設定が反映されます。

を保存する前に結果を確認するには、カーソルキーで「測定結
択し、ENTER を押します。

を保存せずに終了するには、「キャンセル」を選びます。

マイクを本機から取り外す。

カー設定は完了です。

クは熱に弱いため、高温になる場所（AV機器の上など）や直
る場所を避けて保管してください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011
c 角度測定を始めるには、ENTERキーを押す。

1回目の角度測定が終わると、テレビに次の画面が表示されます。

d 同様に、2番と 3番の位置で角度測定を行う。

e ポールの上に YPAO用マイクを置き、4回目の角度測定を行う。

4回目の角度測定が終わると、テレビに次の画面が表示されます。

5 測定結果
び、EN

補正され

• 測定結果
果」を選

• 測定結果

6 YPAO用

これでスピー

注意
• YPAO用マイ
射日光が当た
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平角）と高さは、角度 /高さ測定を実施したときに結果が表示さ

前の画面に戻るには、RETURNキーを押す。

存した YPAO補正値に戻す
定を手動で調整して音のバランスが悪くなった場合
定を破棄して、最後に保存した YPAO補正値に戻す
す。

ューで「スピーカー設定」、「YPAO測定結果」
ぶ（111ページ）。

キーで「設定の呼び出し」を選び、ENTERキー

には、SETUPキーを押す。

視聴位置から見たスピーカーの角度（水平角）

視聴位置から見たプレゼンススピーカーの高さ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
測定結果を確認する
YPAOによる測定結果を確認します。

1 測定終了後に、カーソルキーで「測定結果」を選び、
ENTERキーを押す。

• 設定メニューの「スピーカー設定」（107ページ）からも、「YPAO測定結
果」を選べます。この場合は、前回 YPAOを実行した際の測定結果が表示
されます。

次の画面が表示されます。

1測定結果項目

2測定結果の詳細

3測定場所の数

2 カーソルキーで項目を選ぶ。

• 角度（水
れます。

3 確認後に

最後に保
スピーカー設
など、手動設
ことができま

1 設定メニ
の順に選

2 カーソル
を押す。

3 終了する

結線確認 スピーカーの有無と極性
逆相：極性（＋と－）が逆に接続されている可能性がある。

大きさ判定

スピーカーのサイズ（サブウーファーのクロスオーバー
周波数）
大：低音域を効果的に出力できるスピーカーが接続され

ている。
小：低音域を効果的に出力できないスピーカーが接続さ

れている。

距離補正 視聴位置とスピーカーの距離

音量調整 スピーカーの音量補正値

a

b

c

角度
（水平角）

高さ
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対策

表示にしたがって YPAO を終了してから、本機とパワーアン
電源を切り、パワーアンプと本機および該当スピーカーとの
を確認してください。
ワーアンプの電源が切れている状態で YPAO を実行した場合
このエラーメッセージが表示されます。）

が静かになってから再測定してください。「続行」を選んだ
は、雑音を検出しても無視する条件で再測定します。

ウンドバックスピーカーを使うには、サラウンドスピーカー
続されている必要があります。画面表示にしたがって YPAO 
了してから、本機とパワーアンプの電源を切り、スピーカー
続し直してください。

O 用マイクを YPAO MIC 端子にしっかりと接続してから、再
してください。

O 用マイクを YPAO MIC 端子にしっかりと接続してから、再
してください。このエラーが頻繁に表示される場合は、お買
げ店またはヤマハ修理ご相談センターにお問い合わせくださ

に応じて、再測定するか YPAO を終了してください。

O を終了してから、本機の電源を入れ直してください。この
ーが頻繁に表示される場合は、お買い上げ店またはヤマハ修
相談センターにお問い合わせください。

O を終了してから、本機とパワーアンプの電源を切り、該当
ーカーの接続を確認してください。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
エラーメッセージ
測定中にエラーメッセージが表示された場合は、原因を解決してから YPAOを再度実
行してください。

エラーメッセージ

エラー 1
フロントスピーカーを検出で
きません。

画面
プの
接続
（パ
も、

エラー 2
サラウンドスピーカーの片側
を検出できません。

エラー 3
フロントプレゼンススピー
カーの片側を検出できません。

エラー 4
サラウンドバックスピーカー
の片側を検出できません。

エラー 5
雑音が大きいため測定できな
い。

部屋
場合

エラー 6
サラウンドスピーカーが未接
続なのに、サラウンドバック
スピーカーが接続されていま
す。

サラ
が接
を終
を接

エラー 7
測定中に YPAO 用マイクが外
れました。

YPA
測定

エラー 8
YPAO 用マイクがテストトーン
を検出できません。

YPA
測定
い上
い。

エラー 9
測定が中断されました。 目的

エラー 10
内部エラーが発生しました。

YPA
エラ
理ご

エラー 11
リアプレゼンススピーカーの
片側を検出できません。

YPA
スピ
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対策

ソルキーで「測定結果」を選んで ENTER キーを押し、次に
線確認」を選びます。「逆相」と表示されているスピーカーに
て、ケーブル接続（＋と－）を確認してください。
って接続されている場合：

O を終了してから、本機とパワーアンプの電源を切り、ス
カーケーブルを接続し直してください。
く接続されている場合：
ーカーの種類や設置環境によっては、正しく接続されていて
のメッセージが表示されることがあります。設定を保存し、
ままお使いください。
客様への確認を促すメッセージであり、そのままお使いいた
ても本機の再生に影響はありません。）

ソルキーで「測定結果」を選んで ENTER キーを押し、次に
離補正」を選びます。「>24.00m（>80.0ft）」と表示されてい
ピーカーがどれか確認してください。 YPAO を終了してから、
とパワーアンプの電源を切り、該当スピーカーを視聴位置か
4m 以内に設置してください。

ソルキーで「測定結果」を選んで ENTER キーを押し、次に
量調整」を選びます。「>+10.0dB」または「<-10.0dB」と表
れているスピーカーについて、 各スピーカー間の使用環境や
ブル接続（＋と－）、サブウーファーの音量が適切かどうか
してください。
がある場合は、YPAO を終了してから、本機とパワーアンプ
源を切り、スピーカーの接続や配置を直してください。なる
同じスピーカー、または性能が似ているスピーカーをお使い
さい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
警告メッセージ
測定後に警告メッセージが表示されていても、画面表示にしたがって測定結果を保存
できます。
ただし、最適なスピーカー設定で使用するには、原因を解決してから YPAOを再度実
行することをおすすめします。

警告メッセージ

警告 1
スピーカーの極性（＋と－）が
逆に接続されている可能性があ
る。

カー
「結
つい
間違
YPA
ピー
正し
スピ
もこ
その
（お
だい

警告 2
スピーカーと視聴位置の距離が
24m を超えているため、正確
に補正できない。

カー
「距
るス
本機
ら 2

警告 3
スピーカー間の音量差が大きす
ぎるため、正確に補正できな
い。

カー
「音
示さ
ケー
確認
問題
の電
べく
くだ
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続する
は、いくつかの方法があります。
せて、接続方法を選んでください。
て設定する（58ページ）
（52ページ）

54ページ）
ージ）

を共有する
iPad/iPod touch）のネットワーク設定を本機に適用
ることができます。
いの iOS デバイスが無線ルーター（アクセスポイン
認ください。

と、以下の設定内容が初期化されます。

およびネットワークのコンテンツ

インターネットラジオ局

ト情報

要です。（ここでは例として iOS9の操作方法を説明します。）

いる無線ルーター（アクセスポイント）には接続できません。こ
さい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
無線接続を使って、本機を無線ルーター（アクセスポイント）やモバイル機器に接続
します。

接続方法を選ぶ
お使いのネットワーク環境に合わせて、接続方法を選びます。

■無線ルーター（アクセスポイント）を使って接続する
本機を無線ルーター（アクセスポイント）に接続します。
これによりインターネットラジオや AirPlay、パソコン、ネットワーク接続ストレージ
（NAS）などのメディアサーバーに保存されている音楽ファイルを本機で再生できま
す。

接続方法については「無線ネットワークに接続する」（52ページ）をご覧ください。

無線ネットワークに接
本機と無線ネットワークの接続に
お使いのネットワーク環境に合わ
• MusicCast CONTROLLERを使っ
• iOSデバイスの設定を共有する
• WPSボタンを使って設定する（
• その他の方法で設定する（55ペ

■ iOSデバイスの設定
お使いの iOSデバイス（iPhone/
して、簡単に無線接続の設定をす
以下の手順を実行する前に、お使
ト）に接続されていることをご確

• この方法で無線接続の設定を開始する

– ネットワーク設定

– Bluetooth設定

– ショートカットに登録した USB機器

–「お気に入り」フォルダーに登録した

– 各種ネットワークサービスのアカウン

• iOS7以降を搭載した iOSデバイスが必

• セキュリティー方式にWEPを使用して
の場合は、別の接続方法をお試しくだ

10 無線ネットワーク機器に接続する

本機

無線ルーター

モバイル機器
（iPhoneなど）

インターネット

モデム
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キーと ENTERキーで「Wi-Fi 設定を共有
バイス）」をチェックし、「次に進む」を選ぶ。

示内容を確認し、カーソルキーと ENTER キー
進む」を選ぶ。

イスの Wi-Fi 画面で、AirPlay スピーカーとして
ぶ。

本機の名称

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
1 z（レシーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

2 テレビの電源を入れ、テレビ側の入力を本機（HDMI 

OUT 端子）からの映像に切り替える。

• テレビ画面を見ながら操作するには、テレビと本機を HDMI で接続する必
要があります。

3 SETUPキーを押す。

4 カーソルキーで「ネットワーク設定」を選び、ENTER

キーを押す。

5 カーソルキーで「ネットワーク接続」を選び、ENTER

キーを押す。

6 カーソルキーと ENTERキーで「無線（Wi-Fi）」をチェッ
クし、「OK」を選ぶ。

• チェックマークは現在の設定を表示しています。

7 カーソル
（iOS デ

8 画面の表
で「次に

9 iOS デバ
本機を選
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タンを使って設定する
ーター（アクセスポイント）のWPSボタンを押すだ
無線接続の設定をすることができます。

ー方式にWEPを使用している無線ルーター（アクセスポイント）
ません。この場合は、別の接続方法をお試しください。

シーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

の INFO（WPS）キーを 3秒以上押し続ける。
スプレイに「Press WPS button on Access Point」と
ます。

ター（アクセスポイント）のWPSボタンを押す。
了すると、前面ディスプレイに「Completed」と表
す。

nnected」と表示された場合は、手順 1からやり直す
接続方法をお試しください。

rotected Setup）とは、Wi-Fi Alliance によって策定された規格
より、無線ネットワークを簡単に設定できます。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
10現在接続中のネットワークを確認し、「次へ」をタップす
る。

ネットワーク設定の共有が完了すると、本機が自動的に選択した
ネットワーク（アクセスポイント）に接続されます。

■ WPSボ
本機と無線ル
けで、簡単に

• セキュリティ
には接続でき

1 z（レ

2 本体前面
前面ディ
表示され

3 無線ルー
接続が完
示されま
「Not co
か、別の

タップする

現在接続中のネットワーク

WPS とは
WPS（Wi-Fi P
です。WPS に

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP z



55

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

キーと ENTERキーで接続方法を選び、「次に進
ぶ。

続方法から選びます。

ン テレビ画面の表示にしたがってWPSボタンを押す
だけで、無線接続の設定ができます。

定を共有
イス）

「iOSデバイスの設定を共有する」（52ページ）を
ご覧ください。

ポイント 検索したアクセスポイント一覧から、接続先を選
びます。詳しくは「アクセスポイントを検索する」
（56ページ）をご覧ください。

ル設定
必要な情報（SSID など）を手動で入力して、無線
接続を設定します。詳しくは「手動で無線接続を
設定する」（56ページ）をご覧ください。

ド

無線ルーター（アクセスポイント）に PIN コード
を入力して、無線接続を設定します。無線ルーター
（アクセスポイント）が PIN コード式の WPS に対
応している場合に利用できます。詳しくは「PIN
コードを使って設定する」（57ページ）をご覧くだ
さい。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
■ その他の方法で設定する
お使いの無線ルーター（アクセスポイント）にWPSボタンがない
場合は、以下の手順で無線接続の設定を行います。

1 z（レシーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

2 テレビの電源を入れ、テレビ側の入力を本機（HDMI 

OUT 端子）からの映像に切り替える。

• テレビ画面を見ながら操作するには、テレビと本機を HDMI で接続する必
要があります。

3 SETUPキーを押す。

4 カーソルキーで「ネットワーク設定」を選び、ENTER

キーを押す。

5 カーソルキーで「ネットワーク接続」を選び、ENTER

キーを押す。

6 カーソルキーと ENTERキーで「無線（Wi-Fi）」をチェッ
クし、「OK」を選ぶ。

• チェックマークは現在の設定を表示しています。

7 カーソル
む」を選

以下の接

WPSボタ

Wi-Fi設
（iOSデバ

アクセス
検索

マニュア

PINコー

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

SETUP

カーソルキー
ENTER

z



56

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

線接続を設定する
マニュアル設定」を選ぶと、テレビに無線接続の設定
れます。
ワーク名）、セキュリティー方式、セキュリティーキー
して、無線接続の設定を行います。

キーと ENTERキーでアクセスポイントの
入力し、「次に進む」を選ぶ。

キーと ENTERキーでアクセスポイントのセ
ィー方式をチェックし、「次に進む」を選ぶ。

い、WEP、WPA2-PSK（AES）、Mixed Mode

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
❑ アクセスポイントを検索する
接続方法に「アクセスポイント検索」を選ぶと、アクセスポイント
の検索が始まります。しばらくすると、テレビ画面に利用可能な
アクセスポイントの一覧が表示されます。

1 カーソルキーと ENTERキーで接続先のアクセスポイント
を選び、「次に進む」を選ぶ。
テレビに無線接続の設定画面が表示されます。

2 カーソルキーと ENTERキーでセキュリティーキーを
入力し、「次に進む」を選ぶ。

3 カーソルキーで「接続」を選び、ENTERキーを押して
接続を開始する。
接続が完了すると、テレビ画面に「完了しました」と表示され
ます。
「接続できませんでした」と表示された場合は、手順 1からやり
直すか、別の接続方法をお試しください。

4 終了するには、SETUPキーを押す。

❑ 手動で無
接続方法に「
画面が表示さ
SSID（ネット
を手動で入力

1 カーソル
SSIDを

2 カーソル
キュリテ

設定値
使用しな
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ドを使って設定する
PINコード」を選ぶと、テレビ画面に利用可能なアク
の一覧が表示されます。

キーと ENTERキーで接続先のアクセスポイ
び、「次に進む」を選ぶ。
面に本機の PINコードが表示されます。

ター（アクセスポイント）に本機の PIN コー
する。
、無線ルーター（アクセスポイント）の取扱説明書
ださい。

キーで「接続」を選び、ENTERキーを押して
始する。
了すると、テレビ画面に「完了しました」と表示され

きませんでした」と表示された場合は、手順 1からや
、別の接続方法をお試しください。

には、SETUPキーを押す。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
3 カーソルキーと ENTERキーでアクセスポイントの
セキュリティーキーを入力し、「次に進む」を選ぶ。
手順 2で「使用しない」を選んだ場合は、この画面は表示され
ません。手順 4に進んでください。
「WEP」を選んだ場合は、5桁か 13桁の文字、または 10桁か

26桁の 16進数を入力します。
それ以外は、8～ 63桁の文字、または 64桁の 16進数を入力
します。

4 カーソルキーで「接続」を選び、ENTERキーを押して
接続を開始する。
接続が完了すると、テレビ画面に「完了しました」と表示され
ます。
「接続できませんでした」と表示された場合は、手順 1からや
り直すか、別の接続方法をお試しください。

5 終了するには、SETUPキーを押す。

❑ PIN コー
接続方法に「
セスポイント

1 カーソル
ントを選
テレビ画

2 無線ルー
ドを入力
詳しくは
をご覧く

3 カーソル
接続を開
接続が完
ます。
「接続で
り直すか

4 終了する
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シーバー電源）キーで本機の電源を入れる。

機器で「MusicCast CONTROLLER」を起動し、
る」をタップする。

のMusicCast機器を登録している場合は、「設定する」をタップ
「新しい機器を登録する」をタップします。

Cast CONTROLLER」の画面表示にしたがって、
の CONNECTキーを 5秒以上押し続ける。

Cast CONTROLLER」の画面表示にしたがって、
astネットワークへの接続設定をする。

Cast CONTROLLER」を操作し、再生を始める。

および DSD音声は共有できません。
クト使用時は、ネットワークサービス（インターネットラジオな

B機器の音声のみ共有できます。
astネットワークに登録すると、有線接続を使用している場合で
スプレイの信号強度表示が点灯します。
の「MusicCast Link電源連動」（125ページ）で、本機と MusicCast
源連動を設定できます。

CONNECTキー

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
MusicCast はご家庭の複数の部屋に設置したオーディオ機器で音楽
を簡単に共有するための機能です。専用のモバイル機器アプリ
「MusicCast CONTROLLER」でMusicCast対応機器を操作し、イン
ターネットラジオやパソコンや NASなどのサーバー、スマート
フォンなどに保存された音楽をMusicCast対応機器で同時に再生
できます。MusicCast対応機器については、弊社ウェブサイトをご
覧ください。
• モバイル機器にインストールした専用アプリ「MusicCast 

CONTROLLER」から、すべてのMusicCast対応機器を簡単操作
• MusicCast対応機器で再生している音声を、別の部屋の

MusicCast対応機器で再生
• ネットワークサービス（インターネットラジオなど）の再生に対応

MusicCast CONTROLLER

MusicCast対応機器でネットワーク機能を使うには、モバイル機器
用アプリ「MusicCast CONTROLLER」が必要です。App Store
（iOS搭載機器の場合）または Google Play（Android搭載機器の
場合）で専用アプリ「MusicCast CONTROLLER」（無料）を検索
し、インストールしてください。

■ 本機をMusicCastネットワークに登録する
本機をMusicCastネットワークに登録します。同時に本機と無線
ネットワークの接続設定もできます。

• 使用する無線ネットワークの SSID（ネットワーク名）とセキュリティーキーが
必要になります。

• 複数の SSIDを持つルーターを使用する場合は、「1番」（Primary SSID、1st SSID
など）の SSIDを持つネットワークに接続してください。

1 z（レ

2 モバイル
「設定す

• すでに別
してから

3「Music
本体前面

4「Music
MusicC

5「Music

• AirPlayの音声
• ピュアダイレ
ど）および US

• 本機を MusicC
も、前面ディ

• 設定メニュー
対応機器の電

11 MusicCastネットワークに接続する
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力端子を切り替える

UTキーで HDMI OUT端子を選ぶ。
すたびに、信号を出力する HDMI OUT 端子が切り替
。

能（60ページ）でも、HDMI出力端子を切り替えることができます。

2」を選んだ場合、出力先の 2台のテレビ（またはプロジェクター）
対応しているもっとも高い解像度で信号が出力されます。（例：

UT1端子に 1080p対応のテレビ、HDMI OUT2端子に 720p対応の
接続している場合、720p信号が出力されます。）

の MAIN/ZONE スイッチを「ZONE2」または「ZONE4」（HDMI
UT 割り当てで選択したゾーン）に切り替えて HDMI OUT キーを押
DMI OUT3 端子の出力を有効（OUT 3）または無効（OFF）にする
きます。

HDMI OUT 1～ 2端子の両方から同じ信号を出力する。

選択した HDMI OUT端子からのみ信号を出力する。

HDMI OUT端子から信号を出力しない。

   OUT 1+2
HDMI OUT Sel.

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1
再生する

1 本機に接続した外部機器（テレビ、BD/DVDプレーヤー
など）の電源を入れる。

2 入力選択キーで入力を選ぶ。

3 外部機器で再生を開始する、またはラジオ局を選ぶ。
各機器に付属の取扱説明書をご覧ください。
以下の機能については、本書の該当ページをご覧ください。
• FM/AMラジオを聴く（68ページ）
• Bluetoothで音楽を聴く（71ページ）
• USB機器の曲を再生する（72ページ）
• メディアサーバー（パソコン /NAS）の曲を再生する
（75ページ）

• インターネットラジオを聴く（78ページ）
• radiko.jpでラジオを聴く（81ページ）
• Spotifyサービスの曲を聴く（82ページ）
• Deezer サービスの曲を聴く（83ページ）
• AirPlayで iTunes/iPodの曲を聴く（84ページ）

4 VOLUMEキーで音量を調節する。

• MUTEキーで消音します。もう一度押すと消音を解除します。

• オプションメニューで高音域と低音域のバランスを調整できます
（96ページ）。

HDMI出

1 HDMI O

キーを押
わります

• シーン機

•「OUT 1+
の両方が
HDMI O
テレビを

• リモコン
ZONE O
すと、H
ことがで

再生の基本操作

OUT 1+2

OUT 1

OUT 2

Off
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の「シーン設定」（118ページ）で各シーンの詳細設定を確認でき

ネルにある SCENEキーで SCENE 1-4を登録して呼び出すこともで

好みの設定を登録する

ーンに登録したい状態（入力、音場プログラム
する。

スプレイに「SET Complete」と表示されるま
先の SCENEの番号キー（1-8）を押し続ける。

ューの「シーン設定」（118ページ）で詳細なシーン機能の設定が
。

スプレイまたはテレビに表示されるシーン名を変更できます。 詳
「シーン名変更」（119ページ）をご覧ください。

能）

AV1 AV2 AV3 AV4

AV5 AV6 AV7 AV1

1 2 3 4

5 6 7 8

 SET Complete
   SCENE1

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1
シーン機能を使うと、入力選択と同時に、あらかじめ登録した内
容（音場プログラム、HDMI出力端子など）をワンタッチで選ぶこ
とができます。シーンは最大 8個まで登録できます。各シーンに
お好みの設定を登録することで、再生する音声に応じて簡単に
シーンを切り替えることができます。

1 1～ 8 の番号キーを押すと、選択したシーンに登録さ
れている入力ソースと設定を呼び出すことができます。
本機がスタンバイの時は、電源も入ります。
また、番号キーの代わりに、SCENE キーを繰り返し押
してシーンを呼び出すこともできます。
シーンを選択すると、本体前面ディスプレイとテレビ画面に
シーン名が表示されます。

2 呼び出したいシーン名を選び、ENTER キーを押す 。

• 選択せずにキャンセルする場合は、RETURN キーを押します。
• 30 秒間操作をしないと自動的にキャンセルになります。

初期値では、シーンごとに以下の入力設定が登録されています。

メインゾーン /ゾーン 2/ゾーン 3

ゾーン 4

• 設定メニュー
ます。

• 本体の前面パ
きます。

シーンに

1 本機をシ
など）に

2 前面ディ
で、登録

• 設定メニ
できます

• 前面ディ
しくは、

入力と設定をワンタッチで切り替える（シーン機

シーン
（SCENEキー）

入力設定 AV1 TUNER AUDIO2 NET RADIO

シーン
（SCENEキー）

入力設定 AV2 AV3 AUDIO1 SERVER

1 2 3 4

5 6 7 8

シーン
（SCENEキー）

入力設定

シーン
（SCENEキー）

入力設定

TUNINGBANDTUNING

MEMORY
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VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

RETURN

ENTER

SCENE
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の深みと広がりを加え、ダイナミックな再生音をお
けます（67ページ）。

の「音声設定」（111ページ）で、音場プログラムやサラウンドデ
定を変更できます。
ムやサラウンドデコーダーは入力ごとに記憶されます。
ャンネル表示（15ページ）または音声設定の「情報」（111ページ）
中のチャンネルを確認できます。
チチャンネル入力の音声に音場プログラムやサラウンドデコー
きません。

® について
、Dolby Atmosコンテンツであっても Dolby True HDまたは

al Plusフォーマットで再生されます（Dolby Atmos PCMフォー
Dolby Atmosで再生されます）。
バックとプレゼンススピーカーのいずれも使用していない。
を接続している（2チャンネル再生になります）。

sデコーダーがはたらいているときは、バーチャルシネマフロント
）などのバーチャル処理は動作しません。

いて
ンツの再生時、オプションメニューの「DTSダイアローグコント
ページ）で中央に定位する音（セリフなど）の音量を調節できます。
ダーがはたらいているときは、バーチャルシネマフロント
）などのバーチャル処理は動作しません。
本機には、さまざまな音場プログラムやサラウンドデコーダーが
備わっています。再生音に音場効果を加えたい場合や、ステレオ
再生で音声を楽しみたい場合など、視聴する内容に応じて、お好
みのサウンドを選んでください。

❑ SURROUND:AIを有効にする
• AIキーを押す。
AIによって分析された最適なサラウンド効果と圧倒的な臨場感を
お楽しみいただけます。

❑ 映像コンテンツや音楽に適した音場プログラムを
選ぶ

• PROGRAM キーを繰り返し押す。
映画やゲームなどの映像コンテンツに適した音場プログラムを楽
しむほか、音楽鑑賞に適した音場プログラムやステレオ再生をお
楽しみいただけます。

❑ サラウンドデコーダーを選ぶ
• SUR. DECODEキーを繰り返し押す。
音場効果をかけずに、2チャンネルソースをマルチチャンネル再生
でお楽しみいただけます（66ページ）。

❑ ステレオデコードに切り替える
• STRAIGHTキーを押す。
音場効果をかけずに、オリジナルチャンネルの音声をお楽しみい
ただけます（66ページ）。

❑ ピュアダイレクトに切り替える
• PURE  DIRECTキーを押す。
ほかの回路からのノイズを低減することで、より高品位な再生を
お楽しみいただけます（67 ページ）。

❑ ミュージックエンハンサーを有効にする
• ENHANCERキーを押す。

圧縮音源に音
楽しみいただ

• 設定メニュー
コーダーの設

• 音場プログラ
• 本体前面のチ
で、音声出力

• アナログマル
ダーは使用で

好みのサウンドを選ぶ

Dolby Atmos

• 以下の場合は
Dolby Digit
マットは常に
– サラウンド
– ヘッドホン

• Dolby Atmo
（65ページ

DTS:X™につ
• DTS:Xコンテ
ロール」（97

• DTS:Xデコー
（65ページ
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AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP
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INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

VOLUME

POP-UP
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AI
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音場を楽しむ（シネマ DSP HD³）

マハ独自の音場技術（シネマ DSP HD3）を使った各
グラムが備わっています。これにより、映画館やコ
ルさながらのリアルな音場を簡単に再現し、自然で
空間をお楽しみいただけます。

ゼンススピーカーが接続されていない場合でも、本機はフロント、
ラウンドスピーカーを使って前方にバーチャルプレゼンススピー
し（VPS）、立体的な視聴空間を実現します。ただし、音場効果を
はフロントプレゼンススピーカーの使用をおすすめします（リア
ピーカーも使用するとより効果的です）。

ススピーカーが接続されていない場合でも、フロントプレゼンス
接続されていれば、本機はフロント、センター、サラウンドス
って後方にバーチャルプレゼンススピーカーを創り出し（VPS）、
体的な視聴空間を実現します。

ックスピーカーが接続されていない状態で、6.1ch以上の音声信号
ときは、本機はサラウンドスピーカーを使ってバーチャルサラウ
ピーカーを創り出し（VSBS）、後方に奥行き感ある視聴空間を実現

BSが機能しているときは、前面ディスプレイの「VIRTUAL」が点

「MULTI CH」を選択した場合、CINEMA DSPは使用できません。

all in Vienna
 CLASSICAL

SL SR
CL R

VOL.

FPL FPR
SW1

の種類

音場プログラム
!」が点灯
場面に最適なサラウンド効果で再生する
（SURROUND:AI）

SURROUND:AI は、DSP内部の AIがコンテンツの場面に応じて最
適なサラウンド効果を創り出す機能です。「セリフ」、「BGM」、「環
境音」、「効果音」などの音の要素からシーンを瞬時に分析してリ
アルタイムに最適化し、圧倒的な臨場感を創り出します。

1 AIキーを押す。
キーを押すたびに、SURROUND:AIが有効／無効になります。

• ピュアダイレクトが有効なときは、SURROUND:AIは機能しません。

• SURROUND:AIが有効なときは、ストレートデコード、シネマ DSP HD3および
サラウンドデコーダーは機能しません。

• 入力ソースとして「MULTI CH」を選択した場合、SURROUND：AIは使用できま
せん。

立体的な
 

本機には、ヤ
種の音場プロ
ンサートホー
立体的な視聴

• フロントプレ
センター、サ
カーを創り出
十分に得るに
プレゼンスス

• リアプレゼン
スピーカーが
ピーカーを使
ごく自然で立

• サラウンドバ
が入力された
ンドバックス
します。

• VPSまたは VS
灯します。

• 入力ソースに

  MUSIC

H
 

3HD

音場プログラム

「CINEMA DSP 
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PROGRAM
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やスタジオバラエティ番組がライブ感豊かに楽しめます。ス
は解説者やアナウンサーの声はセンターに定位し、歓声など
は適度な空間の中で周囲に広がり臨場感を体感できます。

格闘ゲームなどのアクションゲームに合います。さまざまな
ることで再現されたリアリティにより、ゲームの中にいるよ
感できます。ミュージックエンハンサーと組み合わせること
ミックで力強い音場効果が体感できます。

ンチャーゲームなどに合わせた音場です。BGMや効果音に深
とで、さまざまな場面を自然に、よりリアルに再現します。
エンハンサーと組み合わせることでよりクリアで奥行きのあ
体感できます。

ック・ジャズなどのライブ映像をコンサート会場のイメージ
。ステージ上のボーカルやソロ楽器のリアル感、リズム楽器
したプレゼンス音場、広大なライブ会場の空間を再現するサ
で、ホットなライブ空間に浸れます。

度に抑えてあり、声の奥行き感、明瞭度に優れています。オ
ージでの定位や臨場感とともに、オーケストラボックスの響
り広げられます。サラウンド音場は控えめながら、コンサー
ータを使用することで音楽の楽しさを演出し、長時間のオペ
れません。

在感があり、大きく広がりのある空間を感じさせる音場です。
る多くの残響は、パビリオン独特のライブ感ある音場を再現
コンサートシーンを盛り上げます。

ージックに包まれる、乗りの良い音場空間を演出するプログ
■映像コンテンツに適した音場プログラム（MOVIE）
映画、テレビ番組、ゲームなど、映像コンテンツに適した音場プログラムが含まれています。

❑ ムービーシアター

❑ エンターテイメント

Standard
（スタンダード）

マルチチャンネル音声のオリジナル定位を乱さず、サラウンドの包囲感を
重視した音場です。「理想的な映画館」がコンセプトで、周囲から美しい響
きで包み込みます。

Spectacle
（スペクタクル）

壮大なスケール感を演出するスペクタクルな音場です。シネスコサイズの
ワイド画面に合う広大な空間と微小な効果音から迫力の大音響まで、ダイ
ナミックレンジの広さが特長です。

Sci-Fi
（サイファイ）

最新 SFX映画の緻密なサウンドを鮮やかに描き分ける抜けの良い音場です。セ
リフ、効果音、BGMの明快な分離感を保ちつつ各空間を鮮やかに再現します。

Adventure
（アドベンチャー）

アクション＆アドベンチャー映画に最適です。響きを抑え、左右の広がり
感を重視した力強い空間を再現します。奥行は浅めで各チャンネルのセパ
レーションや音の明瞭度を保ちつつ、クリアで力強い空間を再現します。

Drama
（ドラマ）

シリアスなドラマからミュージカルやコメディまで、幅広いジャンルの映
画に対応する落ち着いた響きが特長です。控えめな響きでありながら適度
な立体感を持ち、セリフの明瞭度とセンター定位を軸に効果音や BGMを柔
らかな響きで立体的に再現します。長時間聴いていても疲れません。

Mono Movie
（モノムービー）

往年のモノラル映画を当時の映画館の雰囲気で楽しめます。広がりと適度
な残響が付加され、奥行がある心地よい空間が再現されます。

Enhanced
（エンハンスド）

3Dオブジェクトオーディオの音源移動や空間表現を楽しむのに適した音場
です。マルチトップスピーカーを用いた大画面の映画館をイメージしてお
り、各オブジェクトに追随する自然な効果により、映画の製作者が意図す
るダイナミックな移動感や空間表現を再現します。

Sports
（スポーツ）

スポーツ中継
ポーツ中継で
場内の雰囲気

Action Game
（アクションゲーム）

カーレースや
効果を重視す
うな感覚が体
でよりダイナ

Roleplaying Game
（ロールプレイング
ゲーム）

RPGやアドベ
みを与えるこ
ミュージック
る音場効果が

Music Video
（ミュージックビデオ）

ポップス・ロ
で楽しめます
のノリを重視
ラウンド音場

Recital/Opera
（リサイタル /オペラ）

響きの量を適
ペラではステ
きが眼前にく
トホールのデ
ラものでも疲

Pavilion
（パビリオン）

ボーカルの実
やや遅れてく
し、熱狂的な

Disco
（ディスコ）

ディスコミュ
ラムです。
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択時は、シネマ DSP HD3（62ページ）およびバーチャルシネマ

ヨークに存在したライブハウスで、比較的広いことから小
な響きです。ステージに向かい中央左寄りの音場です。

の 7番街にあるジャズクラブです。天井が低く、狭い室内の
ージ付近に強い反射音が集中しています。

フトを思わせるコンクリートの空間です。壁面からの反射音
で、エネルギッシュな音場です。

ットホームなライブハウスです。小さなステージのすぐ前に
リアルでライブな音場で、強い響きが特長です。

にあるロック系ライブハウスで、最大で 460席ほどあります。
客席です。

ヨークに存在したライブハウス「ザ・ボトム・ライン」のス
音場です。フロアは 300席ある左右に幅広い客席で占められ、
特長です。

の音場で、ステージとの適度な距離感があります。ライブの
れる、活気のある音場です。

からのステレオ音声が楽しめます。マルチチャンネル信号が
、2チャンネルにダウンミックスされ、フロントスピーカー
ます（シネマ DSPは使用しません）。

からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特長です。
ピーカーから音が出力され、ホームパーティーの BGM に最
■音楽に適した音場プログラム /ステレオ再生（MUSIC）
音楽鑑賞に適した音場プログラムが含まれています。ステレオ再生も選べます。

❑ クラシカル

❑ ライブ /クラブ

❑ ステレオ

•「11ch Stereo」または「2ch Stereo」選
DSP（65ページ）は機能しません。

Hall in Munich A
（ミュンヘン A）

ヨーロッパに多く見られる、内装材にシックな木の内張りが使われた、
ミュンヘンにある 2500 席程度のコンサートホールです。繊細な美しい響き
が豊かに広がり、落ち着いた雰囲気を持っています。座席は 1 階の中央左
寄りです。

Hall in Munich B
（ミュンヘン B）

欧米のオーケストラの録音にしばしば使われる、1300 席程度のシューボッ
クス型コンサートホールです。大理石で造られているため、響きがフラッ
トで、また天井が高いため、残響時間が比較的長いのが特長です。

Hall in Frankfurt
（フランクフルト）

内装材が木製のフランクフルトにある 2400 席程度のシューボックス型コン
サートホールです。ステージ上方のマホガニー色に塗装された幾層もの反
射板によって、ステージ方向からの反射音が強く、直接音が増強される傾
向にあり、力強い響きが特長です。座席は 1 階の中央右寄りです。

Hall in Stuttgart
（シュトゥットガルト）

大胆な非対称形の、シュトゥットガルトの中心街にある 2000 席程度の大型
コンサートホールです。ステージに向かって左側にコンクリートの壁があ
り、その方向からの反射音が強く感じられます。

Hall in Vienna
（ウィーン）

約 1700席のウィーンの伝統的シューボックス型のコンサートホールです。
周囲の柱や彫刻により全方向からの複雑な反射音を生み出しています。豊
かな響きが特長です。

Hall in Amsterdam
（アムステルダム）

アムステルダムの広幅化したシューボックス型の大ホールで、サークルス
テージ、ステージバック席があり、客席は 2200程です。

Hall in USA A
（USA ホール A）

ヨーロッパの伝統をふまえて設計された、ボストンにある大規模なコン
サートホールです。客席数は 2600 席程度で、内装はよりシンプルにまとめ
られ、アメリカ的な処理が感じられます。中高音の豊かな響きが特長です。

Hall in USA B
（USA ホール B）

シカゴにある 2600 席程度の半円形ドーム型天井を持つ大型コンサートホー
ルです。残響時間が長めで、豊かな残響を感じることができます。またス
テージ上方につり下げられた反射板により、ステージ方向からの反射音が
強くなっています。

Church in Tokyo
（東京）

残響時間 2.5 秒と適度な残響音を伴う教会の音場感です。パイプオルガン
や教会音楽などの再生に適しています。

Church in Freiburg
（フライブルグ）

ドイツ南部の 120ｍ近い尖塔を持つ大きな教会です。石を積み上げて造ら
れており、天井が高く、細長い空間を持っています。残響時間は非常に長
くなりますが、逆に初期反射は少なくなります。そのため、直接音の厚み
はあまりありませんが、響きが多く、教会特有の音場を再現します。

Church in Royaumont
（ロワイヨーモン）

パリ郊外のロワイヨーモンに位置する、中世の修道院の大食堂です。美し
いゴシック調の建物より作り出される音場を特徴としています。

Chamber
（チェンバー）

宮廷の大広間のような天井の高い比較的広めの空間で、宮廷音楽や室内楽
に適した心地よい残響が特長です。

Village Gate
（ビレッジゲート）

かつてニュー
ホールのよう

Village Vanguard
（ビレッジバンガード）

ニューヨーク
角にあるステ

Warehouse Loft
（ロフト）

ソーホーのロ
は比較的明瞭

Cellar Club
（セラークラブ）

天井の低いア
いるような、

The Roxy Theatre
（ロキシーシアター）

ロサンゼルス
中央左寄りの

The Bottom Line
（ボトムライン）

かつてニュー
テージ正面の
明瞭な響きが

Arena
（アリーナ）

広いアリーナ
勢いが感じら

2ch Stereo
（2chステレオ）

ステレオ前方
入力されると
から出力され

11ch Stereo
（11chステレオ）

ステレオ後方
最大 11 本のス
適です。



65

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

ンドを楽しむ（サイレントシネマ）

して、音場プログラムやサラウンドデコーダーを選べ
チチャンネルスピーカーシステムのようなサラウンド
ます。
■サラウンドスピーカーなしで音場効果を楽しむ
（バーチャルシネマ DSP）
本機には、ヤマハ独自のバーチャルサラウンド技術が搭載されています。これにより、
いずれかの音場プログラム（2ch Stereo、11ch Stereo以外）を選ぶと、サラウンド
スピーカーが接続されていない状態でも、前方のスピーカーだけで定位感に優れた
最大 7チャンネルのサラウンド感を創り出し、音場効果を楽しむことができます。
さらにプレゼンススピーカーを使用することで、より立体的な音場効果を得ることが
できます。

• バーチャルシネマ DSPが機能しているときは、前面ディスプレイの「VIRTUAL」が点灯します。

■前方に設置した5本のスピーカーでサラウンド再生を楽
しむ（バーチャルシネマフロント）

部屋の後方に設置スペースがない場合など、サラウンドスピーカーを前方に設置して
（24ページ）、マルチチャンネル再生を楽しめます。設定メニューの「配置（サラウンド）」
（108ページ）で「前方」を選ぶと、本機は前方に設置した 5本のスピーカーを使って、
部屋の後方にバーチャルサラウンドスピーカーを創り出します。これにより自然なマル
チチャンネルサラウンドをお楽しみいただけます。

• バーチャルシネマフロントが機能しているときは、前面ディスプレイの「VIRTUAL」が点灯します。

■ ヘッドホンでサラウ

PHONES端子にヘッドホンを接続
ば、ステレオヘッドホンでもマル
感や音場効果を楽しむことができ
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CODEキーでサラウンドデコーダーを選ぶ。
すたびにデコーダーが切り替わります。

d デコーダーまたは Neural:X デコーダー選択時は、バーチャルシ
（65ページ）などのバーチャル処理は動作しません。
Plus および Dolby TrueHD 信号に対して「Neural:X」を動作させる
せん。この場合には、「自動」または「bDsur」を選択してくださ

uto）

入力ソースに合わせて自動的にサラウンドデコー
ダーが選択されます。入力ソースが DTS信号の場
合は DTS Neural:Xデコーダー、それ以外の信号で
は Dolby Surroundデコーダーが選択されます。

Dolby Surroundデコーダーです。設置されている
スピーカー配置に最適な拡張を行います。特に、オ
ブジェクトベースの音声信号（Dolby Atmos コン
テンツなど）を再生すると、頭上を含めてあらゆ
る方向からリアルな音を体感できます。

DTS Neural:Xデコーダーです。設置されているス
ピーカー配置に最適な拡張を行います。特に、オ
ブジェクトベースの音声信号（DTS:Xコンテンツ
など）を再生すると、頭上を含めてあらゆる方向
からリアルな音を体感できます。

inema

映画鑑賞に適した DTS Neo:6デコーダー（または
DTS-ESマトリクスデコーダー）です。サラウン
ド /サラウンドバックスピーカーから音声が出力
されます。

usic

音楽鑑賞に適した DTS Neo:6デコーダー（または
DTS-ESマトリクスデコーダー）です。サラウン
ド /サラウンドバックスピーカーから音声が出力
されます。

   †‡ Dsur
 SUR. DECODE

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1
音場効果をかけずに再生する

■ オリジナルチャンネルでの再生を楽しむ
（ストレートデコード）
ストレートデコードを使うと、CD などの 2 チャンネルソースの場
合は、フロントスピーカーからステレオ音声で再生します。マルチ
チャンネルソースの場合は、音場効果をかけずにマルチチャンネル
音声で再生します。

1 STRAIGHTキーを押す。
キーを押すたびに、ストレートデコードが有効 /無効になり
ます。

• 設定メニューの「配置（サラウンド）」（108ページ）を「前方」に設定時は、
マルチチャンネルソースを再生するとバーチャルシネマフロント（65ページ）
が機能します。

■ 拡張マルチチャンネルでの再生を楽しむ
（サラウンドデコーダー）
サラウンドデコーダーを使うと、音場効果をかけずに 2 チャンネル
ソースやマルチチャンネルソースをマルチチャンネルで再生します。

• 音が出るスピーカーは、使用しているスピーカーシステムやデコーダー
（112ページ）により異なります。

• 各デコーダーについて詳しくは、「用語 /技術解説」（151ページ）をご覧ください。

1 SUR.DE

キーを押

• Dolby Surroun
ネマフロント

• Dolby Digital 
ことはできま
い。

         STRAIGHT
SBL SBR

SL SR
CL R

VOL.

SW1

自動（A

bDsur

Neural:X

Neo:6 C

Neo:6 M
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より高品位な音質で再生する
（ピュアダイレクト）
ピュアダイレクトでは、再生に必要な基本機能を除いた各種の処
理モードや回路（前面ディスプレイなど）を停止します。これに
より、ノイズを抑えたより高品位な再生がおこなえます。

1 PURE DIRECTキーを押す。
キーを押すたびに、ピュアダイレクトが有効 /無効になります。

• ピュアダイレクト使用時は、以下の機能は使用できません。

– サウンドプログラムの選択

– オプションメニュー、設定メニューの操作

– マルチゾーン機能

– 前面ディスプレイの表示（操作がない場合）

圧縮音源をダイナミック再生する
（ミュージックエンハンサー）

ミュージックエンハンサーを使うと、音に深みと広がりを加え、
圧縮前の原音のようなダイナミックな再生音を楽しめます。この
機能は音場プログラムと併用できます。
オプションメニューの「ハイレゾモード」（98ページ）を「オン」
（初期値）に設定時は、ミュージックエンハンサーを使って非圧縮
デジタル音声（2チャンネル PCMなど）や可逆圧縮デジタル音声
（FLACなど）の音質をさらに高めることができます。

1 ENHANCERキーを押す。
キーを押すたびに、ミュージックエンハンサーが有効 /無効
になります。

• 以下の音声を再生しているときは、ミュージックエンハンサーは機能しません。

– サンプリング周波数が 48kHzを超える音声

– DSD音声

• オプションメニューの「エンハンサー」（97ページ）でも、ミュージックエンハ
ンサーを有効 /無効にできます。

• 入力ソースに「MULTI CH」を選択した場合、エンハンサーは使用できません。

 PURE DIRECT
L R

VOL.

 Enhancer On
SBL SBR

SL SR
CL R

VOL.

ENHANCER SW1Hi-Res

「ENHANCER」が点灯
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りのラジオ局を登録する
ト）

ラジオ局を登録できます。登録したラジオ局は、
号を選ぶだけで簡単に呼び出せます。

局を登録する
動で選んでプリセット番号に登録します。

リセット」（100ページ）を使うと、信号の強い FMラジオ局を自
ます。

を指定して選局する」（68ページ）の手順で、
いラジオ局を受信する。

Yキーを 2秒以上押し続ける。
リセット番号「01」に、2回目以降は前回登録した
ト番号の次の空き番号に登録されます。

プリセット番号を指定するには、登録したいラジオ局を受信中に
Yキーを一度押します。PRESETキーでプリセット番号を選び、も

EMORYキーを押します。

01:FM 82.5 MHz
  Preset OK

t
VOL.

SBL SBR
SL SR

CL RED
SW1

プリセット番号

01:Empty
   FM 82.5 MHz

t
VOL.

SBL SBR
SL SR

CL RED
SW1

」（空き）または現在登録されている周波数
ラジオの選局をするには、周波数を指定するか、登録したラジオ局
を呼び出します。

• 本機は FM補完放送（ワイド FM）に対応しています。

• ラジオの受信感度が悪いときは、アンテナの向きを調節してください。

周波数を指定して選局する

1 TUNERキーで入力を「TUNER」に切り替える。

2 BANDキーで FM/AMを切り替える。

3 TUNINGキーを押して選局する。
キーを約 1秒押し続けると、自動で選局します。

ラジオ放送受信中は「TUNED」が点灯します。
ステレオ放送の場合は「STEREO」も点灯します。

• オプションメニューの「FMモード」（100ページ）で FMラジオのステレオ /
モノラルを切り替えることができます。FM ラジオ局の受信が不安定なとき
に、モノラル受信を選ぶと改善される場合があります。

• ラジオを聴きながら、外部機器から入力された映像を見ることができます。
詳しくは、「映像選択」（99ページ）をご覧ください。

お気に入
（プリセッ
最大 40局の
プリセット番

■ ラジオ
ラジオ局を手

•「FMオートプ
動で登録でき

1「周波数
登録した

2 MEMOR

初回はプ
プリセッ

• 登録先の
MEMOR
う一度M

FM/AMラジオを聴く

   FM 83.0 MHz
VOL.

   FM 82.5 MHz
VOL.

SBL SBR
SL SR

CL RSTEREO TUNED
SW1  Prese

STEREO TUN

登録先の

 Prese

STEREO TUN

「Empty

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

BLUETOOTHNET USB

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

BAND
TUNING

MEMORY

PRESET

TUNER



69

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

たラジオ局を呼び出す
号に登録されているラジオ局（プリセット局）の中から、
オ局を選びます。

キーで入力を「TUNER」に切り替える。

キーでプリセット局を選ぶ。

が 1つも登録されていない場合は、「No Presets」と表示されます。

を消去するには、「プリセット消去」または「全プリセット消去」
ージ）を実行してください。

01:FM 82.5 MHzt
VOL.

SBL SBR
SL SR

CL RED
SW1
■ ラジオ局を自動で登録する
（FMオートプリセット）
信号の強い FM ラジオ局を自動でプリセット番号に登録します。

1 TUNERキーで入力を「TUNER」に切り替える。

2 OPTIONキーを押す。

3 カーソルキーで「プリセット」を選び、ENTERキーを
押す。
「FM オートプリセット」に登録するプリセット番号が表示さ
れます。

• 登録を開始するプリセット番号を指定する場合は、カーソルキーまたは
PRESET キーでプリセット番号を選択します。

4 カーソルキーで 「FMオートプリセット」を選び、
ENTERキーを押す。

• オートプリセットをキャンセルするには、RETURNを押します。

5 オートプリセットが完了すると、プリセット画面に 

「終了」と表示し、オプションメニューを自動的に閉じ
ます。

■ 登録し
プリセット番
聴きたいラジ

1 TUNER

2 PRESET

• ラジオ局

• 登録内容
（100ペ

 Prese

STEREO TUN
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たラジオ局をすべて消去する
セット消去）
号に登録されているラジオ局（プリセット局）をす
す。

キーで入力を「TUNER」に切り替える。
されている周波数が前面ディスプレイに表示されま

キーを押す。

キーで 「プリセット」を選び、ENTERキーを

キーで 「全プリセット消去」を選ぶ。

キーで「実行」を選び、ENTERキーを押す。

局が消去されると「全プリセット消去」と表示され、
ニューを自動的に閉じます。
■ 登録したラジオ局を消去する
（プリセット消去）
プリセット番号に登録されているラジオ局（プリセット局）を消
去します。

1 TUNERキーで入力を「TUNER」に切り替える。
現在選択されている周波数が前面ディスプレイに表示されま
す。

2 OPTIONキーを押す。

3 カーソルキーで 「プリセット」を選び、ENTERキーを
押す。

4 カーソルキーで 「プリセット消去」を選ぶ。

5 カーソルキーで消去するプリセット局を選び、ENTER

キーを押す。
プリセット局が消去されると「消去しました」と表示され、
次の使用中のプリセット番号を表示します。

6 終了するには、OPTIONキーを押す。

■ 登録し
（全プリ
プリセット番
べて消去しま

1 TUNER

現在選択
す。

2 OPTION

3 カーソル
押す。

4 カーソル

5 カーソル

全プリセット
オプションメ
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h機器の曲を本機で再生する
oth機器（スマートフォンなど）を接続して、
器の曲を本機で再生します。

の映像を本機で再生することはできません。

OTHキーで入力を「Bluetooth」に切り替える。

th 機器で接続操作を行い、使用可能なデバイス
から本機（ネットワーク名）を選ぶ。

luetooth機器が接続されます。
を要求された場合は、数字の「0000」を入力してく

th機器で曲を選び、再生を始める。

画面（アーティスト名、アルバム名、曲名）が表示

続した Bluetooth機器を検出すると、手順 1実行後にその
と自動的に接続されます。別の Bluetooth機器と接続する場合は、
oth接続を切断してください。

を切断するには、以下のいずれかの操作を行ってください。

器で切断操作をする。

etooth」以外の入力を選ぶ。

の「Bluetooth設定」で「音声受信」を選び、「デバイス切断」

部機器操作キー（a、s、d、f、g）で再生操作ができ
th機器によっては一部の機能を操作できない場合があります）。
Bluetooth機器（スマートフォンなど）に保存されている音楽ファ
イルを本機で再生します。

• Bluetooth機能を使用するには、設定メニューの「Bluetooth」（125ページ）を
「オン」（初期値）に設定してください。

• Bluetooth接続を使用するときは、本機の無線アンテナをまっすぐ上に立ててく
ださい（37ページ）。

• 対応している Bluetooth機器については、「本機が対応している機器 /ファイル
形式」（154ページ）をご覧ください。

Bluetoot
本機と Blueto
Bluetooth機

• Bluetooth機器

1 BLUETO

2 Bluetoo

のリスト
本機と B

パスキー
ださい。

3 Bluetoo

テレビに再生
されます。

• 本機が前回接
Bluetooth機器
現在の Blueto

• Bluetooth接続

– Bluetooth機

– 本機で「Blu

– 設定メニュー
を実行する。

• リモコンの外
ます（Bluetoo

Bluetoothで音楽を聴く

本機 Bluetooth機器
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の曲を選ぶ
を選んで、再生を始めます。

ーで入力を「USB」に切り替える。
ブラウズ画面が表示されます。

側で再生状態が続いている場合は、再生画面が表示されます。

キーでコンテンツを選び、ENTERキーで確定する。
と再生が始まり、再生画面が表示されます。

画面に戻るには、RETURNキーを押します。
操作中にブラウズ画面のトップに戻るには、RETURNキーを押し
。
応していない形式のファイルは選べません。
ないファイル（画像、隠しファイルなど）が続いた場合は、再生
ます。
カット機能（91ページ）を使うと、お好みの曲を登録することが
。登録した曲は、ショートカット番号を選ぶだけで簡単に呼び出
USB機器に保存されている音楽ファイルを本機で再生します。
本機は、FAT16/FAT32フォーマットの USBマスストレージクラス
の機器に対応しています。

• 対応しているファイル形式については、「本機が対応している機器 /ファイル形
式」（154ページ）をご覧ください。

USB機器を接続する

1 USB機器を USB端子に接続する。

• ファイル数が多いと読み込みに時間がかかることがあります。この場合、前面
ディスプレイに「Loading...」と表示されます。

• USB機器を USB端子から取り外すときは、再生を停止してください。

• USBメモリーは直接本機の USB端子に接続してください。延長ケーブルなどは
使わないでください。

• 本機がスタンバイ時は、USB機器の充電はできません。

USB機器
USB機器の曲

1 USBキ
テレビに

• USB機器

2 カーソル
曲を選ぶ

• 1つ前の
• メニュー
続けます

• 本機が対
• 再生でき
が停止し

• ショート
できます
せます。

USB機器の曲を再生する

HELPRETURN

YPAO MIC

PHONES

USB
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USB機器
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面

表示
ッフル再生 /リピート再生（74ページ）、再生状態（再生 /一
）および経過時間を表示します。

ト名、アルバム名および曲名が表示されます。

部機器操作キー（a、s、d、f、g）で再生操作ができ
■ ブラウズ画面

1ステータス表示
シャッフル再生 /リピート再生の設定（74ページ）、が表示されます。

2コンテンツリスト
USB機器のコンテンツ一覧が表示されます。カーソルキーでコンテンツ
を選び、ENTERキーで確定します。

3コンテンツ番号 /総数

4操作メニュー
カーソルキーを押してから、カーソルキーで項目を選び、ENTERキーで
実行します。

• オプションメニューの「映像選択」設定が「オフ」以外のときは、左カーソル
キーを押してブラウズ画面を閉じることができます。 再度ブラウズ画面を表示し
たいときは任意のカーソルキーを押します。 詳しくは「映像選択」（99ページ）
をご覧ください。

■ 再生画

1ステータス
現在のシャ
時停止など

2再生情報
アーティス

• リモコンの外
ます。

メニュー 説明

1ページ上へ
リストのページを切り替えます。

1ページ下へ

再生画面へ 再生画面を表示します。

10ページ上へ
リストを 10ページずつ切り替えます。

10ページ下へ

a
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b
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■ シャッフル再生 /リピート再生
USB機器のシャッフル再生およびリピート再生を設定します。

1 入力に「USB」が選ばれている状態で、OPTION キーを
押す。

2 カーソルキーで「シャッフル /リピート」
（Shuffle/Repeat）を選び、ENTERキーを押す。

• メニュー操作中、1つ前の画面に戻るには、RETURNキーを押します。

• カッコ内の表記は前面ディスプレイの表示です。

3 カーソルキーで「シャッフル」（Shuffle）または「リ
ピート」（Repeat）を選び、設定を選択する。

4 終了するには、OPTIONキーを押す。

項目 設定値 説明

シャッフル
（Shuffle）

オフ（Off） シャッフル再生を無効にする

オン（On）
アルバム（フォルダー）内の曲をランダムに再
生する。
テレビ画面に「x」が表示されます。

リピート
（Repeat）

オフ（Off） リピート再生を無効にする。

1曲（One） 現在の曲を繰り返し再生する。テレビ画面に「c」が表示されます。

すべて
（All）

アルバム（フォルダー）内の曲を繰り返し再生
する。
テレビ画面に「v」が表示されます。
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行う
音楽ファイルを本機で再生するには、各機器で本機
要があります。

yerがインストールされている

edia Playerのバージョンにより、設定手順が異なる場
Windows Media Player 12の設定手順を説明します）。

dia Player 12を起動する。

ーム」から、「メディアストリーミングを有効に

を有効にする」をクリックする。

）の右側にあるドロップダウン・リストで「許

を終了する。

 Media Playerのヘルプをご覧ください。

25ページ）で、本機のネットワーク名を変更できます。

yer以外の DLNAサーバーソフトが
いるパソコン /NAS
説明書を参照してメディアの共有設定を行ってくだ
パソコンやネットワーク接続ストレージ（NAS）に保存されている音楽ファイルを本
機で再生します。

• この機能を使用するには、本機とパソコン /NASが同じルーターに接続されている必要があります
（37ページ）。設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネットワーク情報（IPアドレス）
が正しく取得されていることを確認できます。

• 無線ネットワークの状態によっては、ハイレゾ音源などを再生すると音声が途切れることがあります。
その場合は、有線でネットワークに接続してください。

• 対応しているファイル形式については、「本機が対応している機器 /ファイル形式」（154ページ）をご覧
ください。

メディアの共有設定を
パソコン /NASに保存されている
とのメディア共有を有効にする必

■ Windows Media Pla
パソコン

お使いのパソコンやWindows M
合があります（ここでは例として

1 パソコンでWindows Me

2 メニューバーの「ストリ
する」を選ぶ。

3「メディアストリーミング
4 本機名（ネットワーク名
可」を選ぶ。

5「OK」をクリックして設定

• 共有設定について詳しくは、Windows

• 設定メニューの「ネットワーク名」（1

■ Windows Media Pla
インストールされて

各機器またはソフトウェアの取扱
さい。

メディアサーバー（パソコン /NAS）の曲を再生する
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ズ画面

表示
再生 /リピート再生の設定（77ページ）が表示されます。

リスト
コンテンツ一覧が表示されます。カーソルキーでコンテンツ
TERキーで確定します。

番号 /総数

ー
ーを押してから、カーソルキーで項目を選び、ENTERキーで
。

の「映像選択」設定が「オフ」以外のときは、左カーソルキーを
ズ画面を閉じることができます。 再度ブラウズ画面を表示したいと
ーソルキーを押します。 詳しくは「映像選択」（99ページ）をご覧

説明

リストのページを切り替えます。

再生画面を表示します。

リストを 10ページずつ切り替えます。

d

パソコン（サーバー）の曲を選ぶ
パソコンの曲を選んで、再生を始めます。

1 NETキーを繰り返し押して、入力を「SERVER」に切り替える。
テレビにブラウズ画面が表示されます。

• 本機から操作したパソコンの再生が続いている場合は、再生画面が表示さ
れます。

2 カーソルキーでサーバーを選び、ENTERキーで確定する。

3 カーソルキーでコンテンツを選び、ENTERキーで確定する。
曲を選ぶと再生が始まり、再生画面が表示されます。

• 1つ前の画面に戻るには、RETURNキーを押します。
• メニュー操作中にブラウズ画面のトップに戻るには、RETURNキーを押し
続けます。

• 本機が対応していない形式のファイルは選べません。
• 再生できないファイル（画像、隠しファイルなど）が続いた場合は、再生
が停止します。

• ショートカット機能（91ページ）を使うと、お好みの曲を登録することが
できます。登録した曲は、ショートカット番号を選ぶだけで簡単に呼び出
せます。

■ ブラウ

1ステータス
シャッフル

2コンテンツ
パソコンの
を選び、EN

3コンテンツ

4操作メニュ
カーソルキ
実行します

•「オプション」
押してブラウ
きは任意のカ
ください。

メニュー

1ページ上へ

1ページ下へ

再生画面へ

10ページ上へ

10ページ下へ
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フル再生 /リピート再生
ャッフル再生およびリピート再生を設定します。

SERVER」が選ばれている状態で、OPTION

す。

キーで「シャッフル /リピート」
e/Repeat）を選び、ENTERキーを押す。

操作中、1つ前の画面に戻るには、RETURNキーを押します。

の表記は前面ディスプレイの表示です。

キーで「シャッフル」（Shuffle）または「リ
（Repeat）を選び、設定を選択する。

には、OPTIONキーを押す。

設定値 説明

オフ（Off） シャッフル再生を無効にする

オン（On）
アルバム（フォルダー）内の曲をランダムに再
生する。
テレビ画面に「x」が表示されます。

オフ（Off） リピート再生を無効にする。

1曲（One） 現在の曲を繰り返し再生する。テレビ画面に「c」が表示されます。

すべて
All）

アルバム（フォルダー）内の曲を繰り返し再生
する。
テレビ画面に「v」が表示されます。
■ 再生画面

1ステータス表示
現在のシャッフル /リピート設定（77ページ）、再生状態（再生 /一時停
止など）および経過時間を表示します。

2再生情報
アーティスト名、アルバム名および曲名が表示されます。

• リモコンの外部機器操作キー（a、s、d、h、j、f、g）で再
生操作ができます。（再生ファイルフォーマットにより異なります。）

■ シャッ
パソコンのシ

1 入力に「
キーを押

2 カーソル
（Shuffl

• メニュー

• カッコ内

3 カーソル
ピート」

4 終了する

a

b

項目

シャッフル
（Shuffle）

リピート
（Repeat）

（
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ネットラジオ局を選ぶ

を繰り返し押して、入力を「NET RADIO」に
る。
ブラウズ画面が表示されます。

キーでコンテンツを選び、ENTERキーで確定

ネットラジオ局を選ぶと再生が始まり、再生画面が
ます。

画面に戻るには、RETURNキーを押します。

カット機能（91ページ）を使うと、お好みのインターネットラジ
録することができます。登録したラジオ局は、ショートカット番
だけで簡単に呼び出せます。
世界中のインターネットラジオ放送から聴きたいラジオ局を選び
ます。

• この機能を使用するには、本機がインターネットに接続されている必要があり
ます（37ページ）。設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネッ
トワーク情報（IPアドレス）が正しく取得されていることを確認できます。

• インターネットラジオ局や時間帯によっては、受信できないことがあります。

• この機能は、airable.Radioラジオ局データベースサービスを利用します。

• 本サービスは事前の通知なく中止される場合があります。

インター

1 NETキー
切り替え
テレビに

2 カーソル
する。
インター
表示され

• 1つ前の

• ショート
オ局を登
号を選ぶ

インターネットラジオを聴く
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面

表示されます。

、アルバム名および曲名が表示されます。

部機器操作キー（s）で再生を停止できます。
■ ブラウズ画面

1コンテンツリスト
インターネットラジオのコンテンツ一覧が表示されます。カーソルキー
でコンテンツを選び、ENTERキーで確定します。

2コンテンツ番号 /総数
3操作メニュー
カーソルキーを押してから、カーソルキーで項目を選び、ENTERキーで
実行します。

• オプションメニューの「映像選択」設定が「オフ」以外のときは、左カーソル
キーを押してブラウズ画面を閉じることができます。 再度ブラウズ画面を表示し
たいときは任意のカーソルキーを押します。 詳しくは「映像選択」（99ページ）
をご覧ください。

■ 再生画

1再生表示
経過時間が

2再生情報
ラジオ局名

• リモコンの外

メニュー 説明

1ページ上へ
リストのページを切り替えます。

1ページ下へ

再生画面へ 再生画面を表示します。

10ページ上へ
リストを 10ページずつ切り替えます。

10ページ下へ

b

ca
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b
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お気に入りのインターネットラジオ局を
登録する（お気に入り）
「お気に入り」フォルダーにお気に入りのインターネットラジオ局
を登録します。登録したラジオ局は、ブラウズ画面の「お気に入り」
フォルダーから簡単に再生することができます。

• ショートカット機能（91ページ）でも、お好みのインターネットラジオ局を登録
することができます。登録したラジオ局は、ショートカット番号を選ぶだけで簡
単に呼び出せます。

1 ブラウズ画面で登録したいインターネットラジオ局を
選ぶ、または再生して再生画面を表示する。

2 OPTIONキーを押す。

3 カーソルキーで「お気に入りに追加」を選び、ENTER

キーを押す。
選択したラジオ局が「お気に入り」フォルダーに登録されます。
「お気に入り」フォルダーに登録されているラジオ局は、「S」
が表示されます。

• 登録を削除するには、該当ラジオ局を選び、「お気に入りから削除」を選び
ます。
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を選ぶ

機器の「MusicCast CONTROLLER」を操作し
オ局を選ぶ。
を選ぶと再生が始まり、テレビに再生画面が表示さ

カット機能（91ページ）を使うと、お好みのラジオ局を登録する
きます。登録したラジオ局は、ショートカット番号を選ぶだけで
び出せます。

面

、番組名が表示されます。

部機器操作キー（a、s、f、g）で再生操作ができます。
radiko.jpでラジオ放送を受信します。
radiko.jpは、地上波ラジオ放送を CMも含めて同時にインター
ネットで配信する「IP （Internet Protocol）サイマルラジオ」サー
ビスです。放送エリアに準じた地域に配信するサービスのため、
エリア（都道府県）ごとに対応している放送局が異なります。対
応しているエリアや放送局については、radiko.jpのウェブサイト
をご覧ください。

• この機能を使用するには、本機がインターネットに接続されている必要があり
ます（37ページ）。設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネッ
トワーク情報（IPアドレス）が正しく取得されていることを確認できます。

• radiko.jpの選局には、モバイル機器にインストールした「MusicCast 
CONTROLLER」を使用します。また、本機がMusicCastネットワークに登録さ
れている必要があります（58ページ）。

• 本サービスは事前の通知なく中止される場合があります。

• radiko.jpプレミアム（有料）に登録すると、全国のラジオ局を受信できます。
radiko.jp プレミアムを利用するには、radiko.jp のウェブサイトでユーザー登録
を行い、「MusicCast CONTROLLER」でログイン名とパスワードを入力してくだ
さい。

ラジオ局

1 モバイル
て、ラジ
ラジオ局
れます。

• ショート
ことがで
簡単に呼

■ 再生画

1再生表示
2再生情報
ラジオ局名

• リモコンの外

radiko.jpでラジオを聴く

b
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再生画面が表示されます。

ューの「ネットワークスタンバイ」（124ページ）を「オン」に設
モバイル機器で再生を始めると本機の電源が自動的に入ります。

ューの「ネットワーク名」（125ページ）で、本機のネットワーク
できます。

モバイル機器から本機の音量を操作できます。

面

ト名、アルバム名、曲名が表示されます。

部機器操作キー（a、s、f、g）で再生操作ができます。

で音量を調節すると、予想外に音量が大きくなり、パワーアン
ーが故障する場合があります。再生中に音量が大きくなってし
、すぐにモバイル機器の再生を停止してください。
Spotifyの曲を再生します。
Spotifyは世界中の音楽をスピーディで快適に利用できる音楽スト
リーミングサービスです。Spotifyアプリをモバイル機器などにイ
ンストールすることで、Spotifyアプリで再生する音楽を本機で楽
しめます。
詳しくは以下のウェブサイトにアクセスしてください。
www.spotify.com/connect

• この機能を使用するには、本機とモバイル機器（スマートフォン、タブレット
など）が同じ無線 LAN ルーターに接続されている必要があります。設定メ
ニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネットワーク情報（IP アドレ
ス）が正しく取得されていることを確認できます。

• アプリ画面の表示はお使いのモバイル機器やアプリのバージョンによって異な
ることがあります。また、サービスの内容は予告なく変更されることがありま
す。

• App Storeまたは Google Playで「Spotify」を検索し、アプリをモバイル機器に
インストールしてください。Spotify Premiumアカウント（有料）に登録する
と、曲を再生できるようになります。

Spotifyの曲を再生する
モバイル機器を操作して再生を始めます。

1 本機の電源を入れ、モバイル機器で Spotifyアプリを
起動する。

2 Spotifyアプリで再生したい曲を選ぶ。

3「接続可能なデバイス」をタップして、デバイスのリス
トから本機（ネットワーク名）を選ぶ。
本機の入力が自動的に「Spotify」に切り替わり、再生が始ま
ります。

テレビに

• 設定メニ
定時は、

• 設定メニ
名を変更

• 再生中に

■ 再生画

1再生表示

2再生情報
アーティス

• リモコンの外

Spotifyサービスの曲を聴く

注意
• モバイル機器
プやスピーカ
まった場合は

a
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曲を再生する

機器のMusicCast CONTROLLER を操作して、
 サービスのアカウントにサインインする。

ast CONTROLLER で Deezer のコンテンツを選

ツの再生が始まり、テレビに再生画面が表示されま

面

時間が表示されます。

ト名、アルバム名および曲名が表示されます。

部機器操作キー（a、s、d、f、g）で再生、選曲操作
Deezer は高品質でロスレスかつクリアな音質を楽しめる音楽スト
リーミングサービスです。

• この機能を使用するには、本機がインターネットに接続されている必要があり
ます（37ページ）。設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネッ
トワーク情報（IP アドレス）が正しく取得されていることを確認できます。

• Deezer の選局には、モバイル機器にインストールした「MusicCast 
CONTROLLER」を使用します。また、本機がMusicCast ネットワークに登録さ
れている必要があります（58ページ）。

Deezerサービスを利用するには Deezerアカウントが必要です。
アカウントをお持ちでない場合は、あらかじめ Deezerのウェブサ
イトでアカウントをご登録ください。詳しくは次のウェブサイト
をご覧ください。
www.deezer.com/

Deezerの

1 モバイル
Deezer

2 MusicC

ぶ。
コンテン
す。

■ 再生画

1再生表示
再生時間 /曲

2再生情報
アーティス

• リモコンの外
ができます。

Deezer サービスの曲を聴く

a
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生する
めます。

esを起動する、または iPodの音楽再生画面を

ると AirPlayアイコンが表示されます。

本機とパソコンや iPodが正しくルーターに接続されているか確認

コンをクリック（タップ）し、音声の出力先
名）を選ぶ。

を再生する。
y」に切り替わり、再生が始まります。
ます。

タンバイ」（124ページ）を「オン」に設定時は、iTunes/iPodで
的に入ります。

」（125ページ）で、本機のネットワーク名を変更できます。

音量を操作できます。iTunes/iPodからの音量操作を無効にするに
y音量連動」（124ページ）を「オフ」に設定してください。

予想外に音量が大きくなり、パワーアンプやスピーカーが故障す
大きくなってしまった場合は、すぐに iTunes/iPod の再生を停止

iOS（表示例）
AirPlay機能を使って、iTunesや iPodの音楽ファイルをネットワーク経由で再生します。

• この機能を使用するには、本機とパソコンや iPodが同じルーターに接続されている必要があります
（37ページ）。設定メニューの「ネットワーク設定」（123ページ）で、ネットワーク情報（IPアドレス）
が正しく取得されていることを確認できます。

• マルチ SSID対応ルーターをお使いの場合、使用する SSIDによっては本機へのアクセスが制限されるこ
とがあります。iPodを接続する際は、本機へのアクセスが可能な SSIDをお使いください。

• 対応している iPodについては、「本機が対応している機器 /ファイル形式」（154ページ）をご覧ください。

iTunes/iPodの曲を再
iTunes/iPod を操作して再生を始

1 本機の電源を入れ、iTun

表示する。
iTunes/iPodが本機を認識す

• アイコンが表示されない場合は、
してください。

2 iTunes/iPodで AirPlayアイ
として本機（ネットワーク

3 iTunes/iPodを操作して曲
本機の入力が自動的に「AirPla

テレビに再生画面が表示され

• 設定メニューの「ネットワークス
再生を始めると本機の電源が自動

• 設定メニューの「ネットワーク名

• 再生中に iTunes/iPodから本機の
は、ネットワーク設定の「AirPla

AirPlayで iTunes/iPodの曲を聴く

パソコン

iTunes

ルーター

iPhone/iPad/
iPod touch

本機
（有線または無線）

（有線または無線）

注意
• iTunes/iPod で音量を調節すると、
る場合があります。再生中に音量が
してください。

iTunes（表示例）
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■ 再生画面

1再生表示
再生状態（再生 / 一時停止など）および経過時間 /残り時間を表示しま
す。

2再生情報
アーティスト名、アルバム名、曲名を表示します。
カーソルキーでスクロールさせる情報を選べます。

• リモコンの外部機器操作キー（a、s、d、f、g）で再生操作ができます。

b
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楽を楽しむ
/音楽を楽しむことができます。

像 /音楽を楽しむ

：87ページ

を楽しむ

応接間
（ゾーン 2）

映像
(HDMI)

音声
（ZONE OUT）

キッチン
（ゾーン 2またはゾーン 4）

映像 /音声（HDMI）
マルチゾーン機能を使えば、本機を設置した部屋（メインゾーン）と別の部屋（ゾーン 2、
ゾーン 3、ゾーン 4）で、それぞれ入力を選んで再生できます。
たとえば、リビング（メインゾーン）でテレビを視聴しているときに、書斎（ゾーン 2）
でパソコンの曲、応接間（ゾーン 3）でラジオ、キッチン（ゾーン 4）で DVDを再生す
ることができます。

マルチゾーン設置例

■別の部屋で音楽を楽しむ
別の部屋に設置したスピーカーで音楽を楽しむことができます。

接続方法
スピーカー（外部アンプを経由）：87ページ

■ 別の部屋で映像 /音
別の部屋に設置したテレビで映像

❑ テレビとスピーカーで映

接続方法
テレビ：87ページ
スピーカー（外部アンプを経由）

❑ テレビだけで映像 /音楽

接続方法
テレビ：87ページ

複数の部屋で映像 /音楽を楽しむ（マルチゾーン）

• 各ゾーンに出力できる音声は、各ゾーンの機器と本機の接続方法（本機の出力端子）により異なりま
す。詳しくは「マルチゾーン出力」（156ページ）をご覧ください。

リビング（メインゾーン）

書斎
（ゾーン 2およびゾーン 3）

音声
（ZONE OUT）

リビング（メインゾーン）

リビング（メインゾーン）
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像 /音声を再生する
た HDMI対応機器（テレビなど）を本機に接続して、
プを接続すれば、別の部屋（ゾーン 4）でもマルチ
きます。

ビデオ機器の映像をゾーン 2またはゾーン 4で楽しむには、HDMI
接続してください（32ページ）。

Iコントロールを無効にすることをおすすめします。

、ゾーン２ または ゾーン 4では使用できませんが、ゾーン 2の
入力のときはブラウザ画面と再生画面が使用できます。

HDMI

HDMI

HDMI

HDMI

HDMI

端子

ゾーン 4

（例：テレビ使用時）
HDMI入力

ゾーン 2またはゾーン 4

HDMI入力
（例：AVアンプ使用時）
別の部屋の機器を接続する
別の部屋で使用する機器を本機に接続します。

■スピーカー（外部アンプ経由）で音声を再生する
ステレオピンケーブルを使って、ゾーン 2/ゾーン 3に設置した外部アンプを本機に接続
します。

• 音量調節機能を持つ外部アンプを使用する場合は、設定メニューの「音量」（126ページ）を「固定」に
設定してください。

■ HDMI対応機器で映
ゾーン 2またはゾーン 4に設置し
映像 /音声を再生します。AVアン
チャンネル再生を楽しむことがで

• 映像信号変換には対応していません。
ケーブルを使ってビデオ機器を本機に

• 本機に接続されている再生機器の HDM

• 設定メニューとオプションメニューは
ネットワーク、USBまたは Bluetooth

注意
• 外部アンプを接続する前に、本機の電源プラグをコンセントから外してください。
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ト接続
している別のヤマハ製機器をお使いの場合は、赤外
機とモノラルミニプラグケーブルを使って、
だけで、リモコン信号を転送できます。

IN

OUT

REMOTE

ヤマハ製機器
を含め最大 6台）

子 REMOTE IN/OUT端子
HDMI OUT3（ZONE OUT）端子をゾーン 2 またはゾーン 4 に割り当てるには、設定メ
ニューの「HDMI ZONE OUT割り当て」（122ページ）を「ゾーン 2」または「ゾーン 4」
に設定してください。

■別の部屋から本機を操作する（リモート接続）
赤外線受信機 /送信機を本機の REMOTE IN/OUT端子に接続すれば、付属のリモコンで
別の部屋から本機や外部機器を操作できます。

❑ ヤマハ製機器間のリモー
本機のようにリモート接続に対応
線送信機は不要です。赤外線受信
REMOTE IN/OUT端子を接続する

• 以下の操作を行ったときに、別の部屋の映像 /音声が途切れることがあります。

– HDMIで本機に接続したテレビの電源操作（入 /切）または入力切替

– 各ゾーンの入 /切または入力切替

– 音場プログラムの選択、音声に関する設定の変更
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AXIAL COAXIAL

REAR
PRESENCE R SURROUND

BACK R SURROUND R FRONT FRONT

(REAR) 2

L SURROUNDCENTER
PRE OUT

FRONT
PRESENCE

OPTICAL

1

2

ZONE OUT

ZONE 2 ZONE 35 6

R

FM75Ω
ANTENNA

(2 RADIO)AM

PRE OUT

(REAR)
SUBWOOFER

FRONT
PRESENCE
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SUBWOOF

FRONT SURROUND SURROUND
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TRIGGER
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2
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N
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B

AV 1
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A
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REMOTE
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外部機器
（CDプレーヤーなど）
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赤外線
受信機

メインゾーン

ゾーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4

赤外線送信機

IN

OUT

REMOTE

（本機

REMOTE IN/OUT端
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で再生を開始する、またはラジオ局を選ぶ。
付属の取扱説明書をご覧ください。
能については、本書の該当ページをご覧ください。
ラジオを聴く（68ページ）

othで音楽を聴く（71ページ）
器の曲を再生する（72ページ）
アサーバー（パソコン /NAS）の曲を再生する
ージ）
ーネットラジオを聴く（78ページ）
.jpでラジオを聴く（81ページ）
yサービスの曲を聴く（82ページ）
r サービスの曲を聴く（83ページ）
yで iTunes/iPodの曲を聴く（84ページ）

は、メインゾーンで AirPlayを使って再生時のみゾーン 2/ゾーン 3
が出力されます。

/ ゾーン 3 の入力として「Main Zone Sync」を選ぶと、ゾーン 2/
の入力がメインゾーンと連動して切り替わります。

/ゾーン 3で DSDやサンプリング周波数が 352.8 kHz、384 kHzの
生するには、ゾーン 2/ ゾーン 3 の入力として「Main Zone Sync」
、パーティーモード（90ページ）をご利用ください。

設定メニューの「リモコンキー」（130ページ）の設定により、ゾー
ーン 3でも PROGRAMキーを使用できます。

ーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4で再生しないでください。大きな雑
る恐れがあります。
ゾーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4を操作する

1 MAIN/ZONEスイッチでゾーンを選ぶ。

2 RECEIVER zキーを押す。
キーを押すたびに、選択したゾーンが有効 /無効になります。
有効なときは、前面ディスプレイにゾーン番号が点灯します。

3 入力選択キーで入力を選ぶ。

• 各ゾーンに出力できる音声は、各ゾーンの機器と本機の接続方法（本機の
出力端子）により異なります。詳しくは「マルチゾーン出力」
（156ページ）をご覧ください。

•「Bluetooth」、「USB」、「NET」の各種入力は、すべてのゾーンでいずれか
1つしか選べません。たとえばメインゾーンの入力が「USB」のときに、
ゾーン 2で「SERVER」を選ぶと、メインゾーンも「SERVER」に切り替わ
ります。

• ゾーン 4は HDMI入力にのみ対応しています。

4 外部機器
各機器に
以下の機
• FM/AM

• Blueto

• USB機
• メディ
（75ペ

• インタ
• radiko

• Spotif

• Deeze

• AirPla

• AirPlay
にも音声

• ゾーン 2
ゾーン 3

• ゾーン 2
音声を再
を選ぶか

• システム
ン 2/ゾ

注意
• DTS-CDをゾ
音が出力され
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部屋で同じ音楽を聴く
ーモード）
で再生中の音楽を同時にすべてのゾーンで楽しむこ
。パーティーモード中は、すべてのゾーンでステレオ
れます。ホームパーティーの BGM などにご利用くだ

キーを押す。
すたびに、パーティーモードが入 /切します。
ーモード中は、前面ディスプレイに「PARTY」が点灯

の「パーティーモード設定」（128ページ）でパーティーモードの
設定できます。

声出力は、メインゾーンで HDMI入力が選ばれている場合のみ可能
■ その他の操作
ゾーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4が有効なときは、以下の操作も可能
です。

音量を調節する（ゾーン 2/ゾーン 3選択時）
VOLUMEキーを押す。（MUTEキーで消音します。）

入力と設定をワンタッチで切り替える（シーン機能）
SCENE1-8キーを押す。

• シーンに設定（入力、音量、トーンコントロール）を登録するには、前面ディス
プレイに「SET Complete」と表示されるまで、登録先の SCENE1-8キーを押し続
けます。（ゾーン 4選択時は入力のみ登録できます。）

スリープタイマーを設定する
SLEEPキーを繰り返し押して、スリープタイマーの時間（120分、
90分、60分、30分、切）を設定する。

圧縮音源をダイナミック再生する（ミュージックエンハンサー）
ENHANCERキーを押す。

• 本体前面のキーやつまみでも、各ゾーンの入力選択や音量操作ができます。そ
の場合は、ZONE CONTROLキーで操作対象のゾーンを選び、前面ディスプレイ
のゾーン表示が点滅中に、INPUTつまみや VOLUMEつまみを操作してください。

すべての
（パーティ
メインゾーン
とができます
音声が出力さ
さい。

1 PARTY

キーを押
パーティ
します。

• 設定メニュー
対象ゾーンを

• ゾーン 4の音
です。
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コンテンツを呼び出す
ト番号に登録されているコンテンツの中から、聴き
ツを選びます。

OTHキー、USBキー、または NETキーを押す。

キーで聴きたいコンテンツのショートカット
1～ 40）を選択する。
の PRESETキーでもショートカットに登録したコン
選べます。

トが 1つも登録されていない場合は、「No Presets」と表示されます。

、ショートカット番号を選んでもコンテンツを再生できません。

る USB機器を接続している。

源が入っていない。またはネットワークに接続されていない。

オ局に一時的に接続できない。またはサービスが終了している。

テンツ（ファイル）が別のフォルダーに移動された。

tooth機器の接続ができない。

はパソコンの曲を登録した場合、本機は音楽ファイルのフォル
る相対的な位置を記憶します。そのため、フォルダー内の音楽
加 / 削除すると、登録したコンテンツが呼び出されないことがあり
合は、コンテンツを登録し直してください。

NTROLLER」（58ページ）を使うと、登録したコンテンツ（曲名、
を一覧で表示したり呼び出したりすることができます。

ット）

01:USB
Recall Preset

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1
最大 40種類のコンテンツ（USB、ネットワークコンテンツ、
Bluetooth）を登録できます。登録したコンテンツは、ショート
カット番号を選ぶだけで簡単に呼び出せます。

• インターネットラジオ局の登録は、「お気に入り」（80ページ）もご利用いただ
けます。

• Bluetoothと AirPlayは入力ソースのみ登録できます。曲を個別に登録すること
はできません。

コンテンツを登録する
お気に入りのコンテンツを選んでショートカット番号に登録します。

1 登録したい曲やラジオ局を再生する。

2 MEMORYキーを数秒押す。

3 登録を確定するには、MEMORYキーを押す。

登録した
ショートカッ
たいコンテン

1 BLUETO

2 PRESET

番号（0

本体前面
テンツを

• ショートカッ

• 以下の場合は

– 登録時と異な

– パソコンの電

– 登録したラジ

– 登録したコン

– 本機と Blue

• USB機器また
ダー内におけ
ファイルを追
ます。その場

•「MusicCast CO
ラジオ局名）

お気に入りのコンテンツを登録する（ショートカ

01:Empty
Memory Preset

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1

登録先のショートカット番号（点滅）

02:Empty
Memory Preset

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1

「Empty」（空き）または現在登録されているコンテンツの入力名
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いるオーディオデコーダー名が表示されます。動作していない場合
 Off」と表示されます。

項目

DSP Program（音場プログラム名など）、
Audio Decoder（デコーダー名 *1）

TUNER Frequency（周波数）、DSP Program（音場プロ
グラム名など）、Audio Decoder（デコーダー名 *）
Song（曲名）、Artist（アーティスト名）、Album（アル
バム名）、DSP Program（音場プログラム名など）、
Audio Decoder（デコーダー名 *2）
Song（曲名）、Artist（アーティスト名）、Album（アル
バム名）、DSP Program（音場プログラム名など）、
Audio Decoder（デコーダー名 *2）、IP Address（IPアド
レス）、Ethernet MAC（有線MACアドレス）、Wi-Fi 
MAC（無線MACアドレス）
Song（曲名）、Album（アルバム名）、Station（ラジオ
局名）、DSP Program（音場プログラム名など）、Audio 
Decoder（デコーダー名 *2）、IP Address（IPアドレス）、
Ethernet MAC（有線MACアドレス）、Wi-Fi MAC（無線
MACアドレス）
Station（ラジオ局名）、DSP Program（音場プログラム
名など）、Audio Decoder（デコーダー名 *2）、
IP Address（IPアドレス）、Ethernet MAC（有線MACア
ドレス）、Wi-Fi MAC（無線MACアドレス）
Track（曲名）、Artist（アーティスト名）、Album（アル
バム名）、DSP Program（音場プログラム名など）、
Audio Decoder（デコーダー名 *2）、IP Address（IPアド
レス）、Ethernet MAC（有線MACアドレス）、Wi-Fi 
MAC（無線MACアドレス）

k

DSP Program（音場プログラム名など）、Audio Decoder
（デコーダー名 *2）、IP Address（IPアドレス）、Ethernet 

MAC（有線MACアドレス）、Wi-Fi MAC（無線MACア
ドレス）
• 

前面ディスプレイの表示を切り替える

1 本体前面の INFOキーを繰り返し押して表示項目を選
ぶ。

約 3秒後に該当する情報が表示されます。

• 入力により選択可能な項目が異なります。また表示項目は入力ごとに記憶
されます。

• 曲名やアーティスト名などの日本語は表示されません。

• リモコンの PROGRAM キーで前面ディスプレイにステータス情報を表示す
ることができます。 詳しくは、「PROGRAM キー」（130ページ）をご覧くだ
さい。

*1 現在動作して
は「Decoder

現在の状態を確認する

Audio Decoder
Info

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1

項目名

  †‡ Dsur
    AV1

SBL SBR
SL SR

CL R

VOL.

SW1

情報

入力グループ
AV1～ 7
AUX
AUDIO1～ 4
PHONO

TUNER

Bluetooth
USB

SERVER
AirPlay

NET RADIO

radiko.jp

Spotify
Deezer

MusicCast Lin
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テレビ画面でステータス情報を確認する

1 OPTIONキーを押す。

2 カーソルキーで「オンスクリーン情報」を選び、
ENTER キーを押す。
ステータス情報がテレビ画面に表示されます。

• SURROUND：AIを有効にすると、SURROUND：AIのステータス情報も表
示されます。

3 情報表示を終了するには、RETURN キーを押す。

• リモコンの PROGRAMキーでテレビにステータス情報を表示することがで
きます。 詳しくは、「PROGRAMキー」（130ページ）をご覧ください。

• カーソルの左右キーで、設定メニューの各階層にある情報画面が表示され
ます。

入力 /パーティー
モードの状態

音声フォーマット

シネマ DSP/
エンハンサーの状態

音場プログラム

音量 /YPAO
ボリュームの状態

デコーダー
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ュー）

再生中のソースにあわせて、再生関連の機能を設定します。テレ
ビ画面を使わずに、前面ディスプレイだけでも操作できるので、
必要なときに簡単に設定を変更できます。

1 OPTIONキーを押す。

前面ディスプレイ

テレビ画面

2 カーソルキーで設定項目を選び、ENTERキーを押す。

• メニュー操作中、１つ前の画面に戻るには RETURNキーを押します。

3 カーソルキーで設定値を選ぶ。

4 終了するには、OPTIONキーを押す。

再生ソースに合わせて設定する（オプションメニ

Tone Control
Option

SW
SBL SBR

SL SR
CL R

VOL.

SW1
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1 つの入力に対して複数の音声入力端子を使用して
いる場合に、本機で再生する音声信号を選択しま
す。

98

設定メニューで設定した映像の信号処理（解像度、ア
スペクト比）を有効 /無効にします。

99

プリセット（登録）した画質設定の中から、使用す
る画質設定を選択します。

99

選択した入力の音声と同時に出力する映像を設定し
ます。

99

多重音声信号入力時の出力音声を設定します 99

曲のシャッフル再生を設定します。 99

曲のリピート再生を設定します。 99

FM ラジオの受信方法（ステレオ /モノラル）を選択
します。

100

信号の強い FM ラジオ局を自動でプリセット番号に
登録します。

100

プリセット番号に登録されているラジオ局（プリ
セット局）の登録を解除します。

100

プリセット番号に登録されているすべてのラジオ局
プリセット局）の登録を解除します。

100

お気に入りのインターネットラジオ局をお気に入り
フォルダーに登録します。またはお気に入りフォル
ダーから削除します。

100

現在のステータス情報をテレビ画面に表示します。 100

説明 ページ
オプションメニューでできること

• 選択中の入力に適用可能な項目のみが表示されます。

• オプションメニュー画面の右上にインプットのアイコンが表示されている場合は、現在の入力に対する
設定になります。インプットのアイコンが表示されない場合は、全入力共通の設定になります。

• カッコ内の表記は前面ディスプレイの表示です。

• 各項目の初期値には下線が付いています。

項目 説明 ページ

トーンコントロール
（Tone Control）

出力される音声の高音域音量と低音域音量を、それ
ぞれ調整します。

96

YPAOボリューム 
（YPAO Volume）

YPAOボリューム
（YPAO Vol.） YPAO ボリュームを有効 /無効にします。 96

アダプティブ DRC
（A.DRC）

音量に連動して、ダイナミックレンジ（最大音量と
最小音量の差）を自動的に調節するか設定します。

96

ダイアローグ
（Dialog）

セリフ音量調整
（Dialog Lvl） 中央に定位する音（セリフなど）の音量を調整します。 97

DTSダイアロー
グコントロール
（DTS Dialog）

DTS:X コンテンツ再生時にセリフの音量を調整しま
す。

97

セリフ位置調整
（Dialog Lift） 中央に定位する音の、高さの位置を調整します。 97

リップシンク
（Lipsync） 映像と音声のずれを調整します。 97

エンハンサー
（Enhancer）

エンハンサー
（Enhancer） ミュージックエンハンサーを有効 /無効にします。 97

ハイレゾモード
（HiRes Mode）

ミュージックエンハンサーが有効時に、ハイレゾ
モードを有効 / 無効にします。

98

ボリューム
レベル補正
（Volume Trim）

入力レベル補正
（In.Trim） 入力間の音量差を補正します 98

サブウーファー
レベル補正
（SW.Trim）

サブウーファーの音量を微調整します。 98

エクストラベース
(Extra Bass) エクストラベースを有効 /無効にします。 98

音声入力選択
（Audio Select）

音声入力選択
（A.Sel）

映像処理
（Video Process.）

ビデオモード
(V.M)

ビデオ画質調整
(Video Adjust)

映像選択 
(Video Out)

映像選択 
(V.Out)

多重モノラル音声
（Dual Mono）

シャッフル / 
リピート 
(Shuffle/Repeat)

シャッフル
(Shuffle)

リピート
(Repeat)

FM モード 
(FM Mode)

FM モード
(Mode)

プリセット
（Preset）

FM オートプリ
セット 
(FM Auto Preset)

プリセット消去
(Clear Preset)

全プリセット
消去
(ClearAllPreset) （

お気に入りに追加 （Add to Fav.）
お気に入りから削除
（RemovefromFav.）

オンスクリーン情報 
(On-screen Info)

項目
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ミックレンジ（最大音量と最小音量の差）を自動的
ます。「オン」にすると、夜間など小音量でも聴きや

が小さいときはダイナミックレンジが狭まり、大きい

.DRC）

ックレンジを自動的に調節しない。

ックレンジを自動的に調節する。

音量

入力レベル

ン
オフ
■トーンコントロール（Tone Control）
出力される音声の高音域（Treble）と低音域（Bass）のバランスを調整します。

選択項目
高音（Treble）、低音（Bass）

設定値
–6.0dB～ 0.0dB～ +6.0dB（0.5dB単位）

•「高音」と「低音」の両方が「0.0dB」のときは、「Bypass」と表示されます。

• 極端な設定にすると、音のつながりが悪くなることがあります。

■ YPAOボリューム（YPAO Volume）
YPAOボリュームやアダプティブ DRCを有効 /無効にします。

YPAOボリュームを有効 /無効にします。有効にすると、音量に連動して低音域 /
高音域のバランスが自動的に調節されます。これにより小音量でも自然な音質バ
ランスを楽しめます。
設定値

• YPAOボリュームは、「YPAO」（41ページ）の測定結果を保存後に効果的に機能します。

• 夜間などに小音量で聴く場合は、YPAOボリュームとアダプティブ DRCの両方を有効にすることを
おすすめします。

• YPAOの測定結果を保存すると、YPAOボリュームの設定が ONに切り替わります。

音量調節に連動して、ダイナ
に調節するかどうかを設定し
すくなります。
設定値

「オン」に設定すると、音量
ときは広がります。

YPAO ボリューム（YPAO Vol.）

オフ（Off） YPAOボリュームを無効にする。

オン（On） YPAOボリュームを有効にする。

アダプティブDRC（A

オフ（Off） ダイナミ

オン（On） ダイナミ

小音量 大

入力レベル

オ
オン

オフ 出
力
レ
ベ
ル

出
力
レ
ベ
ル
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ync）

112ページ）が「有効」の場合のみ設定できます。

ancer）
レゾモードを有効 /無効にします。

67ページ）を有効 /無効にします。

ミュージックエンハンサーを有効 /無効にできます（67ページ）。

VER、NET RADIO、radiko.jp、Spotify、Deezer、AirPlay：オ

、ミュージックエンハンサーは機能しません。

超える音声

cer）

ックエンハンサーを無効にする。

ックエンハンサーを有効にする。
■ダイアローグ（Dialog）
中央に定位する音（セリフなど）の音量や高さを調節します。

中央に定位する音（セリフなど）の音量を調整します。セリフが聴こえにくい場合
などにご利用ください。
設定値
0～ 3

• DTS:Xコンテンツ再生時や、Dolby Surroundデコーダーまたは Neural:Xデコーダー選択時は、調節
しても機能しません。

DTS:X コンテンツ再生時に中央に定位する音（セリフなど）の音量を調節します。
設定値
0～ 6

• DTSダイアローグコントロール対応の DTS:Xコンテンツを再生している場合のみ設定できます。

セリフが聴こえる位置の高さを調整します。セリフがテレビ画面よりも低い位置
から聴こえる場合は、設定値を大きくしてください。

• 以下のいずれかの場合のみ設定できます。
– フロントプレゼンススピーカー使用時に、音場プログラム（2ch Stereo、11ch Stereo以外）が選
ばれている。

– バーチャルプレゼンススピーカー（VPS）（62ページ）が機能している。
（視聴位置によっては、サラウンドスピーカーからセリフが聴こえる場合があります。）

設定値
0～ 5（値が大きいほど高い）

■ リップシンク（Lips
映像と音声のずれを調整します。

設定値
0ms ～ 500 ms（1ms単位）

• 設定メニューの「ディレイ有効設定」（

■ エンハンサー（Enh
ミュージックエンハンサーとハイ

ミュージックエンハンサー（

• 入力ごとに個別に設定できます。

• リモコンの ENHANCERキーでも

設定値

初期値
TUNER、Bluetooth、USB、SER
ン（On）
その他：オフ（Off）

• 以下の音声を再生しているときは

– サンプリング周波数が 48kHzを

– DSD音声

セリフ音量調整（Dialog Lvl）

DTS ダイアローグコントロール（DTS Dialog）

セリフ位置調整（Dialog Lift）

理想的な位置

エンハンサー（Enhan

オフ（Off） ミュージ

オン（On） ミュージ
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Extra Bass）
します。有効にすると、フロントスピーカーの大き
らず、より豊かな低音を楽しめます。

io Select）
す。

声入力端子を使用している場合に、本機で再生する

ストラベースを無効にする。

ストラベースを有効にする。

優先順位にしたがって、再生する音声信号を自動的に選ぶ。
DMI音声
ジタル音声（COAXIALまたは OPTICAL）
ナログ音声（AUDIO）

DMI音声を再生する。
I端子から音声信号が入力されていない場合、音声は出力され
。

ジタル音声（同軸デジタルまた光デジタル）を再生する。
IAL端子または OPTICAL端子から音声信号が入力されていな
、音声は出力されません。

ナログ音声を再生する。
O端子から音声信号が入力されていない場合、音声は出力され
。

ミュージックエンハンサーが有効時に、ハイレゾモードを有効 /無効にします。
有効にすると、ミュージックエンハンサーを使って非圧縮デジタル音声（2チャ
ンネル PCMなど）や可逆圧縮デジタル音声（FLAC など）の音質をさらに高める
ことができます。
設定値

■ボリュームレベル補正（Volume Trim）
音量に関する設定を変更します。

入力間の音量差を補正します。入力切替時に音量の増減が気になる場合は、この
設定を使って調節してください。

•  入力ごとに個別に設定できます。

設定値
–6.0dB ～ 0.0dB ～ +6.0dB（0.5dB 単位）

サブウーファーの音量を微調整します。
設定値
–6.0dB ～ 0.0dB ～ +6.0dB（0.5dB 単位）

■ エクストラベース（
エクストラベースを有効 / 無効に
さやサブウーファーの有無に関わ

設定値

■ 音声入力選択（Aud
音声入力に関する設定を変更しま

1つの入力に対して複数の音
音声信号を選択します。

•  入力ごとに個別に設定できます。

設定値

ハイレゾモード（HiRes Mode）

オン（On）
ハイレゾモードを有効にする。
（音声信号処理の状態によってはハイレゾモードが機能しない場合が
あります。）

オフ（Off） ハイレゾモードを無効にする。

入力レベル補正（In.Trim）

サブウーファーレベル補正（SW.Trim）

オフ（Off） エク

オン（On） エク

音声入力設定 (A.Sel)

自動判別（Auto）

以下の
1　H
2　デ
3　ア

HDMI（HDMI）
常に H
HDM
ません

COAX/OPT (COAX/OPT)
常にデ
COAX
い場合

アナログ（Analog）
常にア
AUDI
ません
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Dual Mono）
ど、モノラル多重音声信号入力時の出力音声を設定

音声が出力されるスピーカーは、デジタル放送チューナーの設定

ト (Shuffle/Repeat)
関する設定を変更します。

。

のは、入力が USB、SERVER の場合のみになります。

は、入力が USB、SERVER の場合のみになります。

フロントスピーカーから出力する。

フロントスピーカーから出力する。

副音声をフロントスピーカーから同時に出力する。

ル再生を無効にする。

（フォルダー）内の曲をランダムに再生する。

再生を無効にする。

を繰り返し再生する。

（フォルダー）内の曲を繰り返し再生する。
■映像処理（Video Process.）
設定メニューの「信号処理」（119ページ）で設定した内容（解像度、アスペクト）を
有効 /無効にします。

映像の信号処理を有効 /無効にします。
設定値

設定メニューの「画質調整」（120ページ）でプリセット（登録）した画質設定の
中から、使用する画質設定を選択します。

• 入力ごとに個別に設定できます。

設定値
1 ～ 6

■映像選択 (Video Out)
出力する映像を設定します。

選択した入力の音声と同時に出力する映像を設定します。

• 入力ごとに個別に設定できます。

設定値

■ 多重モノラル音声（
地上デジタル /BSデジタル放送な
します。

設定値

•「主＋副」に設定時、主音声 /副
により異なります。

■ シャッフル /リピー
シャッフル再生、リピート再生に

シャッフル再生を設定します
設定値

• 曲のシャッフル再生を設定できる

リピート再生を設定します。
設定値

• 曲のリピート再生を設定できるの

ビデオモード（V.M）

ダイレクト（Direct） 映像の信号処理を無効にする。

信号処理（Processing） 映像の信号処理を有効にする。

ビデオ画質調整（Video Adjust）

映像選択（V.Out）

オフ（Off） 映像を表示しない。

AV1～ 7（AV1～ 7） 選択した入力の映像を表示する。

主音声（Main） 主音声を

副音声（Sub） 副音声を

主＋副（All） 主音声と

シャッフル (Shuffle)

オフ（Off） シャッフ

オン（On） アルバム

リピート (Repeat)

オフ（Off） リピート

1 曲（One） 現在の曲

すべて（All） アルバム
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Add to Fav.）
オ局をお気に入りフォルダーに登録します。

、お好みのインターネットラジオ局を登録することができます。

（RemovefromFav.）
ーネットラジオ局を削除します。

 (On-screenInfo)
面に表示します（93ページ）。
■ FMモード（FM Mode）
FMラジオの受信方法（ステレオ /モノラル）を切り替えます。

設定値

■プリセット（Preset）
ラジオ局の登録や解除を設定します。

信号の強い FM ラジオ局を自動でプリセット番号に登録します。

• 最大 40のラジオ局を登録できます。

プリセット番号に登録されているラジオ局（プリセット局）の登録を解除します。

プリセット番号に登録されているすべてのラジオ局（プリセット局）の登録を解
除します。
選択項目

■ お気に入りに追加 （
お気に入りのインターネットラジ

• ショートカット機能（91ページ）でも

■ お気に入りから削除
お気に入りフォルダーからインタ

■ オンスクリーン情報
現在のステータス情報をテレビ画

FM モード (Mode)

ステレオ（Stereo） FMラジオをステレオで受信する。

モノラル
（Monaural） FMラジオをモノラルで受信する。

FM オートプリセット (FM Auto Preset)

プリセット消去 (Clear Preset)

全プリセット消去 (Clear All Preset)

キャンセル（Cancel）登録消去をキャンセルします。

実行（Execute） 登録されているすべてのラジオ局を削除します。



101

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

設定する

以下の手順は設定メニューの基本的な操作です。 各メニューから本
機のさまざまな機能を設定することができます。

• 新しいファームウェアが利用可能な場合は、メッセージ画面が表示されます。
また、封筒のアイコンが設定メニューの下に表示されます。

1 SETUPキーを押す。

2 カーソルキーでメニューを選び、ENTERキーを押す。

3 カーソルキーで項目を選び、ENTERキーを押す。

4 カーソルキーで設定を選ぶ。

5 SETUPキーを押す。
これで設定は完了です。

各種機能の設定（設定メニュー）

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

SETUP

カーソルキー
ENTER
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ページ

を選択します。 107

ます。 107

107

108

108

108

108

109

109

109

109

110

110

111
02

設定メニューでできること
メニュー 項目 説明

スピーカー設定

設定パターン選択 2つのスピーカー設定パターンを登録し、使用するスピーカー設定

設定データコピー 「設定パターン選択」に登録されているスピーカー設定をコピーし

構成

フロント フロントスピーカーのサイズを選択します。

センター センタースピーカーの有無やサイズを選択します。

サラウンド サラウンドスピーカーの有無やサイズを選択します。

サラウンドバック サラウンドバックスピーカーの有無やサイズを選択します。

フロントプレゼンス フロントプレゼンススピーカーの有無やサイズを選択します。

リアプレゼンス リアプレゼンススピーカーの有無やサイズを選択します。

サブウーファー サブウーファーの有無を設定します。

距離 スピーカーの距離を個別に設定します。

音量 スピーカーの音量を個別に設定します。

パラメトリックイコライザー イコライザーを使って音色を調節します。

テストトーン テストトーン出力を有効 /無効にします。

YPAO 測定結果 前回の YPAO 測定結果を確認・呼び出します。



103

本
機
の
特
長

準
備
す
る

再
生
す
る

設
定
す
る

付
　
録

111

。 112

112

112

112

113

113

113

113

113

113

114

114

114

。 114

114

114

115

分けるかどうかを設定します。 115

115

115

115

115

115

116

116

を選択します。 116

ます。 116

116

定します。 116

に調節するかどうかを設 定します。 116

レゼンススピーカー（VPS）を創り出すかどうか 116

カー（VSBS）を創り出すかどうかを設定します。 117

117

り替えて、好みの音質傾向を選択します。 117

117

ページ
音声設定

情報 本機の音声信号情報を表示します。

リップシンク
ディレイ有効設定 「自動 /手動選択」で設定したリップシンクを有効 /無効にします
自動 /手動選択 映像と音声の出力タイミングのずれを補正する方法を選択します。
調整 映像と音声のずれを手動で調整します。

DSP パラメーター

エフェクト量の加減 音場効果の強弱を調節します。
ディレイ 直接音からプレゼンス音場が生じるまでの時間を調節します。
音場空間の大きさ プレゼンス音場の広がり感を調節します。
響きの強さ プレゼンス音場の減衰量を調節します。
残響時間 後部残響音の減衰時間を調節します。
残響音の遅れ 直接音から後部残響音が生じるまでの時間を調節します。
残響音の強さ 後部残響音の余韻を調節します。
サラウンド音場の遅れ 直接音からサラウンド音場が生じるまでの時間を調節します。
サラウンド音場の広さ サラウンド音場の広がり感を調節します。
サラウンド音場の響き サラウンド音場の減衰量を調節します。
サラウンドバックの遅れ 直接音からサラウンドバック音場が生じるまでの時間を調節します
サラウンドバックの広さ サラウンドバック音場の広がり感を調節します。
サラウンドバックの響き サラウンドバック音場の減衰量を調節します。

サラウンドデコーダー
デコーダー選択 使用するサラウンドデコーダーを設定します。
センタースプレッド 2 チャンネルソース再生時にセンターチャンネル音声を左右に振り
センターイメージ フロント音場のセンター定位の強さ（広がり感）を調節します。

11ch ステレオ

レベル 「11ch ステレオ」の全体の音量を調節します。
前後バランス 「11ch ステレオ」の前後の音量バランスを調節します。
左右バランス 「11ch ステレオ」の左右の音量バランスを調節します。
高さバランス 「11ch ステレオ」の上下方向の高さを調節します。
モノラルミックス 「11ch ステレオ」の音声をモノラルにミックスします。
リセット 設定を初期化します。

ダイナミックレンジ Dolby Digital や DTS 信号再生時のダイナミックレンジの調節方法

ボリューム
音量の上限 リモコンの VOLUME キーなどで調節可能な音量の上限値を設定し
音量の初期値 電源を入れたときの音量を設定します。

ピュアダイレクトモード ピュアダイレクトが有効なときに映像信号を出力するかどうかを設
アダプティブ DSPレベル 音量の大きさに合わせて、音場プログラムのエフェクト量も自動的

バーチャルスピーカー
VPS フロント、センター、サラウンドスピーカーを使ってバーチャルプ

を設定します。
VSBS サラウンドスピーカーを使ってバーチャルサラウンドバックスピー

ウルトラロージッター PLL モード ジッター除去機能を有効 / 無効にします。
DAC デジタルフィルター デジタル－アナログ変換で使用するデジタルフィルターの種類を切
バランス入力アッテネーター バランス入力のアッテネーター機能を有効 / 無効にします。

メニュー 項目 説明
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シーン設定
シーン設定 シーン機能の設定を変更します。

シーン名変更 本体前面ディスプレイやテレビ画面に表示するシーン名を変更しま

ビデオ /HDMI 設定

情報 本機の HDMI 信号情報を表示します。

ビデオモード

ビデオモード 映像の信号処理（解像度、アスペクト比）を有効 /無効にします。

解像度 出力する HDMI 映像信号の解像度を選択します。

アスペクト 出力する HDMI 映像信号のアスペクト比（縦横比）を選択します。

画質調整 画質を調整します。

HDMIコントロール

HDMIコントロール HDMIコントロールを有効 /無効にします。

TV 音声入力 テレビの音声出力端子と接続した本機の音声入力端子を設定します
ARC ARC を有効 /無効にします。

スタンバイ連動 「HDMI コントロール」を「オン」に設定時、HDMI コントロール
させるかどうかを設定します。

HDMI 音声出力 HDMI の音声を TV スピーカーから出力するかどうかを設定します

HDMI ZONE OUT割り当て HDMI OUT 3 (ZONE OUT) 端子の割り当てを選択します。

HDCP バージョン HDMI 入力端子の HDCP バージョンを設定します。

HDMI スタンバイスルー 本機がスタンバイ時、HDMI 端子から入力された映像 /音声をテレ

ネットワーク設定

情報 本機のネットワーク情報を表示します。

ネットワーク接続 ネットワークへの接続方法を設定します。

IPアドレス ネットワーク情報（IP アドレスなど）を設定します。

ネットワークスタンバイ ネットワーク機器から本機の電源を入れる機能（ネットワークスタ

MACアドレスフィルター
フィルター MAC アドレスを指定して本機にアクセスできるようネットワーク

MAC アドレス 本機へのアクセスを許可するネットワーク機器の MAC アドレスを

DMC からの操作 デジタルメディアコントローラー（DMC）からの操作を有効 /無効

AirPlay 音量連動 AirPlay 入力選択時に、本機と iTunes/iPhone の音量を連動させる

ネットワーク名 ネットワークに表示される本機の名称を設定します。

MusicCast Link電源連動 本機と MusicCast 対応機器の電源連動を設定します。

Bluetooth設定

Bluetooth Bluetooth機能を有効 /無効にします。

音声受信
デバイス切断 Bluetooth機器（スマートフォンなど）と本機との Bluetooth 接続

Bluetoothスタンバイ Bluetooth機器から本機の電源を入れる機能（Bluetooth スタンバイ

メニュー 項目 説明
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マルチゾーン設定

情報 本機のマルチゾーン情報を表示します。

ゾーン 2設定

音量 ゾーン 2 出力の音量調節を有効 /無効にします。
音量の上限 リモコンの VOLUME キーなどで調節可能なゾーン 2 の音量の上限
音量の初期値 ゾーン 2 の電源を入れたときの音量を設定します。
音声の遅れ ゾーン 2 の音声が出力されるタイミングを映像にあわせて調整しま
モノラル再生 ゾーン 2 に出力する音声信号をモノラル信号に変換するかどうかを
エンハンサー ゾーン 2 出力のミュージックエンハンサーを有効 /無効にします。
トーンコントロール ゾーン 2 に出力する音声の高音域と低音域のバランスを調整します
エクストラベース ゾーン 2 出力のエクストラベースを有効 /無効にします。
左右バランス ゾーン 2 出力の音量バランスを調整します。

ゾーン 3設定

音量 ゾーン 3 出力の音量調節を有効 / 無効にします。
音量の上限 リモコンの VOLUME キーなどで調節可能なゾーン 3の音量の上限
音量の初期値 ゾーン 3の電源を入れたときの音量を設定します。
音声の遅れ ゾーン 3の音声が出力されるタイミングを映像にあわせて調整しま
モノラル再生 ゾーン 3に出力する音声信号をモノラル信号に変換するかどうかを
エンハンサー ゾーン 3出力のミュージックエンハンサーを有効 / 無効にします。
トーンコントロール ゾーン 3に出力する音声の高音域と低音域のバランスを調整します
エクストラベース ゾーン 3出力のエクストラベースを有効 / 無効にします。
左右バランス ゾーン 3出力の音量バランスを調整します。

ゾーン名変更 テレビ画面に表示されるゾーンの名称を変更します。
パーティーモード設定 パーティーモードの対象ゾーンを選択します。

メニュー 項目 説明
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システム設定

情報 本機のシステム情報を表示します。

言語設定 テレビ画面の表示言語を設定します。

入力端子割り当て COMPONENT VIDEO(コンポーネント )、COAXIAL(同軸 )、OPTIC

入力スキップ INPUT キーを操作した時にスキップする入力を設定します。

入力名変更 本体前面ディスプレイやテレビ画面に表示する、入力の名称を変更

自動再生 インターネットラジオなどの自動再生を有効 /無効にします。

DSP スキップ PROGRAM キーを操作した時にスキップする音場プログラムを設定

リモコンキー
PROGRAMキー リモコンの PROGRAM キーの機能を設定します。

カラーキー リモコンの RED、GREEN、YELLOW、BLUE キーに機能を設定しま

表示設定

ディマー
（前面ディスプレイ） 本体前面ディスプレイの明るさを調節します。

音量 音量の表示方式を切り替えます。

ショートメッセージ 本機を操作した際に、テレビ画面にショートメッセージを表示する

壁紙設定 テレビ画面表示の背景画像を選択します。

トリガー出力 1
トリガーモード トリガー機能により本機と外部機器を連動させる動作を設定します

対象ゾーン トリガー機能により動作を連動させるゾーンを設定します。

トリガー出力 2
トリガーモード トリガー機能により本機と外部機器を連動させる動作を設定します

対象ゾーン トリガー機能により動作を連動させるゾーンを設定します。

エコ設定 自動スタンバイ 本機の電源を自動的にスタンバイにするまでの時間を設定します。

設定保護 設定を保護して、変更できないようにします。

ファームウェアアップデート ネットワークを利用してファームウェアを更新します。

メニュー 項目 説明
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ているスピーカー設定をコピーします。

す。

径が 16cm以上の場合は「大」、16cm未満の場合は「小」を目安に

カーソルキーで「クロスオーバー」を設定できます。「クロスオー
はサブウーファーから、高い周波数の音声は該当スピーカーから

を選択します。

ーファー 2」の両方が「使用しない」の場合は、自動的に「大」が

1」のスピーカー設定を「パターン 2」にコピーする。

2」のスピーカー設定を「パターン 1」にコピーする。

スピーカーが大きい場合に選択する。
チャンネルの全帯域がフロントスピーカーから出力されます。

スピーカーが小さい場合に選択する。
ーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウーファー
されます（初期値：80Hz）。
スピーカー設定
スピーカーの各種パラメーターを手動で設定します。

• 各項目の初期値には下線が付いています。

■設定パターン選択
2つのスピーカー設定パターンを登録して、使用するスピーカー設定を選択します。
選択した設定パターンに以下のスピーカー設定が登録されます。
• 構成
• 距離
• 音量
• パラメトリックイコライザー
• YPAO測定結果

設定値
パターン 1、パターン 2

• 設定パターンの番号は右側の図の中央に表示されます。

• この機能を使用すると、好みのスピーカー設定を 2パターン登録し、視聴環境に応じて簡単に切り替え
ることができます。たとえば、カーテンの開閉状態によりスピーカー設定を使い分けたい場合などにご
利用ください。

■ 設定データコピー
「設定パターン選択」に登録され

選択項目

■ 構成
スピーカーの出力特性を設定しま

• 使用するスピーカーのウーファー部口
設定してください。

• スピーカーサイズで「小」を選択時、
バー」の設定値より低い周波数の音声
出力されます。

フロントスピーカーのサイズ
設定値

•「サブウーファー 1」と「サブウ
選択されます。

パターン 1 > 2 「パターン

パターン 2 > 1 「パターン

フロント

大 フロント
フロント

小
フロント
「クロスオ
から出力
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の有無やサイズを選択します。

配置（サラウンド）」が「前方」の場合は設定できません。

ーの有無やサイズを選択します。

「無」の場合は設定できません。
olby Atmosコンテンツの再生については、「プレゼンススピーカー
ださい。

ラウンドバックスピーカーを接続している場合に選択する。
ドバックチャンネルの全帯域がサラウンドバックスピーカー
されます。

ラウンドバックスピーカーを接続している場合に選択する。
ーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウー
ら出力されます（初期値：80Hz）。

ドバックスピーカーを接続しない場合に選択する。
ドバックチャンネルの音声はサラウンドスピーカーから出力さ

プレゼンススピーカーが大きい場合に選択する。

プレゼンススピーカーが小さい場合に選択する。
ーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウー
たはフロントスピーカーから出力されます（初期値：80Hz）。

プレゼンススピーカーを接続しない場合に選択する。

プレゼンススピーカーが前方の壁に設置されている場合に選択

プレゼンススピーカーが天井に設置されている場合に選択する。

イネーブルドスピーカー（Dolby Enabled Speaker）をフロ
ゼンススピーカーとして使用する場合に選択する。
08

センタースピーカーの有無やサイズを選択します。
設定値

サラウンドスピーカーの有無やサイズを選択します。
設定値

配置

•「構成（サラウンド）」が「無」の場合は設定できません。

サラウンドバックスピーカー
設定値

•「サラウンド」が「無」または「

フロントプレゼンススピーカ
設定値

配置

•「構成（フロントプレゼンス）」が
• プレゼンススピーカー使用時の D
の配置」（25ページ）をご覧く

センター

大 センタースピーカーが大きい場合に選択する。
センターチャンネルの全帯域がセンタースピーカーから出力されます。

小
センタースピーカーが小さい場合に選択する。
「クロスオーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウーファー
から出力されます（初期値：80Hz）。

無 センタースピーカーを接続しない場合に選択する。
センターチャンネルの音声はフロントスピーカーから出力されます。

サラウンド

大
サラウンドスピーカーが大きい場合に選択する。
サラウンドチャンネルの全帯域がサラウンドスピーカーから出力され
ます。

小
サラウンドスピーカーが小さい場合に選択する。
「クロスオーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウーファー
から出力されます（初期値：80Hz）。

無
サラウンドスピーカーを接続しない場合に選択する。
サラウンドチャンネルの音声はフロントスピーカーから出力され、音
場プログラムがバーチャルシネマ DSPに切り替わります。

後方 サラウンドスピーカーを部屋の後方に配置する場合に選択する。

前方 サラウンドスピーカーを部屋の前方に配置する場合に選択する。この
場合、バーチャルシネマフロント（65ページ）が機能します。

サラウンドバック

大
大きいサ
サラウン
から出力

小
小さいサ
「クロスオ
ファーか

無
サラウン
サラウン
れます。

フロントプレゼンス

大 フロント

小
フロント
「クロスオ
ファーま

無 フロント

フロントハイト フロント
する。

オーバーヘッド フロント

ドルビー
イネーブルド SP

ドルビー
ントプレ
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配置

ブウーファー 2」が「使用しない」の場合は設定できません。

て、各スピーカーの音が視聴位置に同時に届くように
ートルまたはフィート）を選んでください。

ー、サラウンド左、サラウンド右、サラウンドバック左、
レゼンス左、フロントプレゼンス右、リアプレゼンス左、
ー 1、サブウーファー 2

ft～ 10.0 ft～ 80.0ft）、0.05m（0.2ft）単位

ます。

ー、サラウンド左、サラウンド右、サラウンドバック左、
レゼンス左、フロントプレゼンス右、リアプレゼンス左、
ー 1、サブウーファー 2

0.5dB単位）

ブウーファーを部屋の左右に配置する場合に選択する。

ブウーファーを部屋の前後に配置する場合に選択する。

定せずに、2台のサブウーファーを任意の位置に置く場合に
。

リアプレゼンススピーカーの有無やサイズを選択します。
設定値

配置

•「構成（サラウンド /フロントプレゼンス /リアプレゼンス）」が「無」の場合は設定できません。
• プレゼンススピーカー使用時の Dolby Atmosコンテンツの再生については、「プレゼンススピーカー
の配置」（25ページ）をご覧ください。

サブウーファーの有無（SUBWOOFER1～ 2端子への接続）や位相を選択します。

設定値

• 視聴位置で低音が弱く感じるときに、位相を変更すると改善される場合があります。

•「サブウーファー 1」または「サ

■ 距離
スピーカーの距離を個別に設定し
調節します。最初に表示単位（メ

選択項目
フロント左、フロント右、センタ
サラウンドバック右、フロントプ
リアプレゼンス右、サブウーファ

設定値
0.30m～ 3.00m～ 24.00m（1.0

■ 音量
スピーカーの音量を個別に調節し

選択項目
フロント左、フロント右、センタ
サラウンドバック右、フロントプ
リアプレゼンス右、サブウーファ

設定値
–10.0dB～ 0.0dB～ +10.0dB（

リアプレゼンス

大 リアプレゼンススピーカーが大きい場合に選択する。

小
リアプレゼンススピーカーが小さい場合に選択する。
「クロスオーバー」の設定値より低い周波数の音声は、サブウー
ファーまたはフロントスピーカーから出力されます（初期値：80Hz）。

無 リアプレゼンススピーカーを接続しない場合に選択する。

リアハイト リアプレゼンススピーカーが後方の壁に設置されている場合に選択する。

オーバーヘッド リアプレゼンススピーカーが天井に設置されている場合に選択する。

ドルビー
イネーブルド SP

ドルビーイネーブルドスピーカー（Dolby Enabled Speaker）をリア
プレゼンススピーカーとして使用する場合に選択する。

サブウーファー 1、サブウーファー 2

使用する

正相

SUBWOOFER1端子または SUBWOOFER2端子にサブウーファーを接
続している場合に選択する（位相を反転しない）。
LFE（低域効果音）チャンネルの音声と、他のスピーカーから振り分け
られた音声がサブウーファーから出力されます。

逆相

SUBWOOFER1端子または SUBWOOFER2端子にサブウーファーを接
続している場合に選択する（位相を反転する）。
LFE（低域効果音）チャンネルの音声と、他のスピーカーから振り分け
られた音声がサブウーファーから出力されます。

使用しない
SUBWOOFER1端子または SUBWOOFER2端子にサブウーファーを接
続しない場合に選択する。
低音域の音声はフロントスピーカーから出力されます。

左右配置 2台のサ

前後配置 2台のサ

モノラル 2台 配置を指
選択する
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されている７つのバンド（サブウーファーは 4 つ）か

バンド幅）、ゲイン（レベルの強さ）を微調節したい場合
、次のように操作する。

の「バンド」の中心周波数を調節する。
バンド」の Q ファクター（バンド幅）を調節する。
の「バンド」のゲイン（レベルの強さ）を調節する。

（サブウーファーは 15.6Hz ～ 250.0Hz）

dB 単位）

押す。

します。テストトーンを出力すると、実際の効果を
イコライザーを調節できます。

ーンを出力しない。

ーの音量やイコライザーを調節する際に、テストトーンを
出力する。
10

■パラメトリックイコライザー
イコライザーを使って音色を調節します。

設定値

•「YPAO:フラット」、「YPAO:フロント近似」、「YPAO:ナチュラル」は、「YPAO」（41ページ）の結果が保
存されている場合に効果があります。これらの設定を選択後にもう一度 ENTERキーを押すと、測定結果
を確認できます。

■イコライザーの手動編集

1 「パラメトリックイコライザー」で「手動編集」を選び、ENTERキーを押す。

2 もう一度 ENTERキーを押して、編集画面を表示する。

3 カーソルキーでスピーカーを選び、ENTERキーを押す。

• すべてのスピーカーの設定を初期値に戻すには、カーソルキーで「PEQデータクリア」を選び
ENTERを押し、「OK」を選択します。

•「PEQデータコピー」を使うと、「YPAO:フラット」、「YPAO:フロント近似」、「YPAO:ナチュラル」
の値を、「手動編集」の編集画面にコピーできます。「YPAO」の結果を微調整する場合にご利用く
ださい。

4 カーソルキーであらかじめ設定
ら調節したいバンドを選ぶ。

5 中心周波数や Q ファクター（
は、カーソルキーで項目を選び

周波数：カーソルキーで選択中
Q：カーソルキーで選択中の「
ゲイン： カーソルキーで選択中

設定値
中心周波数： 15.6Hz ～ 16.0kHz
Qファクター：0.500～ 10.08
ゲイン： -20.0dB ～ +6.0dB（0.5

6 終了するには、SETUPキーを

■ テストトーン
テストトーン出力を有効 /無効に
確認しながらスピーカーの音量や

設定値

手動編集 イコライザーを手動で調節する場合に選択する。
詳しくは「イコライザーの手動編集」をご覧ください（110ページ）。

YPAO:フラット 各スピーカーの特性を均一に設定する。

YPAO:フロント近似 フロントスピーカーの特性に合わせて、各スピーカーの特性を設定する。

YPAO:ナチュラル 高域特性を下げた状態で揃えて、各スピーカーの音質を設定する。

使用しない イコライザーを使用しない。

オフ テストト

オン スピーカ
自動的に
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まま出力していても、再生機器側の仕様や設定により、信号が変

力信号の音声フォーマット

号のチャンネル数（フロント / サラウンド /LFE）
5.1(3/2/0.1)」と表示されている場合、合計 5.1ch（フロント
ch、サラウンド 2ch、LFE）

DTS：Xコンテンツ再生時）
7.1.4」と表示されている場合、「7.1チャンネル +オーバー
ッドスピーカーチャンネルの 4」を示す。

力デジタル信号の 1 秒あたりのサンプル数（サンプリング周
数）

力ビットストリーム信号のダイアログノーマライゼーション
ベル

力信号のチャンネル数（「5.1.2」と表示されている場合、従
の 5.1 チャンネルと上方のスピーカー用チャンネルが 2 チャ
ネル分）および音声を出力しているスピーカー端子
■ YPAO測定結果
「YPAO測定結果」で前回の調整内容（「結線確認」、「大きさ判定」、「距離補正」、「音量
調整」、「角度（水平角）」、「高さ」）を確認することができます。
手動で調整したスピーカー設定が適切でない場合は、手動設定を破棄して前回の YPAO
測定結果を呼び出して適用することができます。

1 カーソルキーで「設定の呼び出し」を選ぶ。

2 ENTERキーを押す。

3 SETUPキーを押す。

音声設定
音声出力に関する設定を変更しま

■ 情報
本機の音声信号情報を表示します

項目

• 本機側でビットストリーム信号をその
換されている場合があります。

前回の測定結果の呼び出し

入力

信号方式 入

チャンネル

信
「

3

（
「
ヘ

サンプリング 入
波

ダイアローグ 入
レ

出力 チャンネル
出
来
ン
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正」に設定時、映像と音声のずれを手動で調整します。
動補正の値を微調整できます。

」に設定時は、調整画面にオフセット（自動補正の値と微調整し

ンク」（97ページ）でも映像と音声のずれを調整できます。

力（HDMI OUT1、HDMI OUT2、HDMI OUT3、アナログ）ごとに

す。

量（音場効果のかかり具合）を調整します。

できる項目が異なります。

ト」を選択します。
12

■リップシンク
音声の出力を遅らせることにより、映像と音声の出力タイミングのずれを調整します。

入力ごとに、リップシンク（映像と音声の出力タイミング補正）を有効 /無効に
します。
選択項目
AV1～ 7、AUX、AUDIO1～ 4

設定値

映像と音声の出力タイミングのずれを補正する方法を選択します。
設定値

• テレビによっては自動補正が機能しない場合があります。この場合は、手動で補正してください。

「自動 /手動選択」を「手動補
「自動補正」に設定時は、自

設定値
0ms～ 500ms（1ms 単位）

•「自動 /手動選択」を「自動補正
た値の差）が表示されます。

• オプションメニューの「リップシ

• 設定値はテレビを接続している出
それぞれ記憶されます。

■ DSPパラメーター
音場プログラムの設定を変更しま

音場プログラムのエフェクト
設定値
–6dB～ +3dB（1dB 単位）

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

ディレイ有効設定

無効 選択した入力のリップシンクを無効にする。

有効 選択した入力のリップシンクを有効にする。

自動 / 手動選択

自動補正
自動補正に対応しているテレビを HDMIで本機に接続時に、映像と
音声のずれを自動で補正する。
必要に応じて、「調整」で自動補正の値を微調整できます。

手動補正 映像と音声のずれを手動で補正する。
「調整」で設定した補正値が適用されます。

調整

エフェクト量の加減
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す。値を大きくすると残響音が豊かになり、小さく

できる項目が異なります。

ト」を選択します。

での時間を調節します。値を大きくすると残響音の
と早くなります。

できる項目が異なります。

ト」を選択します。

ます。値を大きくすると反響が増し、小さくすると

できる項目が異なります。

ト」を選択します。
直接音からプレゼンス音場が生じるまでの時間を調節します。プレゼンス音場は
前方に生成されます。値を大きくすると音場の発生が遅くなり、小さくすると早
くなります。
設定値
1ms～ 99ms

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

プレゼンス音場の広がり感を調節します。プレゼンス音場は前方に生成されます。
値を大きくすると広がり感が増し、小さくすると減少します。
設定値
0.1～ 2.0

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

プレゼンス音場の減衰量を調節します。プレゼンス音場は前方に生成されます。 
値を大きくすると残響音の余韻が強くなり、小さくすると弱くなります。
設定値
0～ 10

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

残響音の減衰時間を調節しま
するとすっきりとします。
設定値
1.0s～ 5.0s

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

直接音から残響音が生じるま
発生が遅くなり、小さくする
設定値
0ms～ 250ms

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

残響音の余韻の強さを調節し
減少します。
設定値
0%～ 100%

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

ディレイ

音場空間の大きさ

響きの強さ

残響時間

残響音の遅れ

残響音の強さ
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音場が生じるまでの時間を調節します。サラウンド
ます。値を大きくすると音場の発生が遅くなり、小

できる項目が異なります。

ト」を選択します。

り感を調節します。サラウンドバック音場は後方に
ると広がり感が増し、小さくすると減少します。

できる項目が異なります。

ト」を選択します。

量を調節します。サラウンドバック音場は後方に生
と反響が増し、小さくすると減少します。

できる項目が異なります。

ト」を選択します。

れ

さ

き

14

直接音からサラウンド音場が生じるまでの時間を調節します。サラウンド音場は
後方左右に生成されます。値を大きくすると音場の発生が遅くなり、小さくする
と早くなります。
設定値
1ms～ 49ms

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

サラウンド音場の広がり感を調節します。サラウンド音場は後方左右に生成され
ます。値を大きくすると広がり感が増し、小さくすると減少します。
設定値
0.1～ 2.0

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

サラウンド音場の減衰量を調節します。サラウンド音場は後方左右に生成されま
す。値を大きくすると反響が増し、小さくすると減少します。
設定値
0～ 10

• サウンドプログラムによって利用できる項目が異なります。

• 初期値設定に戻すには、「リセット」を選択します。

直接音からサラウンドバック
バック音場は後方に生成され
さくすると早くなります。
設定値
1ms～ 49ms

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

サラウンドバック音場の広が
生成されます。値を大きくす
設定値
0.1～ 2.0

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

サラウンドバック音場の減衰
成されます。値を大きくする
設定値
0～ 10

• サウンドプログラムによって利用

• 初期値設定に戻すには、「リセッ

サラウンド音場の遅れ

サラウンド音場の広さ

サラウンド音場の響き

サラウンドバックの遅

サラウンドバックの広

サラウンドバックの響
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の設定は「11ch ステレオ」を選択した場合に有効で

ます。値が大きいほど前方の音量が大きくなり、値
きくなります。この設定は「11ch ステレオ」を選択

ます。値が大きいほど右方向の音量が大きくなり、
が大きくなります。この設定は「11ch ステレオ」を

する場合、音声の上下方向の高さを調節します。値
になり、値が小さいほど音声の位置が下になります。
」を選択した場合に有効です。

ると、プレゼンススピーカーは消音します。
■サラウンドデコーダー
サラウンドデコーダーを設定します。

使用するサラウンドデコーダーを設定します。
設定値
Auto、 bDsur、Neural:X、 Neo:6 Cinema、 Neo:6 Music

サラウンドデコーダーとして「bDsur」を選択した場合に、2 チャンネルソース
再生でセンターチャンネル音声を左右に振り分けるか設定します。
設定値

• センターからの音声を強く感じる場合は、「オン」に設定してください。

サラウンドデコーダーとして「Neo:6 Music」を選択した場合に、フロント音場の
センター定位の強さ（広がり感）を調節します。値を大きくするとセンター定位
が強まり広がり感が減少し、小さくするとセンター定位が弱まり広がり感が増加
します。
設定値
0.0～ 0.3～ 1.0

■ 11chステレオ
音量設定を調整します。

全体の音量を調節します。こ
す。
設定値
–5～ 0～ 5

前後の音量バランスを調節し
が小さいほど後方の音量が大
した場合に有効です。
設定値
–5～ 0～ 5

左右の音量バランスを調節し
値が小さいほど左方向の音量
選択した場合に有効です。
設定値
–5～ 0～ 5

プレゼンススピーカーを使用
が大きいほど音声の位置が上
この設定は「11ch ステレオ
設定値
0～ 5～ 10

•「高さバランス」を「0」に設定す

デコーダー選択

センタースプレッド

オフ センタースプレッドを無効にする。

オン センタースプレッドを有効にする。

センターイメージ

レベル

前後バランス

左右バランス

高さバランス
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ード
が有効なときに映像信号を出力するかどうかを設定し

ベル
自動的に調節するかどうかを設定します。

ー
す。

ンドスピーカーを使ってバーチャルプレゼンスス
かどうかを設定します。VPS を有効にすると、フロン
続されていない場合でも、本機はフロント、セン
を使って前方にバーチャルプレゼンススピーカーを
トプレゼンススピーカーが接続されていれば、リア
ても、後方にバーチャルプレゼンススピーカーを創

高さによっては、VPSの効果が得られない場合があります。その
。

を出力する。
入力の映像や画面表示が自動的に表示されます。
が入力されていない場合は、壁紙が表示されます。

を出力しない（壁紙も表示しない）。

グラムのエフェクト量を自動的に調節しない。

測定結果および音量調節に応じて、音場プログラムのエフェ
自動的に調節する。

ルプレゼンススピーカー（VPS）を無効にする。

ルプレゼンススピーカー（VPS）を有効にする。
16

音声をモノラルにミックスします。この設定は「11ch ステレオ」を選択した場合
に機能します。
設定値

すべての設定を初期値に戻します。

■ダイナミックレンジ
Dolby Digitalや DTS信号再生時のダイナミックレンジの調節方法を選択します。

設定値

■ボリューム
音量を設定します。

音量操作時に調節可能な音量の上限値を設定します。
設定値
-60.0dB～ +15.0dB（5.0dB単位）、+16.5dB [20.5 ～ 95.5 (5.0 単位 )、 97.0]

電源を入れたときの音量を設定します。
設定値

■ ピュアダイレクトモ
ピュアダイレクト（67ページ）
ます。

設定値

■ アダプティブ DSPレ
音場プログラムのエフェクト量を

設定値

■ バーチャルスピーカ
バーチャルスピーカーを設定しま

フロント、センター、サラウ
ピーカー（VPS）を創り出す
トプレゼンススピーカーが接
ター、サラウンドスピーカー
創り出します。また、フロン
プレゼンススピーカーがなく
り出します（62ページ）。
設定値

• サラウンドスピーカーを設置した
場合は VPSを無効にしてください

モノラルミックス

オフ 音声をモノラルミックスして出力しない。

オン 音声をモノラルミックスして出力する。

リセット

最大 入力信号を補正せずに再生する。

標準 家庭での使用に適したダイナミックレンジで再生する。

最小 /自動 夜間や小音量でも聴きやすいダイナミックレンジで再生する。
Dolby TrueHD再生時は、入力信号の情報にもとづいて再生されます。

音量の上限

音量の初期値

オフ 前回電源をスタンバイにしたときの音量を適用する。

オン
ミュート、または指定した音量（–80.0dB～ +16.5dB、0.5dB単位）
[0.5 ～ 97.0 (0.5 単位 )]に固定する。
（「音量の上限」より低い値に設定してください。）

自動
映像信号
選択した
映像信号

ビデオ オフ 映像信号

オフ 音場プロ

オン YPAOの
クト量を

VPS

オフ バーチャ

オン バーチャ
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るデジタルフィルターの種類を切り替えて、好みの

ネーター
能を有効 /無効にします。有効にすると、バランス
ベルの信号が入力されたときに、信号レベルを下げて
。

3V（実効値）以上の信号を出力するオーディオ機器を
機能を有効にしてください。

性のフィルターを使って帯域外ノイズを除去する。
傾向の音質になります。

な特性のフィルターを使って帯域外ノイズを除去する。
傾向の音質になります。

タルフィルターによる音の遅延を最小化する。
上がりが早く、リズミカルな傾向の音質になります。

入力のアッテネーター機能を無効にする。

入力のアッテネーター機能を有効にして信号レベルを下げる
サラウンドスピーカーを使ってバーチャルサラウンドバックスピーカー（VSBS）
を創り出すかどうかを設定します。VSBS を有効にすると、サラウンドバックス
ピーカーが接続されていない場合でも、本機はサラウンドスピーカーを使って
バーチャルサラウンドバックスピーカーを創り出します。
設定値

• VSBSは 6.1/7.1チャンネルソースの再生時のみ効果があります。

■ウルトラロージッター PLLモード
ジッター除去機能を有効 / 無効にします。

対象の入力
AV1～7、AUDIO1～4（デジタル音声入力端子が割り当てられている場合のみ設定可）、SERVER、
NET RADIO、Spotify、radiko.jp、Deezer、AirPlay、MusicCast Link、Bluetooth、USB

設定値

■ DACデジタルフィル
デジタル－アナログ変換で使用す
音質傾向を選択します。

設定値

■ バランス入力アッテ
バランス入力のアッテネーター機
入力端子（AUDIO4）に大きなレ
音が歪むのを防ぐことができます
AUDIO4端子（34ページ）に、
接続する場合は、アッテネーター

対象の入力
AUDIO4

設定値

VSBS

オフ バーチャルサラウンドバックスピーカー（VSBS）を無効にする。

オン バーチャルサラウンドバックスピーカー（VSBS）を有効にする。

オフ ジッター除去機能を無効にする。

レベル 1、レベル 2、
レベル 3

ジッター除去機能を有効にする。
レベルを上げると、DA変換の精度が向上しますが、再生機器によって
は音声クロックの周波数や変動量により音が途切れることがあります。
その場合はレベルを下げてご使用ください。

シャープロールオフ型 急峻な特クリアな

スローロールオフ型 なだらか
ソフトな

ショート
レーテンシー型

内蔵デジ
音の立ち

バイパス バランス

ATT.(-6dB) バランス
（-6dB）。
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選択項目

きません。
の「初期音量」の設定が優先されます。

戻すには、「リセット」を選び、ENTER キーを押します。

ル連動を使用するには、HDMI コントロールを有効にする必要が
トロール」（121ページ）ご覧ください。

ール連動

01ページ）、音声入力選択（98ページ）

TUNER、Spotify、radiko.jp、Deezer、SERVER、
IO、Bluetooth、USB の場合］
音楽コンテンツ
記以外の場合］

（59ページ）

グラム（61ページ）、ピュアダイレクトモード
ージ）、エンハンサー（67ページ）、ハイレゾモード
ジ）、SURROUND:AI（62ページ）

ントロール（96ページ）、YPAO ボリューム（96ページ）、
ィブ DRC（96ページ）、エクストラベース（98ページ）

置調整（97ページ）、セリフ音量調整（97ページ）、
ファーレベル補正（98ページ）

ード（119ページ）、ビデオ画質調整（99ページ）

ボリューム（59ページ）

ンク設定（112ページ）、ディレイ（112ページ）

ーン（107ページ）、パラメトリックイコライザー
ージ）

9ページ）、 入力（89ページ）、音量（89ページ）*1、2
18

シーン設定
シーン機能に関する設定を変更します。

■シーン設定
シーンで呼び出す設定項目を選択します。また、各シーンに現在登録されている内容を
確認できます。

• シーンの割り当ては、ラジオ局、USB、Bluetooth およびネットワークデバイスのコンテンツを含めるこ
とができます。

■手順

1 カーソルキーでシーン名を選び、ENTER キーを押す

2 設定項目を追加するには、カーソルキーで項目を選び、ENTER キーを押してチェック
ボックスにチェックを入れます。

チェックを外すと設定項目から除外されます。

*1 Zone4では音量の設定は使用で
*2 音量は、マルチゾーンメニュー

• 選択したシーンの設定を初期値に

• HDMI コントロールのコントロー
あります。詳しくは「HDMI コン

HDMIコントロール コントロ

入力設定 入力（1

登録コンテンツ

［入力が
NET RAD
放送局、
［入力が上

---

HDMI 出力端子 出力端子

再生モード
DSP プロ
（116ペ
（98ペー

音声設定 トーンコ
アダプテ

音場設定 セリフ位
サブウー

映像設定 ビデオモ

音量 マスター

リップシンク設定 リップシ

スピーカー設定 設定パタ
（110ペ

ゾーン連動 電源（8
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る情報が表示されます。

クト比、画質調整）を有効 /無効にします。

力の遅延を低減するため、各種の映像処理回路をバイパスして

号の入出力の有無

（アナログまたは HDMI）と出力信号（HDMI）の解像度

対応している解像度

号処理を無効にする。

号処理を有効にする。
、「アスペクト」、「画質調整」の設定が適用されます。
■シーン名変更
前面ディスプレイやテレビ画面に表示するシーンの名称を変更します。

1 カーソルキーでシーン名を選び、ENTER キーを押す。

2 カーソルキーと ENTER キーで名称を変更し、「保存」を選んで ENTER 

キーを押す。

• 入力した内容をすべて消去するには、「クリア」を選びます。

• 初期値に戻すには、「リセット」を選びます。

3 SETUP キーを押す。
これで設定は完了です。

ビデオ /HDMI設定
映像出力に関する設定を変更しま

■ 情報
映像信号および HDMI 信号に関す

項目

■ ビデオモード
映像の信号処理（解像度、アスペ

設定値

•「ダイレクト」に設定時は、映像信号出
映像信号が伝送されます。

HDMI信号 HDMI信

HDMI解像度 入力信号

HDMIモニター
ビデオ解像度 テレビが

ダイレクト 映像の信

信号処理 映像の信
「解像度」
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理」に設定時、画質を調整します。調整した画質はプ
録されます。

号の解像度が 1080p以下の場合のみ機能します。

セット番号を選ぶ。

を選ぶ。

選ぶ。

ーを押す。
20

「ビデオモード」を「信号処理」に設定時、出力する HDMI映像信号の解像度を選
択します。
設定値

• テレビが対応していない解像度で出力するには、アドバンストセットアップメニューの
「MONITOR CHECK」で「SKIP」を選んでから（135ページ）、解像度を設定してください。（映像が
テレビ画面に正しく表示されなくなる場合があります。）

「ビデオモード」を「信号処理」に設定時、出力する HDMI映像信号のアスペクト
比（縦横比）を選択します。
設定値

• 解像度が 480i、480pの映像信号を 720p、1080i、1080pまたは 2160p（4K）に変換時のみ有効で
す。

「ビデオモード」を「信号処
リセット番号（1～ 6）に登

• 画質調整は入力されている映像信

■ 手順

1 ENTERキーを押してプリ

2 カーソルキーで設定項目

3 カーソルキーで設定値を

4 終了するには、SETUPキ

解像度

変換しない 解像度を変換しない。

自動判別 出力先のテレビの解像度に自動的に合わせる。

480p、720p、
1080i、1080p、4K

指定した解像度に変換する。
（テレビが対応している解像度のみ選択可）

アスペクト

変換しない アスペクト比を変換しない。

16:9ノーマル 4：3の映像の左右に黒い帯をつけて、16：9のテレビに合わせる。

画質調整
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ージ）を有効 /無効にします。

」に設定しただけでは、HDMIコントロールは機能しません。
レビや再生機器を本機に接続後、連動設定が必要になります

オン」に設定時、テレビの音声出力端子と接続した本
す。テレビ側の入力設定を内蔵チューナー（テレビ）
が自動的にテレビ音声に切り替わります。

力がテレビ音声入力用として使用されます。

」に設定時、ARC（158ページ）を有効 /無効にします。

更する必要はありません。テレビ音声の再生時にノイズが発生する
ださい。この場合は、テレビ側のスピーカーをお使いください。

ントロールを無効にする。

ントロールを有効にする。
入力」、「ARC」、「スタンバイ連動」の設定が適用されます。

効にする。

効にする。
細部強調
画像細部の強調効果を調整します。
設定値
0～ 50

エッジ強調
画像のエッジの強調効果を調整します。
設定値
0～ 50

ブライトネス
画像の明るさを調整します。
設定値
–100～ 0～ +100

コントラスト
画像のコントラスト（明暗差）を調整します。
設定値
–100～ 0～ +100

色の濃さ
画像の色の濃さを調整します。
設定値
–100～ 0～ +100

■ HDMIコントロール
HDMIに関する設定を変更します

HDMIコントロール（156ペ

設定値

•「HDMIコントロール」を「オン
HDMI コントロール対応のテ
（156ページ）。

「HDMIコントロール」を「
機の音声入力端子を選択しま
に切り替えると、本機の入力
設定値
AUDIO1～ 3

初期値
AUDIO1

• ARC使用時は、ここで選択した入

「HDMIコントロール」を「オン

設定値

• 通常は「オン」（初期値）から変
場合のみ、「オフ」に設定してく

HDMI コントロール

オフ HDMIコ

オン HDMIコ
「TV音声

TV 音声入力

ARC

オフ ARCを無

オン ARCを有
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り当て
割り当てを選択します。

ついては「マルチゾーン出力」（156ページ）をご覧ください。

入力端子の HDCPバージョンを設定します。

ルー
から入力された音声 /映像をテレビに出力するかどう
「自動」に設定すると、本機がスタンバイ時でも入力
入力選択時に本体前面のスタンバイ表示が点滅しま

ツに応じて HDCP のバージョンを自動設定する。

バージョン 1.4 に固定する。

出力しない。
コントロール」が「オフ」の場合のみ選択可）

出力する。
に設定時より電力を消費します。）

出力する。
が無い状態が続くと、本機が自動的に省電力モードに切り
す。）
22

「HDMIコントロール」を「オン」に設定時、HDMIコントロールでテレビの電源
オフと本機の電源スタンバイを連動させるかどうかを設定します。
設定値

■ HDMI音声出力
HDMI の音声を TV スピーカーから出力するかどうかを設定します。

•「HDMI OUT1」は、「HDMIコントロール」が「オフ」の場合のみ設定できます。

音声を HDMI OUT 1端子、HDMI OUT 2端子または HDMI ZONE OUT端子に接続
したテレビから出力するかどうかを設定します。
設定値

• 本機の電源が入っているときは、HDMI OUT1～2端子からの出力音声は2チャンネル信号になります。

■ HDMI ZONE OUT割
HDMI OUT3（ZONE OUT）端子の

設定値
ゾーン２、ゾーン４

• 各ゾーンに出力できる音声信号に

■ HDCPバージョン
4K映像を視聴するために、HDMI

選択項目
AV1-7

設定値

■ HDMIスタンバイス
本機がスタンバイ時、HDMI端子
かを設定します。「オン」または
選択キーで AV1-7  を選べます。（
す。）

設定値

スタンバイ連動

オフ テレビと本機の電源スタンバイを連動させない。

オン テレビの電源スタンバイに連動して本機もスタンバイにする。

自動 本機がテレビ音声入力中または HDMI信号入力中のみ、テレビの電源
スタンバイに連動して本機もスタンバイにする。

HDMI OUT1、HDMI OUT2、HDMI ZONE OUT

オフ テレビから出力しない。

オン テレビから出力する。

自動 コンテン
1.4 HDCPを

オフ テレビに
（「HDMI

オン テレビに
（「オフ」

自動
テレビに
（入力信号
替わりま
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ど）を設定します。

どうかを設定します。

定

ぶ。

」を選び、ENTERを押す。

項目を選び、ENTERキーを押す。

い位置を選び、数値を変更する。

ットワークケーブルを使って（37ページ）、本機をネット
接続する場合に選択する。

ター（アクセスポイント）を経由して、本機をネットワーク
る場合に選択する。詳しくは「無線ネットワークに接続する」
ジ）をご覧ください。

ーバーを使用せずに、ネットワーク情報を手動で設定する。
「ネットワーク情報の手動設定」（123ページ）をご覧くださ

ーバーを使用して、本機のネットワーク情報（IPアドレスなど）
に取得する。

スを設定する。

トマスクを設定する。

トゲートウェイの IPアドレスを設定する。

リー DNSサーバーの IPアドレスを設定する。

リー DNSサーバーの IPアドレスを設定する。
ネットワーク設定
ネットワークに関する設定を変更します。

■情報
本機のネットワーク情報を表示します。

項目

■ ネットワーク接続
ネットワークへの接続方法を設定

設定値

■ IPアドレス
ネットワーク情報（IPアドレスな

DHCPサーバーを使用するか

設定値

■ ネットワーク情報の手動設

1 「DHCP」で「オフ」を選

2 カーソルで「IPアドレス

3 カーソルキーで設定する

4 カーソルキーで変更した

IP アドレス 本機の IP アドレス

サブネットマスク サブネットマスク

デフォルトゲートウェイ デフォルトゲートウェイの IP アドレス

DNS サーバー（P） プライマリー DNS サーバーの IP アドレス

DNS サーバー（S） セカンダリー DNS サーバーの IP アドレス

MAC アドレス
（イーサネット） MAC アドレス

MAC アドレス（Wi-Fi）

ネットワーク名 ネットワーク名（ネットワーク上で使用する本機の名称）

MusicCast ネットワーク MusicCast ネットワークへの登録状態

有線 /無線 有線または無線の接続状態

SSID （無線接続［Wi-Fi］を使用時）
無線ネットワークの SSID

有線 市販のネ
ワークに

無線（Wi-Fi）
無線ルー
に接続す
（52ペー

DHCP

オフ
DHCPサ
詳しくは
い。

オン DHCPサ
を自動的

IPアドレス IPアドレ

サブネットマスク サブネッ

デフォルト
ゲートウェイ デフォル

DNSサーバー（P） プライマ

DNSサーバー（S） セカンダ
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設定時、本機へのアクセスを可能にするネットワーク
10個）を指定します。

MACアドレス番号を選び、ENTERキーを押す。

位置を選び、数値を変更する。

値を確定する。

するには、手順１～ 3を繰り返す。

する。

ら本機を操作するか設定します。デジタルメディアコ
トワーク上で他の機器を制御できる機器のことです。
同じネットワーク上にある DMCから直接本機の再生

unes/iPhone の音量を連動させるか設定します。「オ
Phone で本機の音量を調節できます。

らの操作を無効にする。

らの操作を有効にする。

Phoneからの音量操作を無効にする。

よび –80dB ～ –20dBの範囲で iTunes/iPhoneからの音量操
にする。

よび –80dB ～ +16.5dBの範囲で iTunes/iPhoneからの音量
効にする。
24

5 ENTERキーで設定値を確定する。

6 別の項目を設定するには、手順 3～ 5を繰り返す。

7 SETUPキーを押して終了する。

■ネットワークスタンバイ
ネットワーク機器から本機の電源を入れる機能（ネットワークスタンバイ）を有効 /
無効にします。

設定値

本製品は、先進的な省電力設計によりネットワークスタンバイ時の消費電力 2W以下
を実現しています。

■ MACアドレスフィルター
MACアドレスを指定して本機にアクセスできるネットワーク機器を制限します。

MACアドレスフィルターを有効 /無効にします。

設定値

• AirPlay（84ページ）や DMC（124ページ）からの操作は制限されません。

「フィルター」を「オン」に
機器のMACアドレス（最大

■ 手順

1 カーソルキーで設定したい

2 カーソルキーで変更したい

3 ENTER キーを押して設定

4 別のMAC アドレスを設定

5 SETUP キーを押して終了

■ DMCからの操作
Windows Media Player12などか
ントローラー（DMC）とは、ネッ
この機能を有効にすると、本機と
を操作できます。

設定値

■ AirPlay音量連動
AirPlay 入力選択時に、本機と iT
フ」以外に設定すると、iTunes/i

設定値

オフ ネットワークスタンバイを無効にする。

オン ネットワークスタンバイを有効にする。
（「オフ」に設定時より電力を消費します。）

自動
ネットワークスタンバイを有効にする。
（「ネットワーク接続」を「有線」に設定時、本機がネットワークから
切断されると自動的に省電力モードに切り替わります。）

フィルター

オフ MACアドレスフィルターを無効にする。

オン
MACアドレスフィルターを有効にする。
「MACアドレス 1-10」で指定したMACアドレスを持つネットワーク
機器だけが本機にアクセスできるようになります。

MAC アドレス 1-10

無効 DMCか

有効 DMCか

オフ iTunes/i

制限あり Muteお
作を有効

制限なし Muteお
操作を有
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更します。

有効 /無効にします。

h機能を無効にする。

h機能を有効にする。
■ネットワーク名
ネットワーク上で使用する本機の名称を変更します。

■手順

1 ENTERキーを押す。

2 カーソルキーと ENTERキーで名称を変更する。

• 入力した内容をすべて消去するには、「クリア」を選びます。

• 初期値に戻すには、「リセット」を選びます。

3 カーソルキーで「保存」を選び、ENTERキーを押す。

■ MusicCast Link電源連動
本機とMusicCast対応機器の電源連動を有効 /無効にします。有効にすると、
MusicCast使用時に親機（本機）の電源を入れると、子機（別のMusicCast対応機器）
の電源も入ります。

設定値

Bluetooth設定
Bluetooth機能に関する設定を変

■ Bluetooth
Bluetooth機能（71ページ）を

設定値

オフ 本機とMusicCast対応機器の電源連動を無効にする。

オン 本機とMusicCast対応機器の電源連動を有効にする。

オフ Bluetoot

オン Bluetoot
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する情報を表示します。

ン 3設定
を変更します。

量調節を有効 /無効にします。
プを使用する場合は、「固定」に設定してください。

/ゾーン 3/ゾーン 4の電源。

/ゾーン 3/ゾーン 4で再生中の入力

/ゾーン 3 の音量

/ゾーン 3 のトーンコントロール（高音、低音の音量）

/ゾーン 3出力の音量調節を無効にする。

/ゾーン 3出力の音量調節を有効にする。
26

■音声受信
Bluetooth音声受信機能（Bluetooth機器の音声を本機で受信時）に関する設定を変更
します。

Bluetooth デバイス（スマートフォンなど）と本機との Bluetooth 接続を切断しま
す。

■ 手順

1 「デバイス切断」を選択し、ENTERを押すと Bluetooth接続が切断されます。

• Bluetooth機器が未接続の場合、この機能は使用できません。

Bluetooth機器から本機の電源を入れる機能（Bluetoothスタンバイ）を有効 /無
効にします。有効にすると、Bluetooth機器で接続操作を行ったときに自動的に本
機の電源が入ります。
設定値

•「ネットワークスタンバイ」（124ページ）が「オフ」の場合は設定できません。

マルチゾーン設定
マルチゾーンに関する設定を変更

■ 情報
ゾーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4に関

項目

■ ゾーン 2設定、ゾー
ゾーン 2/ゾーン 3に関する設定

ゾーン 2/ゾーン 3出力の音
音量調節機能を持つ外部アン
設定値

デバイス切断

Bluetooth スタンバイ

オフ Bluetoothスタンバイを無効にする。

オン Bluetoothスタンバイを有効にする。
（「オフ」に設定時より電力を消費します。）

オン /オフ ゾーン 2

入力 ゾーン 2

音量 ゾーン 2

トーンコントロール ゾーン 2

音量

固定 ゾーン 2

可変 ゾーン 2
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ュージックエンハンサー（67ページ）を有効 /無効に

る音声の高音域と低音域のバランスを調整します。

クストラベースを有効 /無効にします。有効にする
わらず、より豊かな低音を楽しめます。

ー（左 /右）の音量バランスを調整します。

ど左側、値が大きいほど右側の音量が大きくなります。）

ックエンハンサーを無効にする。

ックエンハンサーを有効にする。

ーンの音量に同期しながら高音域と低音域のバランスを自動的
る。

低音域のバランスを手動で調整する
+6.0dB、0.5dB単位）。

低音域のバランスを調整しない。

ラベースを無効にする。

ラベースを有効にする。
ゾーン 2/ゾーン 3の音量操作時に調節可能な音量の上限値を設定します。

設定値
–60.0dB～ +15.0dB（5.0dB単位）、+16.5dB [20.5 ～ 95.5 (5.0 単位 )、97.0]

•「音量」が「可変」の場合のみ設定できます。

ゾーン 2/ゾーン 3の電源を入れたときの音量を設定します。

設定値

•「音量」が「可変」の場合のみ設定できます。

ゾーン 2/ゾーン 3の音声が出力されるタイミングを映像にあわせて調整します。

設定値
0ms～ 100ms（1ms単位）

ゾーン 2/ゾーン 3に出力する音声信号をモノラル信号に変換するかどうかを設定
します。
設定値

ゾーン 2/ゾーン 3出力のミ
します。
設定値

ゾーン 2/ゾーン 3に出力す

設定値

ゾーン 2/ゾーン 3出力のエ
と、スピーカーの大きさに関
設定値

ゾーン 2/ゾーン 3スピーカ

設定値
–20～ 0～ +20（値が小さいほ

音量の上限

音量の初期値

オフ 前回電源をスタンバイにしたときの音量を適用する。

オン
ミュート、または指定した音量（–80.0dB～ +16.5dB、0.5dB単位）
[0.5 ～ 97.0 (0.5 単位 )]に固定する。（「音量の上限」より低い値に設定
してください。）

音声の遅れ

モノラル再生

オフ モノラル信号に変換しない。

オン モノラル信号に変換する。

エンハンサー

オフ ミュージ

オン ミュージ

トーンコントロール

自動 メインゾ
に調整す

手動 高音域と
（-6.0～

バイパス 高音域と

エクストラベース

オフ エクスト

オン エクスト

左右バランス
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。

す。

ツ語、スペイン語、ロシア語、イタリア語、中国語

れます。

リモコン ID設定

デオ信号方式

認識番号

ンストールされているファームウェアのバージョン
28

■ゾーン名変更
前面ディスプレイやテレビ画面に表示される、ゾーン名称を変更します。

■ 手順

1 カーソルキーで名称を変更したいゾーンを選び、ENTER キーを押す。

2 カーソルキーと ENTER キーで名称を変更する。

• 入力した内容をすべて消去するには、「クリア」を選びます。

• 初期値に戻すには、「リセット」を選びます。

3 カーソルキーで「保存」を選び、ENTER キーを押す。

■パーティーモード設定
パーティーモード（90ページ）の対象ゾーンを選択します。

選択項目
対象：ゾーン 2、対象：ゾーン 3、対象：ゾーン 4

設定値

• パーティーモードを使用しているときは、有効 /無効の設定を変更できません。

システム設定
各種機能を設定します。

■ 情報
本機のシステム情報を表示します

項目

■ 言語設定
テレビ画面の表示言語を設定しま

設定値
英語、日本語、フランス語、ドイ

• 前面ディスプレイは常に英語で表示さ

無効 選択したゾーンをパーティーモードの対象にしない。
パーティーモード中でも該当ゾーンの音声が再生されます。

有効
選択したゾーンをパーティーモードの対象にする。
パーティーモード中はメインゾーンと同じ音声が該当ゾーンでも再生
されます。

リモート ID 本体側の

TVフォーマット 本機のビ

システム ID システム

ファームウェア
バージョン 本機にイ
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ップする入力を設定します。使用しない入力をス
素早く選べます。

OLLERでは選択できなくなります。

HONO、TUNER、NET、Bluetooth、USB、MULTI CH

入力の名称を、接続した外部機器に応じて、本機が

入力を選ぶ。

ぶ。

、手順 1～ 2 を繰り返す。

持されます。初期値に戻すには、一度「手動」に切り替えてから

ジタル入力の場合のみ「自動」が選択できます。

設定しない。

設定する。
■入力端子割り当て
COMPONENT VIDEO（コンポーネント）、COAXIAL（同軸）、OPTICAL（光）端子を別
の入力に割り当てます。

■手順
設定例：OPTICAL（②）端子を入力「AV2」に割り当てる場合

1 カーソルキーで「AV2」と「OPTICAL」の交差する箇所を選び、ENTERキーを押す。

2 カーソルキーで「②」を選び、ENTERキーを押す。

3 終了するには、SETUP キーを押す。

• COAXIAL（同軸）端子と OPTICAL（光）端子を同じ入力に割り当てることはできません。

■ 入力スキップ
INPUTキーを操作したときにスキ
キップすることで、目的の入力を

•「オン」に設定した入力は、AV CONTR

選択項目
AV1-7、AUX、AUDIO1～ 4、P

設定値

■ 入力名変更 (自動 )
本体前面ディスプレイに表示する
自動的に名称を生成します。

選択項目
AV1-7、AUDIO1～ 4

■ 手順

1 カーソルキーで名称を変更する

2  カーソルキーで「自動」を選

3 別の入力の名称を変更するには

4 SETUP キーを押す。

• 外部機器の接続を外しても入力名は保
「自動」に戻してください。

• AUDIO 1-4 は入力端子の割り当てがデ

オフ スキップ

オン スキップ
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キップする音場プログラムを設定します。使用しな
ことで、目的の音場プログラムを素早く選べます。

ます。

。

の機能を設定します。PROGRAMキーを、音場プログ
す。

面の PROGRAMキーの機能は変更されません。

グラムをスキップしない。

グラムをスキップする。

グラムやステレオ再生を選択する。

グラムのムービー /ミュージックのみを選択する。
M キーの上キーを押すとムービーの中で切り替わり、下キー
ミュージックの中で切り替わります。

ーク入力を切り替える。

画面のリストのページを切り替える。

ファーの音量を微調整する。

位する音（セリフなど）の音量を調整する。

/ シャッフルを設定する。
M キーの上キーを押すとリピート、下キーを押すとシャッフ
を切り替えます。

ディスプレイ /テレビ画面に情報を表示する。
M キーの上キーを押すと本体前面ディスプレイに情報を表
ーを押すとテレビ画面に情報を表示します。
30

■入力名変更 (手動 )
ディスプレイに表示する入力の名称を、手動で設定します。

選択項目
AV1-7、AUX、AUDIO1～ 4、PHONO、TUNER、MusicCast Link、SERVER、NET RADIO、
Bluetooth、USB、MULTI CH

■手順

1 カーソルキーで名称を変更する入力を選ぶ。

• 入力に「自動」が設定されている場合は、カーソルキーで「手動」に変更します。

2 ENTERキーを押す。

3 カーソルキーや ENTERキーを使って名称を編集する。

• 入力した内容を取り消すには、「クリア」を選択します。
•「リセット」を選択した場合は、入力の名称の初期値が表示されます。

4 カーソルキーで「保存」を選び、ENTERキーを押す。

5 別の入力の名称を変更するには、手順 1～ 4を繰り返す。

6 SETUPキーを押す。

■自動再生
インターネットのストリーミングサービスなどのコンテンツに対して、自動再生を設
定します。

選択項目
（ネットワークサービス）、SERVER、NET RADIO、Bluetooth、USB

設定値

•「オン」、「自動」を選択できない入力があります。

• 入力やコンテンツによっては、自動再生しない場合があります。

■ DSP スキップ
PROGRAMキーを操作した時にス
い音場プログラムをスキップする

設定値

• 音場プログラムごとに個別に設定でき

■ リモコンキー
リモコンキーの機能を設定します

リモコンの PROGRAMキー
ラムの選択以外に利用できま
設定値

• ここで設定を変更しても、本体前

オフ 自動再生しない。

オン 常に最後に再生していたコンテンツの自動再生を開始する。

自動 電源をスタンバイにしたときに再生中だった場合のみ、そのコンテン
ツの自動再生を開始する。

オフ 音場プロ

オン 音場プロ

PROGRAMキー

割り当て 1 音場プロ

割り当て 2
音場プロ
PROGRA
を押すと

割り当て 3 ネットワ

割り当て 4 ブラウズ

割り当て 5 サブウー

割り当て 6 中央に定

割り当て 7
リピート
PROGRA
ルの設定

割り当て 8
本体前面
PROGRA
示、下キ
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機を操作した際にテレビ画面にショートメッセージ
ます。

選択します。

リガー出力 2
た機器の制御に関する設定をします。

部機器を連動させる動作を設定します。

ス」に設定時、入力ごとに電気信号の出力 /停止を設

PHONO、TUNER、Spotify、radiko.jp、Deezer、AirPlay、
 RADIO、Bluetooth、USB、MULTI CH

面にショートメッセージを表示する。

面にショートメッセージを表示しない。

アノ画像に設定する。

レー（灰色）に設定する。

ン」で設定したゾーンの電源操作に連動して、電気信号を
止する。

ン」で設定したゾーンの入力選択に連動して、電気信号を
止する。
に電気信号の出力 /停止を設定できます。詳しくは「ソース」
ージ）をご覧ください。

を手動で出力 /停止する。
「手動」（132ページ）をご覧ください。
リモコンの RED、GREEN、YELLOW、BLUE キーの機能を設定します。
設定値

• HDMI コントロール対応のテレビや AV 機器を本機に接続した場合、本機との連動設定が必要です。
詳しくは「HDMI コントロール」（121ページ）ご覧ください。

• HDMI コントロールや連動機能を設定しても、正しく機能しない場合があります。

■表示設定
前面ディスプレイおよびテレビ画面表示に関する設定を変更します。

前面ディスプレイの明るさを調節します。
設定値
–4～ 0（値が大きいほど明るい）

音量表示の単位を設定します。
設定値

入力選択や音量調節など、本
を表示するかどうかを設定し
設定値

テレビ画面表示の背景画像を
設定値

■ トリガー出力 1、ト
TRIGGER OUT1～ 2端子に接続し

トリガー機能により本機と外
設定値

ソース
「トリガーモード」を「ソー
定します。
選択項目
AV1～ 7、AUX、AUDIO1～ 4、
MusicCast Link、SERVER、NET

カラーキー

初期値
HDMIで接続された AV機器の機能にしたがう。
設定メニューの「HDMIコントロール」が「オン」に設定されている
場合に有効です。

TVコントロール

カラーキーに TVコントロールの機能を割り当てる。
RED: 終了（テレビ画面のメニューを閉じる）
GREEN: 情報（解像度などテレビに関する情報を表示する）
YELLOW: 放送（テレビ放送のタイプを切り替える）
BLUE: 入力（テレビの入力を切り替える）
設定メニューの「HDMI コントロール」が「オン」に設定されている
場合に有効です。

ディマー（前面ディスプレイ）

音量

dB dB（デシベル）単位で表示する。
0-97 数値（0～ 97）で表示する。

ショートメッセージ

オン テレビ画

オフ テレビ画

壁紙設定

ピアノ 背景をピ

グレー 背景をグ

トリガーモード

パワー 「対象ゾー
出力 /停

ソース

「対象ゾー
出力 /停
入力ごと
（131ペ

手動 電気信号
詳しくは
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設定値

します。

たときや入力信号が検出されなかったときに電源を
。

、前面パネルに「AutoPowerStdby」と表示され、スタンバイに
ます。

動的にスタンバイにしない。

定時間操作しなかったとき、かつ本機が指定時間入力信号を
かったときに電源を自動的にスタンバイにする。

定時間操作しなかったときに電源を自動的にスタンバイにす
32

手動
「トリガーモード」を「手動」に設定時、電気信号を手動で出力 / 停止します。
トリガー機能が正しく動作するか確認する際にご利用ください。
選択項目

「トリガーモード」を「パワー」または「ソース」に設定時、トリガー機能により
動作を連動させるゾーンを設定します。
設定値

■ エコ設定
自動スタンバイ機能の設定を変更

本機を指定時間操作しなかっ
自動的にスタンバイにします
設定値

• 自動的にスタンバイになる直前に
切り替わるまでの秒数が表示され

ロー 該当する入力を選んだときに電気信号の出力を停止する。

ハイ 該当する入力を選んだときに電気信号を出力する。

ロー 電気信号の出力を停止する。

ハイ 12Vの電気信号を出力する。

対象ゾーン

メイン メインゾーンの動作に連動して電気信号を出力する。

ゾーン 2 ゾーン 2の動作に連動して電気信号を出力する。

ゾーン 3 ゾーン 3の動作に連動して電気信号を出力する。

ゾーン 4 ゾーン 4の動作に連動して電気信号を出力する。

全ゾーン すべてのゾーンの動作に連動して電気信号を出力する。

自動スタンバイ

オフ 電源を自

5分、20分 本機を指
検知しな

2時間、4時間、
8時間、12時間

本機を指
る。
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プデート
す。

トワーク経由で更新します。また、現在のファーム
IDを確認できます。

は、約 20分以上かかることがあります（インターネット接続速

合、または本機がワイヤレスネットワークに接続されている場
てはネットワーク経由のアップデートができないことがありま

度更新する前にしばらく待つか、USBメモリデバイスを使用して
い。 USBメモリーの使いかたについて詳しくは、「ファームウェ
ページ）をご覧ください。

ニューから USB メモリデバイスを使用してファーム
します。

ウェアを更新する方法については、「システム設定を変更する
ュー）」の「ファームウェアの更新（FIRM.UPDATE）」を参照して

デート

ンストールされているファームウェアのバージョン

認識番号
■設定保護
設定を保護して、変更できないようにします。

設定値

•「設定保護」を「オン」に設定時は、メニュー画面に設定保護（o）アイコンが表示されます。

■ ファームウェアアッ
本機のファームウェアを更新しま

本機のファームウェアをネッ
ウェアバージョンやシステム
項目

• ファームウェアのアップデートに
度によって異なります）。

• インターネット接続速度が遅い場
合、ワイヤレス接続の状態によっ
す。
この場合は、ファームウェアを再
ファームウェアを更新してくださ
アの更新（FIRM.UPDATE）」（137

アドバンストセットアップメ
ウェアのアップデートを実行

• USBメモリーを使用してファーム
（アドバンストセットアップメニ
ください（137ページ）。

オフ 設定を保護しない。

オン 設定を保護する。「オフ」に戻すまで、設定変更が禁止されます。

アイコン

ファームウェアアップ

ファームウェア
バージョン 本機にイ

システム ID システム

USB アップデート
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ップメニューでできること

す。

定（REMOTE SENSOR）

号受信を有効 /無効にします。信号受信が無効の場合、
できません（通常は有効にしておいてください）。

説明 ページ

ン信号受光部）の信号受信を有効 /無効にします。 134

コン IDを変更します。 135

式を切り替えます。 135

の制限を解除します。 135

のフォーマットを設定します。 136

ットの通知設定を変更します。 136

定を保存します、また保存した設定を復元します。 136

期化します。 137

アを更新します。 137

トールされているファームウェアのバージョンを表 137

信号受信を有効にする。

信号受信を無効にする。

ON
R

34

前面ディスプレイを見ながら、本機のシステム設定を変更します。

アドバンストセットアップメニューの基本操作
本体前面ディスプレイを使ったアドバンストセットアップメニューの基本的な操作方
法を説明します。

1 本機の電源が入っている場合は、電源をスタンバイにする。

• ゾーン 2/ゾーン 3/ゾーン 4が有効になっている場合は、無効にしてください（89ページ）。

2 前面の STRAIGHTキーを押しながらMAIN ZONE z（電源）キーを押す。

3 PROGRAMキーで設定項目を選ぶ。

4 STRAIGHTキーで設定値を選ぶ。

5 MAIN ZONE z（電源）キーで、電源をスタンバイにしてから再度電源を
入れる。

設定変更が反映されます。

アドバンストセットア

• 各項目の初期値には下線が付いていま

リモコン信号の受信設

本体（リモコン信号受光部）の信
リモコンで本機を操作することは

設定値

アドバンスト設定を変更する
（アドバンストセットアップメニュー）

MAIN ZONE z（電源）キー STRAIGHTキー

PROGRAMキー

項目
REMOTE SENSOR 本体（リモコ
REMOTE ID 本体側のリモ
TV FORMAT ビデオ信号方
MONITOR CHECK HDMI映像出力
4K MODE HDMI 4K信号
DTS MODE DTSフォーマ
BACKUP/RESTORE 本機の各種設
INITIALIZE 各種設定を初
FIRM. UPDATE ファームウェ

VERSION 本機にインス
示します。

ON リモコン
OFF リモコン

            
REMOTE SENSO 
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解除（MONITOR CHECK）

たテレビが対応している解像度を自動的に判別します
に関わらず「解像度」（120ページ）で出力する解像度
像度を本機が判別できない場合は、モニターチェック

画面に正しく表示されずに本機を操作できない場合は、「YES」に

チェックを有効にする。
対応している解像度の映像のみ出力）

チェックを無効にする。
対応に関わらず映像を出力）

ES
K

リモコン IDの変更（REMOTE ID）

リモコン側のリモコン ID（初期値：ID1）と一致するよう、本体側のリモコン IDを変更します。
複数のヤマハ製 AVレシーバーをお使いの場合、それぞれのリモコンで各レシーバーを
操作するために、リモコン IDが重ならないように設定します。

設定値
ID1、ID2

■リモコン側のリモコン ID設定

1 ID1 に設定するには、カーソルキーe を押しながら SCENE1 キーを 5 秒間押し続ける。
ID2に設定するには、カーソルキーeを押しながら SCENE2キーを 5秒間押し続ける。

ビデオ信号方式の変更（TV FORMAT）

お使いのテレビに合わせて、本機のビデオ信号方式を切り替えます。

設定値
NTSC、PAL

HDMI映像出力の制限

本機は、HDMI OUT端子に接続し
（モニターチェック）。本機の判別
を指定したい場合や、テレビの解
を無効にしてください。

設定値

•「SKIP」に設定後、本機の映像がテレビ
戻してください。

 

           ID1
  REMOTE ID

          NTSC
  TV FORMAT 

YES モニター
（テレビが

SKIP モニター
（テレビの

           Y
MONITOR CHEC 
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知設定（DTS MODE）

更します。
DTSフォーマットに関する情報を、本機に接続した
など）に通知する際に使用されます。

ACKUP/RESTORE）

た保存した設定を復元します。

B端子に接続する。

して「BACKUP」または「RESTORE」を選び、INFO 

、再度 INFOキーを押す。

IGHTキーを押します。

標準モードです。
MODE 1」に設定してください。

器（BD/DVDプレーヤー）で DTS-HDや DTS:Xコンテンツを
際、DTS信号が正しく出力されない場合に選択するモードで

種設定を USBメモリーに保存する。

ている設定を復元する（設定が保存されている場合のみ有効）。

 1

VOLUMEMUTE
DRCADAPTIVE

SBLPL SBRSB PR
SW1SL SW2SW SR

PL CL R PR

UP
RE
36

HDMI 4K信号のフォーマット設定（4K MODE）

HDMI 4K（60Hz/50Hz）対応のテレビおよび再生機器を接続したときに、本機が入出
力する信号のフォーマットを設定します。

設定値

フォーマット

•「MODE 1」に設定した場合は、Premium HDMIケーブルまたはイーサネット対応 Premium HDMIケーブ
ルをご使用ください。

DTSフォーマットの通

DTSフォーマットの通知設定を変
この設定は、本機が対応している
ビデオ機器（BD/DVDプレーヤー

設定値

設定の保存 /復元（B

本機の各種設定を保存します、ま

選択項目

■ 保存 /復元の手順

1 USBメモリーを本体前面の US

2 本体前面の STRAIGHTキーを押
キーを押す。

3 確認メッセージが表示されたら

• 操作をキャンセルするには STRA

MODE 1
以下の表に記載の 4K信号を入出力します。接続機器や HDMIケーブル
によっては、映像が乱れる場合があります。その場合は「MODE 2」に
設定してください。

MODE 2 以下の表に記載の 4K信号を入出力します。

MODE 1 MODE 2

8bit 10bit 12bit 8bit 10bit 12bit

4K/60、50Hz

RGB 4:4:4 , — —

YCbCr 4:4:4 , — —

YCbCr 4:2:2 , —

YCbCr 4:2:0 , , —

4K/30、25、24Hz

RGB 4:4:4 , , —

YCbCr 4:4:4 , , —

YCbCr 4:2:2 , ,

MODE 1
   4K MODE

MODE 1 DTS:Xの
通常は「

MODE 2
ビデオ機
再生する
す。

BACKUP 本機の各
RESTORE 保存され

MODE
   DTS MODE

OUT 1IN OUT 2

3

ZONE
2

STEREO

ENHANCER SLEEP

HD

TUNED PRE AMP PARTY
ZONE
3

ZONE
4

HD
TAG
DOCK SP�IMP.�-

��������BACK
BACKUP/RESTO
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（FIRM. UPDATE）

じて、ファームウェアが更新されることがあります。
トからダウンロードできます。本機がインターネット
ワーク経由で更新することも可能です。
に提供される情報をご確認ください。

しないでください。また実行前に、ファームウェア
確認ください。

USB」または「NETWORK」を選ぶ。

アが検出されると、ON SCREENキーを押したときにメッセージが
ーク経由で本機のファームウェアを更新する」（138ページ）の
す。

ョンの確認（VERSION）

ァームウェアのバージョンを表示します。

ページ）でもファームウェアのバージョンを確認できます。

ります。

リーを使ってファームウェアを更新する。

ーク経由でファームウェアを更新する。

SB
E

xx
4 本体前面ディスプレイに結果が表示される。
「BACKUP」の場合：

• 上書き保存はできません。繰り返し保存する場合は、設定ファイルを別のフォ
ルダなどに移動してください。

• 設定ファイルは USBメモリーのルートに、「MC_backup_(モデル名 ).dat」と
いうファイル名で保存されます。

「RESTORE」の場合：

• 設定ファイルが USBメモリーのルートに保存されているか、ご確認ください。

•「RESTORE」（設定の読み込み）は設定が保存されている場合のみ有効です。

•「BACKUP」/「RESTORE」中は本機の電源を操作しないでください。正しく設定が反映されないこ
とがあります。

•  ユーザー情報（アカウント、パスワードなど）は保存されません。

設定の初期化（INITIALIZE）

選択した項目にしたがって設定を初期化します。

選択項目

ファームウェアの更新

機能の追加や不具合の改善に応
ファームウェアは弊社ウェブサイ
に接続されている場合は、ネット
詳しくは、ファームウェア更新時

■ ファームウェアの更新手順
ファームウェア更新時以外は実行
更新時に提供される情報を必ずご

1 本体前面の STRAIGHTキーで「

2 INFOキーで実行する。

選択項目

• ネットワークから最新のファームウェ
表示されます。この場合は、「ネットワ
手順でもファームウェアを更新できま

ファームウェアバージ

本機にインストールされているフ

• 設定メニューの「システム設定」（128

• 表示されるまで時間がかかることがあ

VIDEO 映像に関する設定を初期化する。
ALL すべての設定を初期化する。
CANCEL 初期化しない。

CANCEL
  INITIALIZE

USB USBメモ
NETWORK ネットワ

U
 FIRM. UPDAT

x.
   VERSION

「Cmpleate」と表示されると完了です。
「Faild」と表示された場合は、次をご確認の上、再度実行してください。

「Cmpleate」と表示されると完了です。
「Faild」と表示された場合は、次をご確認の上、本機の電源を入れ直し、
再度実行してください。

z（電源）キーで本機の電源を入れ直してください。
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ーク経由でファームウェアを更新

押したあとに表示されるメッセージ画面を見ながら、
ムウェアを更新します。

明を読む。

キーで「開始」を選び、ENTERキーを押す。
がオフになり、ファームウェアのアップデートがス
ます。

ディスプレイに「UPDATE SUCCESS PLEASE 

 OFF!」と表示されたら、本体のz（電源）
す。

ムウェアの更新は完了です。

アを更新せずにメッセージ画面を閉じるには、手順 2 で「閉じる」
R キーを押します。

にファームウェアを更新するには、手順 2 で「後で」を選び、ENTER
とで、ファームウェア更新を予約します。電源を切る時には、ファー
の予約があると更新実施確認画面が表示されます。ENTER キーまた
INFO キーを押して更新を開始すると、更新の完了で自動的に電源

にファームウェアを更新する場合は、次の点に注意してください。

画面が表示されてから 2分間経過すると、更新せずに電源が切れ

を押すと更新はキャンセルされ、すぐに電源が切れます。

LLERやMusicCast CONTROLLERにより本機の電源を切ると、更新
切れます。
38

機能の追加や不具合の改善に応じて、本機用の新しいファーム
ウェアが提供されることがあります。本機がインターネットに接
続されている場合は、新しいファームウェアが提供されて更新の
準備が整うと、SETUPキーを押したあとに次のメッセージが表示
されます。

ファームウェアの更新方法については、「ネットワーク経由で
ファームウェアを更新する」（138ページ）をご覧ください。

• 本機がインターネットに接続されている場合は、新しいファームウェアに更新
する準備が完了すると、本体前面ディスプレイのファームウェア更新表示が点
灯します。更新保留状態でさらに新しいバージョンのファームウェアが取得さ
れた場合は、この表示が一時的に消灯する場合があります。

• ファームウェア更新の所要時間は約 20 分です。

• インターネット回線の速度が十分に得られない場合や、無線ネットワークに接
続している場合など、ネットワーク状況が悪いとファームウェア更新の通知が
来ない場合があります。そのような場合は、USB メモリーを使ってファーム
ウェアを更新してください。USB メモリーを使ったファームウェアの更新につ
いては、「ファームウェアの更新（FIRM.UPDATE）」（137ページ）をご覧くださ
い。

• ファームウェアに関する詳細は、弊社ウェブサイトをご覧ください。

ネットワ
する
SETUPキーを
すぐにファー

1 画面の説

2 カーソル
画面表示
タートし

3 本体前面
POWER

キーを押

これでファー

• ファームウェ
を選び、ENTE

• 電源を切る時
キーを押すこ
ムウェア更新
は本体前面の
が切れます。

• 電源を切る時

– 更新実施確認
ます。

– RETURNキー

– AV CONTRO
せずに電源が

ファームウェアの更新について

注意
• ファームウェア更新中は、本機を操作したり電源コードやネットワークケー
ブルを抜いたりしないでください。万一、中断したときは本機が使えなくな
ることがあります。その場合は、持ち込み修理が必要となります。

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
/MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTY

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

TUNINGBANDTUNING

MEMORY

STRAIGHT

VOLUME

ENHANCER

SUR. DECODE

AI

PROGRAM

POP-UP
//MENUHOMETOP

MENU

BLUEYELLOWGREENRED

PRESET

BLUETOOTHNET USBTUNER

INPUT

8765

4321

SCENE

HDMI OUTPURE DIRECTPARTYTT

MAIN 2 3 4

ZONESLEEP

カーソルキー
ENTER
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ーカー /ヘッドホンを選び、接続を開始する。

に表示されない場合は、Bluetooth機器をペアリング状態にして
択してください。

レイの Bluetooth表示が点灯します。

る Bluetooth 機器は接続できません。
出すると、手順 1 実行後にその Bluetooth機器と自動的に 接続し
合は、接続中の Bluetooth 機器を切断してください。
、次のいずれかの操作をします。

オフ」に設定する。

ンなど）への送信機能

ンなど）からの再生 /停止操作が可能

、本機に接続した外部機器およびラジオの音声
いない Bluetooth機器と接続した場合は、一部のコンテンツが再

音が出ます。
）の音声は再生できません。
付録

本機は以下の機能に対応しました。

本機の音声を Bluetooth®対応スピーカー /ヘッドホン
で再生する
本機に Bluetoothスピーカーやヘッドホンを接続し、本機で再生している音声を出力
できます。

以下の手順で Bluetoothスピーカー /ヘッドホンを設定してください。

1 リモコンの入力選択キーで再生したい入力を選ぶ。
Bluetooth以外を選択してください。
Bluetoothを選択した場合は、音声送信機能は動作しません。

2 リモコンの SETUPキーを押し、メニューを表示させる。

3 カーソルキーと ENTERキーで「設定」→「Bluetooth設定」→「音声
送信」を選び、「音声送信機能」を「オン」に設定する。

4「デバイス検索」を選び、Bluetooth機器を検索する。
Bluetooth機器の一覧が表示されます。

5 接続したい Bluetoothスピ

• 接続したい Bluetooth機器が一覧
から、再度「デバイス検索」を選

接続が完了すると、前面ディスプ

•「0000」以外のパスキーが設定されてい
• 本機が前回接続した Bluetooth 機器を検
ます。別の Bluetooth 機器と接続する場

• Bluetooth機器との接続を切断するには
– Bluetooth機器で切断操作をする。
– 設定メニューの「音声送信機能」を「

Bluetooth送信動作
• Bluetooth 機器（Bluetooth ヘッドホ
• サポートプロファイル

-  A2DP、AVRCP

• 対応コーデック
- SBC

• Bluetooth 機器（Bluetooth ヘッドホ

機能追加のお知らせ

注意
• Bluetoothで送信される音声は、遅延が生じる場合があります。また、本機の音場効果はかかりません。

本機

Bluetoothスピーカー /ヘッドホン

注意
• 以下の音声は送信できません。

– AirPlayおよび DSDの音声
– 192kHzを超える PCMの音声
– SACDおよび DVD-Audioの音声
– PureDirectまたは Direct再生時の

• 著作権保護技術（SCMS-T）に対応して
生できない場合があります。

• 本機に接続したスピーカーからも再生
• Bluetooth機器（スマートフォンなど
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ンドスピーカーとサブウーファーをワイヤレス化できます。その
のみワイヤレス化できます。

する場合

およびプリアウト端子（SURROUND）からは音声出力されません。

レゼンススピーカーはご使用になれません。

合

１台です。

R 1, 2）からは音声出力されません。
ケーブルで接続して使うことはできません。

ウンドスピーカーやサブウーファーからは出力されません。

4kHz の音声

声

ンド（子機）対応機器を、MusicCast 

じロケーションに登録する。

sicCast サラウンド機能を設定する。

照ください。
om/files/tcm:39-1212383

調整する（YPAO）。

カー設定を自動で調整する（YPAO）」（41ページ）をご覧ください。

利用になれません。

コンテンツ再生をお楽しみください。

ンを

“MusicCast サラウンド / 
ステレオ ” をタップ
ワイヤレスサラウンドスピーカーを使う
（MusicCast サラウンド機能）

MusicCast サラウンド（子機）機能に対応した機器を使って、サラウンドスピーカー
やサブウーファーをワイヤレス化し、5.1.2ch/5.1chシアターシステムをお楽しみいた
だけます。

■ MusicCast サラウンド（子機）対応機器

■スピーカーの配置例
MusicCast 20 × 2台、MusicCast SUB 100 × 1台を使用した 5.1.2システムの場合

• 5.1.2および 5.1システムでは、サラウ
ほかのシステムでは、サブウーファー

• サラウンドスピーカーをワイヤレス化

– 本機のスピーカ端子（SURROUND）

– サラウンドバックスピーカーやリアプ

• サブウーファーをワイヤレス化する場

– ワイヤレス化できるサブウーファーは

– 本機のプリアウト端子（SUBWOOFE
そのため、別のサブウーファーを音声

• 以下の音声は、ワイヤレス化したサラ

– サンプリング周波数が 352.8 kHz, 38

– DSDの音声

– HDMI入力の DVD-Audio, SACDの音

1 本機とMusicCast サラウ
CONTROLLER アプリの同

2 アプリ画面に従って、Mu

詳しい設定手順は以下をご参
https://download.yamaha.c

3 スピーカー設定を自動で

• YPAOについて詳しくは、「スピー

• マルチ測定や角度 /高さ測定はご

4 測定結果をご確認の上、

MusicCast 50

ワイヤレスストリーミングスピーカー

2018年 12月 1日現在

MusicCast 20

ネットワークサブウーファー

MusicCast SUB 100

4

1 2

9

5

3

E R

設定ボタ
タップ
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示されるメッセージを消したい…
節など本機を操作した際にテレビ画面にショート
やスポーツを観ているときなど、映像と重なってし
ーの「ショートメッセージ」（131ページ）でメッ
できます。

設定の変更を禁止するには、設定メニューの「設定
ージ）。

ると、別のヤマハ製機器が同時に動い

、本機のリモコンを操作すると別の機器が同時に動
ると本機が動いたりすることがあります。このよう
各機器を操作するために、リモコン IDが重ならない
ージ）。

のときも、テレビでビデオ機器の映像 /

本機に接続されたビデオ機器（HDMI接続の機器の
むには、設定メニューの「HDMI スタンバイスルー」
してください（122ページ）。本機のリモコンで、入
別のスピーカーに交換したら、音のバランスが以前より悪く
なった…
スピーカーを交換した場合やスピーカーシステムを変更した場合は、「YPAO」を実行
してスピーカー設定を再調整してください（41ページ）。手動でスピーカー設定を調整
する場合は、設定メニューの「スピーカー設定」をご利用ください（107ページ）。

小さな子供がいるので音量が大きくならないようにしたい…
誤って本体やリモコンを操作して突然音量が大きくなると、事故や故障につながる恐
れがあります。このような場合は、設定メニューの「音量の上限」で、調節可能な音
量の上限値をあらかじめ設定してください（116ページ）。ゾーン 2/ゾーン 3でも同様
に設定できます（127ページ）。

電源を入れた直後に音量が大きいとびっくりする…
初期状態では、電源をスタンバイにしたときの音量設定が、次回電源を入れたときに
そのまま適用されます。音量を一定にしたい場合は、設定メニューの「音量の初期値」
で、電源を入れたときの音量を設定してください（116ページ）。ゾーン 2/ゾーン 3で
も同様に設定できます（127ページ）。

特定の入力の音量が他の入力に比べて大きすぎる…
入力ごとの音量差を補正するには、オプションメニューの「入力レベル補正」をご利
用ください（98ページ）。

HDMIケーブルで接続しているのに HDMIコントロールが機能
しない…
HDMIコントロールを使うには、HDMIコントロール対応機器どうしの連動設定が必要
になります（156ページ）。HDMIコントロール対応機器（テレビ、BD/DVDプレー
ヤーなど）を本機に接続後、各機器の HDMIコントロール設定を有効にしてから、連
動設定を行ってください。この設定は HDMIコントロール対応機器を追加するたびに
必要です。なお、HDMIコントロールを使ってテレビと再生機器間で操作できる機能
については、各機器の取扱説明書をご覧ください。

操作時にテレビ画面に表
初期状態では、入力選択や音量調
メッセージが表示されます。映画
まい見づらい場合は、設定メニュ
セージが表示されないように設定

設定変更を禁止したい…
スピーカー設定など、本機の各種
保護」をご利用ください（133ペ

本機のリモコンを操作す
てしまう…
複数のヤマハ製機器お使いの場合
いたり、ほかのリモコンを操作す
な場合は、それぞれのリモコンで
ように設定してください（135ペ

本機の電源がスタンバイ
音声を楽しみたい…
本機の電源がスタンバイのときに
み）の映像 /音声をテレビで楽し
を「オン」または「自動」に設定
力を切り替えることもできます。

こんな場合の解決方法
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げ店または巻末の「お問い合わせ窓口」にお問い合

グがコンセントにしっかりと接続さ

など）の電源が入っている。

対策

が入らなくなります。ヤマハ修理ご相談センターに修理をご

NE z（電源）キーを 10秒以上押して本機を再起動してくだ

場合は、電源コードのプラグをコンセントから抜き、接続し

て、再生を始めてください。

を無効にするには、設定メニューの「自動スタンバイ」を
ださい（132ページ）。

NE z（電源）キーを 10秒以上押して本機を再起動してくだ

場合は、電源コードのプラグをコンセントから抜き、接続し
ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記をご確認ください。
対処しても正常に動作しない、または下記以外で異常が認められた場合は、本機の電源を切り、電源プラグを抜いて、お買い上
わせください。

最初にご確認ください…
a 本機、パワーアンプ、テレビ、再生機器（BD/DVDプレーヤーなど）の電源プラ
れている。

b 本機、パワーアンプ、サブウーファー、テレビ、再生機器（BD/DVDプレーヤー
c 各機器間のケーブルが端子にしっかりと接続されている。

電源 /システム /リモコン

故障かな？と思ったら

症状 原因

電源が入らない
保護回路が 3回続けて作動した。
（この状態で電源を入れようとすると、本体前面のスタンバイ表示
が点滅します。）

製品保護のため電源
依頼ください。

電源が切れない 外部電気ショック（落雷、過度の静電気など）や、電源電圧の低
下により、内部マイコンがフリーズしている。

本体前面のMAIN ZO
さい。
（それでも解決しない
直してください。）

電源が自動的にスタンバイに切り替わる
スリープタイマーが作動した。 もう一度電源を入れ

操作がない状態で一定時間が経過したため、自動スタンバイ機能
が作動した。

自動スタンバイ機能
「オフ」に設定してく

本機が操作を受け付けない 外部電気ショック（落雷、過度の静電気など）や、電源電圧の低
下により、内部マイコンがフリーズしている。

本体前面のMAIN ZO
さい。
（それでも解決しない
直してください。）
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てください（7ページ）。

してください。

きを変えてください。

ン側のリモコン IDを変更してください（135ページ）。

アップメニューの「REMOTE SENSOR」を「ON」に設定して、
てください（134ページ）。

ラーキー」（131ページ）を「初期値」にします。

の設定を「OFF」にします。

MIコントロール」（121ページ）を「ON」にします。

対策

対策

い入力を選んでください。

フォーマットは本機で再生できません。入力信号の音声
定メニューの「音声設定」で確認できます（111ページ）。

題がなければ、別のケーブルに交換してください。

源を入れてください。

量の上限」で上限値を調節してください（116ページ）。

声設定」で、入力信号のチャンネル数を確認できます

ストトーン」を「オン」に設定して、スピーカー出力を確認
ページ）。

か（41ページ）、設定メニューの「構成」で該当スピーカー
を設定してください（107ページ）。

か（41ページ）、設定メニューの「音量」で該当スピーカー
ださい（109ページ）。

題がなければ、別のケーブルに交換してください。

別のスピーカーと交換することで確認できます。
場合は、本機が故障している可能性があります。
音声

リモコンで本機を操作できない

操作範囲から外れている。 操作範囲内で操作し

乾電池が消耗している。 新しい乾電池に交換

本体のリモコン信号受光部に日光や強い照明が当たっている。 照明または本体の向

本体とリモコンの IDが一致していない。 本体側またはリモコ

本体（リモコン信号受光部）の信号受信が無効になっている。 アドバンストセット
信号受信を有効にし

リモコンの RED/GREEN/YELLOW/BLUEキーが操作
できない

HDMIを介して本機に接続されている機器は、
RED/GREEN/YELLOW/BLUEキーの操作をサポートしていません。 設定メニューの「カ

RED/GREEN/YELLOW/BLUEキーの操作をサポートするデバイスを
使用してください。 HDMIコントロール

本機のリモコンの RED/GREEN/YELLOW/BLUEキーの設定が変更
されました。 設定メニューの「HD

症状 原因

症状 原因

音が出ない

別の入力が選択されている。 入力選択キーで正し

本機で再生できない信号が入力されている。 一部のデジタル音声
フォーマットは、設

本機と再生機器を接続しているケーブルが破損している。 接続を確認のうえ問

本機の出力端子に接続されている外部機器の電源が切れている。 該当機器すべての電

音量が上がらない 音量の上限値が低く設定されている。 設定メニューの「音

特定のスピーカーから音が出ない

再生ソースに該当チャンネルの信号が含まれていない。 設定メニューの「音
（111ページ）。

該当スピーカーを使用しない音場プログラムやデコーダーが選択
されている。

設定メニューの「テ
してください（110

該当スピーカーの音声出力が無効になっている。 「YPAO」を実行する
のサイズまたは有無

該当スピーカーの音量が極端に小さい。 「YPAO」を実行する
の音量を調節してく

パワーアンプと該当スピーカーを接続しているケーブルが破損し
ている。 接続を確認のうえ問

該当スピーカーが故障している。 正常に機能している
それでも音が出ない
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ストトーン」を「オン」に設定して、サブウーファー出力を
110ページ）。

か（41ページ）、設定メニューの「サブウーファー 1」また
2」を「使用する」に設定してください（109ページ）。

量を調節してください。

ートスタンバイを無効にするか、動作感度を調節してくださ

ら出力されるように、テレビの音声出力設定を変更してくだ

などを参照して確認してください。

I機器を取り外してください。

ら出力されるように、テレビの音声出力設定を変更してくだ

い入力を選んでください。

ら出力されるように、テレビの音声出力設定を変更してくだ

ジタルまたはステレオピンケーブル）を使って、テレビと本
い（31ページ）。

音声入力」で正しい音声入力端子を選んでください

C」を「オン」に設定してください（121ページ）。
RCを有効にしてください。

声出力」を「オン」に設定してください（122ページ）。

声設定」で、入力信号の音声フォーマットを確認できます
に応じて、再生機器側の音声出力設定を変更してください。

離を離してください。

題がなければ、別のケーブルに交換してください。

い。

機器で映像 /音声を再生する」（87ページ）をご覧ください。

対策
サブウーファーから音が出ない

再生ソースに LFEや低音信号が含まれていない。 設定メニューの「テ
確認してください（

サブウーファーの出力が無効になっている。 「YPAO」を実行する
は「サブウーファー

サブウーファーの音量が極端に小さい。 サブウーファーの音

サブウーファーのオートスタンバイ（自動的に電源を切る機能）
が作動した。

サブウーファーのオ
い。

HDMIで接続した再生機器の音が出ない

テレビ側で、テレビのスピーカーから音声を出力するように設定
されている。（HDMIコントロール使用時）

テレビ音声が本機か
さい。

テレビが著作権保護（HDCP）に対応していない。 テレビの取扱説明書

HDMI OUT端子に接続されている機器の数が制限数を超えている。 使用していない HDM

再生機器の音声が本機から出ない
（HDMIコントロール使用時）

テレビ側で、テレビのスピーカーから音声を出力するように設定
されている。

テレビ音声が本機か
さい。

入力としてテレビの音声が選択されている。 入力選択キーで正し

テレビの音声が本機から出ない
（HDMIコントロール使用時）

テレビ側で、テレビのスピーカーから音声を出力するように設定
されている。

テレビ音声が本機か
さい。

ARCに対応していないテレビを HDMIケーブルのみで本機と接続
している。

音声ケーブル（光デ
機を接続してくださ

（音声ケーブルで本機とテレビを接続している場合）
「TV音声入力」の設定と、実際にテレビが接続されている端子が
異なっている。

設定メニューの「TV
（121ページ）。

（ARCを使ってテレビ音声を入力したい場合）
本機またはテレビの ARCが無効になっている。

設定メニューの「AR
また、テレビ側で A

ゾーン 2のテレビから音が出ない
（HDMI OUT3端子に接続時） HDMI OUT3（ZONE OUT）端子の音声出力が無効になっている。 設定メニューの「音

マルチチャンネル再生時にフロントスピーカーから
しか音が出ない

再生機器側で、常に 2チャンネル（PCMなど）で出力するように
設定されている。

設定メニューの「音
（111ページ）。必要

雑音が入る
デジタル機器や高周波機器が本機の近くに置かれている。 本機と該当機器の距

本機と再生機器を接続しているケーブルが破損している。 接続を確認のうえ問

音がひずむ 音量が大きすぎる。 音量を下げてくださ

音が途切れる

別の部屋で本機やテレビの操作を行った。
（ゾーン 2またはゾーン 4を使用している場合、いずれかのゾーン
で本機やテレビを操作すると、本機の内部回路が切り替わるとき
に、HDMI出力が途切れることがあります。）

詳しくは「HDMI対応

症状 原因
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い入力（ビデオ機器）を選んでください。
機からの映像に切り替えてください。
アップメニューの「MONITOR CHECK」を「YES」に設定して
ジ）。
題がなければ、別のケーブルに交換してください。
解像度）は、設定メニューの「ビデオ /HDMI信号」で確認
ジ）。本機が対応している映像信号については「本機が対応
」（158ページ）をご覧ください。
などを参照して確認してください。
器が必要なコンテンツを再生する場合、テレビと再生機器

2.3に対応している必要があります。
I機器を取り外してください。
機（HDMI OUT端子）からの映像に切り替えてください。

UT2」を選び、使用中のテレビにのみ映像を出力してくださ

機器で映像 /音声を再生する」（87ページ）をご覧ください。
映像

症状 原因

映像が出ない

本機で別の入力が選択されている。 入力選択キーで正し
テレビで別の入力が選択されている。 テレビ側の入力を本

テレビが非対応の映像信号を、本機が出力している。 アドバンストセット
ください（135ペー

本機、テレビ、ビデオ機器を接続しているケーブルが破損している。 接続を確認のうえ問

HDMIで接続したビデオ機器の映像が出ない

本機が非対応の映像信号（解像度）を入力している。
入力中の映像信号（
できます（119ペー
している HDMI信号

テレビが著作権保護（HDCP）に対応していない。
テレビの取扱説明書
HDCP 2.2/2.3対応機
の両方が HDCP 2.2/

HDMI OUT端子に接続されている機器の数が制限数を超えている。 使用していない HDM

本機のメニューがテレビに表示されない テレビで別の入力が選択されている。 テレビ側の入力を本

映像が途切れる

（メインゾーンで 2台のテレビを使用している場合）
HDMI OUT1～ 2端子の両方から映像を出力している状態で、片
方のテレビの電源が切れている。

「OUT1」または「O
い（59ページ）

（ゾーン 2またはゾーン 4を使用している場合）
別の部屋で本機やテレビの操作を行った。
（いずれかのゾーンで本機やテレビを操作すると、本機の内部回路
が切り替わるときに、HDMI出力が途切れることがあります。）

詳しくは「HDMI対応
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向き、設置場所を変えてください。

の「FMモード」を「モノラル」に設定して、モノラル受信
い（100ページ）。

を使用してください。多素子アンテナをおすすめします。

全に除去するのは困難です。ただし、市販の屋外アンテナを
きることがあります。

さい（68ページ）。

を使用してください。多素子アンテナをおすすめします。

を変えてください。

さい（68ページ）。

を使用してください。ANTENNA（AM）端子に付属の AM
続してください。
FM/AMラジオ

症状 原因

FMラジオの受信感度が悪い、雑音が入る

マルチパス（多重反射）などの妨害電波を受けている。 FMアンテナの高さ、

FMラジオ局から離れた地域で受信している。
オプションメニュー
に切り替えてくださ

市販の屋外アンテナ

AMラジオの受信感度が悪い、雑音が入る 蛍光灯、モーターなどの雑音を拾っている。 環境により雑音を完
使うと雑音を低減で

自動選局ができない

FMラジオ局から離れた地域で受信している。
手動で選局してくだ

市販の屋外アンテナ

AMラジオの電波が弱い。

AMアンテナの方向

手動で選局してくだ

市販の屋外アンテナ
アンテナと一緒に接
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対策

にしてください（125ページ）。

信号出力を本機に切り替えてください。

を切断してから、目的の Bluetooth機器と接続してください

器を近づけてください。

を遠ざけてください。

対応の Bluetooth機器をお使いください。

情報を削除してから、本機と Bluetooth機器の接続操作を
ページ）。

をあげてください。

器の接続操作を再度実行してください（71ページ）。

器を近づけてください。

を遠ざけてください。
Bluetooth

症状 原因

Bluetooth 機器と接続できない

本機の Bluetooth機能が無効になっている。 Bluetooth機能を有効

Bluetooth機器の設定が本機に音声信号を送信していない。 Bluetooth機器の音声

本機が別の Bluetooth機器と接続されている。 現在の Bluetooth接続
（71ページ）。

本機と Bluetooth機器の距離が離れすぎている。 本機と Bluetooth機

2.4GHz周波数帯を使用する機器（電子レンジ、無線 LANなど）
からの干渉により、無線通信が妨害されている。 本機とそれらの機器

お使いの Bluetooth機器が A2DPプロファイルに対応していない。 A2DPプロファイル

Bluetooth機器に登録されている接続情報が何らかの原因で正しく
機能していない。

Bluetooth機器の接続
行ってください（71

音が出なかったり途切れたりする

音量が極端に小さい。 Bluetooth機器の音量

Bluetooth接続が終了している。 本機と Bluetooth機

本機と Bluetooth機器の距離が離れすぎている。 本機と Bluetooth機

2.4GHz周波数帯を使用する機器（電子レンジ、無線 LANなど）
からの干渉により、無線通信が妨害されている。 本機とそれらの機器
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対策

USB機器を接続し直してください。

トの USB機器を使用してください。

SB機器を使用してください。

ル（画像、隠しファイルなど）が続いた場合は、再生が自動
生するフォルダーには、本機で再生できないファイルを入れ

ーバー機能を有効にしてください。また、本機の設定メ
「オン」に設定してください（123ページ）。DHCPサー
ネットワーク情報を手動で設定する場合は、本機の IPアド
ーク機器と重複しないようにしてください（123ページ）。

セスポイント）の電源を入れてください。

（アクセスポイント）を近づけてください。

ター（アクセスポイント）を移動し、機器間に障害物がなく
ください。

いずれかを使用するよう設定を変更してください。

を切るか、本機や無線ルーターから遠ざけてください。

セスポイント）のファイアウォール設定をご確認ください。

ォルダーにアクセスできるように、パソコンのメディア共有
さい（75ページ）。

ターのセキュリティソフトの設定をご確認ください。

ルーターの設定を確認し、同じネットワークに接続してくだ

が対応しているファイル形式を使用してください。本機が対
イルについては「対応ファイル形式」（154ページ）をご覧

ル（画像、隠しファイルなど）が続いた場合は、再生が自動
生するフォルダーには、本機で再生できないファイルを入れ
USB/ネットワーク

症状 原因

USB機器が認識されない
USB機器が USB端子に正しく接続されていない。 本機の電源を切り、

FAT16/32フォーマット以外の USB機器を使用している。 FAT16/32フォーマッ

USB機器のフォルダーやファイルが表示されない 暗号化機能により USB機器内のデータが保護されている。 暗号化機能のない U

USB機器のファイルを連続して再生できない 選択したフォルダーに、本機で再生できないファイルが含まれて
いる。

再生できないファイ
的に停止します。再
ないでください。

ネットワーク機能を使用できない ネットワーク情報（IPアドレス）が正しく取得されていない。

ルーターの DHCPサ
ニューで「DHCP」を
バーを使用せずに、
レスが他のネットワ

無線ルーター（アクセスポイント）経由でインター
ネットに接続できない

無線ルーター（アクセスポイント）の電源が切れている。 無線ルーター（アク

本機と無線ルーター（アクセスポイント）の距離が離れすぎている。 本機と無線ルーター

本機と無線ルーター（アクセスポイント）の間に障害物がある。 本機または無線ルー
なるように設置して

無線ルーター（アクセスポイント）が 14 チャンネルを使用する設
定になっている。 1～ 13 チャンネルの

無線ネットワークが見つからない

電子レンジや別の無線機器からの電磁波により、無線通信が妨害
されている。 それらの機器の電源

無線ルーター（アクセスポイント）のファイアウォール設定により、
ネットワークへのアクセスが制限されている。 無線ルーター（アク

パソコンが検出されない

パソコンのメディア共有設定が正しくない。 本機がパソコンのフ
設定を変更してくだ

セキュリティソフトなどの設定により、パソコンへのアクセスが
制限されている。 パソコンまたはルー

本機とパソコンが同じネットワークに接続されていない。 ネットワーク接続や
さい。

パソコンのファイルが表示（再生）されない 本機またはサーバーが非対応のファイル形式を使用している。
本機およびサーバー
応している音楽ファ
ください。

パソコンのファイルを連続して再生できない 選択したフォルダーに、本機で再生できないファイルが含まれて
いる。

再生できないファイ
的に停止します。再
ないでください。
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ワークエラーにより受信できない場合や、サービスを休止し
す。しばらく経ってから再生するか、別のラジオ局を選んで

送になっているラジオ局があります。この場合は受信できて
。しばらく経ってから再生するか、別のラジオ局を選んでく

定をご確認ください。なお、インターネットラジオは各ラジオ
のみ再生できます。ポート番号はラジオ局により異なります。

ク分離機能により、本機へのアクセスができなくなっている可
dを接続する際は、本機へのアクセスが可能な SSIDをお使いく
SSIDへの接続をお試しください）。

ーターの設定を確認し、同じネットワークに接続してください。

Cアドレスフィルター」で、MACアドレスフィルターを無効に
イル機器のMACアドレスを指定してください（124ページ）。

電源を入れてください。

LLER」を使って、接続してください。

ーター（アクセスポイント）に接続してから、「MusicCast 
してください。

ルデータ通信を無効にしてください。

電源を入れてください。

ーター（アクセスポイント）に接続してから、「MusicCast 
してください。

電源を入れてください。

ネットワークスタンバイ機能を有効にしてください。

度実行するか、USBメモリーを使ってファームウェアを更新
ージ）。

対策
インターネットラジオを再生できない

選択したラジオ局のサービスが現在停止している。
ラジオ局側のネット
ている場合がありま
ください。

選択したインターネットラジオ局が無音を放送している。
時間帯により無音放
いても音はでません
ださい。

ルーターなどネットワーク機器のファイアウォール設定により、
ネットワークへのアクセスが制限されている。

ファイアウォールの設
局指定のポート経由で

AirPlay使用時に、iPodで本機が検出されない マルチ SSID対応ルーターを使用している。
ルーターのネットワー
能性があります。iPo
ださい（プライマリ

モバイル機器の専用アプリケーションで本機が検出
されない 本機とモバイル機器が同じネットワークに接続されていない。 ネットワーク接続やル

モバイル機器の専用アプリケーションが本機と接続
できない MACアドレスフィルターが有効になっている。 設定メニューの「MA

するか、使用するモバ

MusicCast対応機器から音が出ない
MusicCast対応機器の電源が入っていない。 MusicCast対応機器の

MusicCast対応機器がMusicCastネットワークに接続されていない。「MusicCast CONTRO

「MusicCast CONTROLLER」で接続の設定ができない
モバイル機器が無線ルーター（アクセスポイント）に接続されて
いない。

モバイル機器を無線ル
CONTROLLER」で設定

モバイル機器のモバイ

MusicCast対応機器の電源が入っていない。 MusicCast対応機器の

「MusicCast CONTROLLER」でMusicCast対応機器
が認識されない

モバイル機器が無線ルーター（アクセスポイント）に接続されて
いない。

モバイル機器を無線ル
CONTROLLER」で設定

MusicCast対応機器の電源が入っていない。
MusicCast対応機器の

MusicCast対応機器の

ネットワーク経由でファームウェアを更新できない ネットワークの接続状態がよくない。 しばらく経ってから再
してください（137ペ

症状 原因
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対策

にアクセスできるように、メディアの共有設定を変更してく

てください。それでもエラーが表示される場合は、別の
てください。

ことを確認してください。

続されているか確認してください（37ページ）。

ください。

、別のフォルダーを選択してください。

てください。それでもエラーが表示される場合は、別の
てください。

3分経っても消えない場合は、本機の電源を入れ直してくだ

てください（135ページ）。

。リモコンで操作するには、アドバンストセットアップメ
設定してください（134ページ）。

ほかの機器でも再生できない場合は、曲データが破損してい

さい。本機が対応している音楽ファイルについては「対応
さい。本機が対応しているファイルなのに再生できない場合
いる可能性があります。

137ページ）。

てください。それでもエラーが表示される場合は、別の
てください。

137ページ）。
前面ディスプレイのエラー表示
メッセージ

（アルファベット順） 内容

Access denied パソコン（サーバー）がアクセスを拒否している。 本機がパソコン（サーバー）のフォルダー
ださい（75ページ）。

Access error

USB機器にアクセスできない。 本機の電源を切り、USB機器を接続し直し
USB機器に音楽ファイルを移動して再生し

ネットワーク経路に問題が発生している。
ルーターおよびモデムの電源が入っている

本機とルーター（またはハブ）が正しく接

Internal error 本機の内部でエラーが発生している。 ヤマハ修理ご相談センターに修理をご依頼

No content 選択したフォルダーに本機が再生可能なファイルが含まれていない。 本機が再生可能なファイルが含まれている

No device USB機器が認識されていない。 本機の電源を切り、USB機器を接続し直し
USB機器に音楽ファイルを移動して再生し

Please wait 本機がネットワーク接続に必要な準備をしている。 メッセージが消えるまでお待ちください。
さい。

RemID Mismatch 本体とリモコンのリモコン IDが一致していない。 本体またはリモコンのリモコン IDを変更し

Remote Off 本体（リモコン信号受光部）の信号受信が無効になっているため、
リモコンで操作できない。

本体前面のキーを使って操作してください
ニューの「REMOTE SENSOR」を「ON」に

Unable to play

USB機器の曲を再生できない。 再生可能なファイルか確認してください。
る可能性があります。

パソコン（サーバー）の曲を再生できない。
本機で再生可能なファイルか確認してくだ
ファイル形式」（154ページ）をご覧くだ
は、ネットワークに大きな負荷がかかって

Update failed. ファームウェアの更新に失敗している。 再度ファームウェアを更新してください（

USB Overloaded USB機器に過電流が流れている。 本機の電源を切り、USB機器を接続し直し
USB機器に音楽ファイルを移動して再生し

Version error ファームウェアの更新に失敗している。 再度ファームウェアを更新してください（
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た、7.1チャンネル対応の圧縮音声フォーマットです。従来の
by Digital対応の機器でも再生できます。BD（ブルーレイディス

されるスピーカーシステムに合わせて拡張することができる次世代
スピーカー（埋め込みスピーカー）やドルビーイネーブルドスピー
ステムはもちろん、従来のスピーカーレイアウトでも Dolby 

するために、ドルビーラボラトリーズによって開発されたロスレス
96kHz/24bit時で最大 8チャンネル（192kHz/24bit時は最大 6チャ
・再生できます。BD（ブルーレイディスク）で採用されています。

タル）
採用されている、デジタル信号を記録する方式の一つです。
レートで記録され、CDよりも高音質な再生ができます。収録可能
レンジは 120dBです。

を高める機能です。雑音の多い環境で視聴する場合などに、セリ
た、聴力障害を持つ方にとっても便利な機能です。なお、コンテ
ロールを使用できない場合があります。ファームウェアの更新に
が拡張されたりすることがあります。

対応の圧縮音声フォーマットです。多くの DVDディスクなどで

した圧縮音声フォーマットです。従来の DTSデジタルサラウン
採用されています。

音声の再生方式です。5.1ch信号に追加して、サラウンドバック
ウンドバックチャンネルの信号をサラウンドチャンネル信号に合
立した信号を収録するディスクリート方式があります。

も、さらに高圧縮に対応した 5.1チャンネル対応の音声フォーマッ
BD（ブルーレイディスク）のセカンダリーオーディオなどを目的
音声に関する用語
■音声デコードフォーマット
サンプリング周波数と量子化ビット数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際の情報量を表す数値です。たとえば、48kHz/24bitなどのよう
に表現されます。
• サンプリング周波数

1秒間にサンプリング（信号の大きさを数値に置き換えること）する回数を示します。この数値が大きい
ほど再生可能な音域が広がります。

• 量子化ビット数
音の大きさを数値化するときのきめ細かさを示します。この数値が大きいほど音の強弱変化をきめ細かく
再現できます。

ドルビーイネーブルドスピーカー（Dolby Enabled Speaker）
天井にスピーカーを設置できない場合に、天井の反射音を利用して上方からのサラウンド感を創り出すド
ルビー社が開発したスピーカーです。独自のドライバーや信号処理システムを従来のスピーカーに組み込
んだり、独立型のスピーカーとして設置したりすることで、従来のスピーカーの長所は生かしつつ、
Dolby Atmosコンテンツの再生時に非常にリアルなサラウンド感を創り出すことを可能にしています。

AAC（アドバンスト・オーディオ・コーディング）
MPEG-2オーディオ規格の一つで、モノラル音声から 5.1チャンネル音声までを効率良く圧縮できる音声
フォーマットです。BS/地上波デジタル放送で採用されています。

Dolby Atmos

最初に映画館から導入された音響技術で、オブジェクト化された信号を正確かつ自由に定位または移動さ
せて、3次元的な音響空間を簡単に創り出すことができます。そしてホームシアターにも導入され、画期
的なシネマサウンドを家庭でも楽しめるようになりました。視聴者の上方から聞こえる音を活用している
のが大きな特徴です。

Dolby Atmosストリーム
Dolby Atmosコンテンツは、Dolby Atmosストリームを含む Dolby Digital Plus、または Dolby TrueHD

フォーマットが収録されたブルーレイディスク、ダウンロードファイル、ストリーミングなどにより、
Dolby Atmos対応 AVレシーバー向けに提供されます。Dolby Atmosストリームには音の位置に関する情
報（メタデータ）が含まれており、Dolby Atmos対応 AVレシーバーで再生する場合は、その情報に基づ
いてさまざまなホームシアター環境に最適な音響空間を創り出します。

Dolby Digital

ドルビーラボラトリーズにより開発された、5.1チャンネル対応の圧縮音声フォーマットです。多くの
DVDディスクなどで採用されています。

Dolby Digital Plus

ドルビーラボラトリーズにより開発され
Dolby Digitalと互換性があるため、Dol

ク）などで採用されています。

Dolby Surround

2～ 7.1チャンネルのコンテンツを、使用
のサラウンド技術です。インシーリング・
カーなど、Dolby Atmosの再生に適したシ
Surroundを楽しむことができます。

Dolby TrueHD

スタジオマスター品質の音声を家庭で再現
（可逆型）高品質音声フォーマットです。
ンネル）のディスクリート音声信号を収録

DSD（ダイレクト・ストリーム・デジ
SACD（スーパーオーディオ CD）などで
2.8224MHzや 5.6448MHzなどのビット
な周波数は 100kHz以上、ダイナミック

DTSダイアローグコントロール
中央に定位する音（セリフなど）の音量
フなどの音を聴き取りやすくします。ま
ンツによっては DTSダイアローグコント
より、新たな機能が追加されたり、機能

DTSデジタルサラウンド
DTS社により開発された、5.1チャンネル
採用されています。
DTS 96/24
高品質 96kHz/24bit 5.1チャンネルに対応
ドと互換性があります。音楽 DVDなどで

DTS-ES
DTS-ES方式で収録された 6.1チャンネル
チャンネルの音声も出力されます。サラ
成して収録するマトリックス方式と、独
DTS Express
DTS Digital Surroundフォーマットより
トです。ネットワークストリーミングや
として開発されています。

用語 /技術解説
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ットです。人間の感じ取りにくい部分のデータを間引く非可逆圧
まデータ量を約 1/20に圧縮できると言われています。

別々のアンプで駆動する方式です。中低域部と高域部を独立して
た、よりクリアな音声を楽しめます。

正する技術です。映像信号の大容量化にともなう信号処理の複雑化
う症状を補します。

域専用チャンネルです。Dolby Digital、DTS、AACのいずれでも、
な場面で低音を増強するために使用されます。音声の帯域が低域
れます。

語

表す Pb/Cb信号および Pr/Cr信号の 3系統に分けて伝送する方式
るため画質の劣化が少なく、色をより忠実に再現できます。

1つの映像信号としてまとめて伝送する方式です。

。RGBまたは YCbCr信号の処理を、従来の 8ビットに対して
豊かな色調表現が可能です。表現できる色の数が従来の数百万色
ーションの表現力や暗部のディテール再現力が向上します。

t Protection）は、HDMIなどのデジタルインターフェースを介し
著作権保護技術の 1つです。

efinition Multimedia Interface Specification）規格に準じた、デ
ビデオ /オーディオ信号をデジタルのまま劣化させることなく、1

作権保護技術（HDCP：High-bandwidth Digital Content 

より詳しい情報は、"http://www.hdmi.org"を参照ください。
DTS-HD High Resolution Audio
DTS社により開発された高品質 96kHz/24bit 7.1チャンネルに対応した圧縮音声フォーマットです。従来
の DTS デジタルサラウンドと互換性があります。BD（ブルーレイディスク）などで採用されています。

DTS-HD Master Audio
スタジオマスター品質の音声を家庭で再現するために、DTS社により開発されたロスレス（可逆型）高品
質音声フォーマットです。96kHz/24bit時で最大 8チャンネル（192kHz/24bit時は最大 6チャンネル）の
ディスクリート音声信号を収録・再生できます。BD（ブルーレイディスク）で採用されています。

DTS Neo:6
2チャンネルで記録された信号のソースを、6チャンネル音声に変換する技術です。映画用の Cinemaモード、
音楽用のMusicモードが用意されています。ディスクリート方式で記録されたソースのようなチャンネル分離
感を実現します。
DTS:X
DTS:Xは、DTS社により開発された次世代オブジェクトベースのサラウンド技術です。チャンネルの枠を越え
て音のオブジェクトが視聴者を包み込む音場空間内を自由に動き、より正確な音場表現を実現します。この音
場表現が、これまでにない音の豊かさやリアリティ、没入感を生み出します。テレビ内蔵のスピーカー、ホー
ムシアターのスピーカー、さらには映画館に設置された多数のスピーカーに至るまで、多様なスピーカーの配
置と視聴スペースに合わせて音声を自動調整し、最高の音響空間をつくり出すことができます。さらに詳しい
情報については、http://www.dts.com/dtsxをご覧ください。

FLAC（Free Lossless Audio Codec）
音声圧縮方式の一つで、ロスレス（可逆型）圧縮方式を採用しています。圧縮率では非可逆圧縮方式
フォーマットには劣るものの、音質の劣化がないため、高品質の音声を楽しめます。

MP3

MPEG圧縮技術を使用した音声圧縮フォーマットです。人間の感じ取りにくい部分のデータを間引く非可逆
圧縮方式を採用しており、音質を保ったままデータ量を約 1/10に圧縮できると言われています。

MPEG-4 AAC

MPEG-4オーディオ規格の一つです。音質を保ったまま、データ量を大幅に圧縮することができます。携帯
電話や携帯音楽プレーヤーなどの小容量、高音質が求められる機器や、インターネット上のコンテンツ配信
などにも利用されています。

Neural:X

Neural:X は、DTS 社による最新のダウンミックス / アップミックス技術であり、空間の再配置技術です。
DTS:Xに組み込まれており、Neural:Xエンコードされた信号、通常の信号のどちらもアップミックスできま
す。DTS:X対応した AVレシーバーでは、Neural:Xが最大で 11.xチャンネルの信号をつくり出します。

PCM（パルス・コード・モジュレーション）
アナログ音声信号をデジタル音声信号に記録・変換・伝送する方式で、すべてのデジタル音声信号方式の
基礎となる技術です。また非圧縮音声フォーマットとして、CDをはじめとして BD（ブルーレイディスク）
などなどさまざまなコンテンツで採用されており、リニア PCMとも呼ばれています。

WAV

Windows標準の音声ファイルの形式です。デジタル音声信号の保存形式などを規定しています。通常は
PCMデータ（非圧縮）が使用されますが、任意の圧縮方式も利用できます。

WMA（Windows Media Audio）
Microsoft社が開発した音声圧縮フォーマ
縮方式を採用しており、音質を保ったま

■ その他
バイアンプ接続
スピーカーのウーファーとツィーターを
駆動することにより、相互影響を排除し

リップシンク（Lipsync）
音声と映像の出力タイミングのずれを補
により、音声に対して映像が遅れてしま

LFE（低域効果音）0.1チャンネル
音声成分の帯域が 20～ 120Hzの、低音
全帯域用のチャンネルに加えて、効果的
のみに制限されているため、0.1と表現さ

HDMI/映像に関する用
コンポーネントビデオ信号
映像信号を、輝度を表す Y信号と、色を
です。それぞれの信号を独立して伝送す

コンポジットビデオ信号
輝度を表す Y信号と、色を表す C信号を

Deep Color

HDMIがサポートしている映像技術です
10/12/16ビットで処理することで、より
から数億色に増えたことにより、グラデ

HDCP

HDCP（High-bandwidth Digital Conten

たコンテンツの不正なコピーを防止する

HDMI

世界業界標準規格である HDMI（High-D

ジタルインターフェースです。デジタル
本のケーブルで伝送できます。また、著
Protection System）に対応しています。
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場再生を仮想的に再現する技術です。すべての音場プログラムは
然で立体感あふれるサラウンドをお楽しみいただけます。

BGM」「環境音」「効果音」などの音の要素に注目してシーンを分
り出します。

ィールド・プロセッサー）
家庭で再生すると、部屋の広さや壁の材質、スピーカーの数など
っても視聴感に差が出てしまいます。シネマ DSPは、豊富な実測
ることで、音のスケールや奥行き、音量感を補い、ご家庭でも映

場データを応用し、CINEMA DSP 3Dに比べて圧倒的な音場再現性
現します。

ー（VSBS）
にサラウンドバックスピーカーの音場を再現する技術です。
い場合でも、シネマ DSPの後方奥行き感ある視聴空間をお楽しみ

的にサラウンドスピーカーの音場を再現する技術です。
とも、豊かな音場プログラム再生をお楽しみいただけます。

ときに、仮想的にサラウンドスピーカーの音場を再現する技術です。
も、自然なサラウンド再生をお楽しみいただけます。

PS）
ーおよびサラウンドスピーカーを使用し、仮想的にプレゼンスス
レゼンススピーカーを設置しない場合でも、シネマ DSPの豊かな
。

る圧縮オーディオフォーマット（MP3、AACなど）で不足しがち
です。これにより圧縮オーディオをより音楽的にダイナミックにお
x.v.Color

HDMIがサポートしている映像技術です。色空間規格の 1つで、sRGB規格より広い色空間を持っているた
め、今までできなかった色の表現が可能です。sRGB規格との互換性を確保しながら色空間を拡張し、より
鮮明で自然な映像になっています。

ネットワークに関する用語
SSID（Service Set Identifier）
無線ネットワークのアクセスポイントを特定するための名前です。

Wi-Fi

無線電波による電子機器間でのデータ通信やインターネット接続を可能にする技術です。ケーブル接続の
煩雑さがないのが利点です。Wi-Fi Allianceの互換性テストをクリアした製品のみに「Wi-Fi Certified」ロ
ゴが付与されます。

WPS（Wi-Fi Protected Setup）
無線ネットワークを簡単に設定するための、Wi-Fi Allianceによって策定された規格です。

ヤマハテクノロジー
サイレントシネマ
ヘッドホンでマルチスピーカーによる音
ヘッドホン用に効果調整されており、自

SURROUND:AI

DSPの内部に搭載した AIが、「セリフ」「
析し、瞬時に最適なサラウンド効果を創

シネマ DSP（デジタル・サウンド・フ
本来映画館用に設計されたシステムをご
の条件の違いによって、同じソフトであ
データに基づく独自の音場技術を応用す
画館のような視聴体験を実現します。

シネマ DSP HD³
高さ方向の情報も含めた 3次元の実測音
を持ち、より自然で緻密な 3D音場を再

バーチャルサラウンドバックスピーカ
サラウンドスピーカーを使用し、仮想的
サラウンドバックスピーカーを設置しな
いただけます。

バーチャルシネマ DSP
フロントスピーカー 2本のみでも、仮想
サラウンドスピーカーを設置していなく

バーチャルシネマフロント
サラウンドスピーカーを前方に配置した
サラウンドスピーカーを前方に配置して

バーチャルプレゼンススピーカー（V
フロントスピーカー、センタースピーカ
ピーカーの音場を再現する技術です。プ
3次元音場空間をお楽しみいただけます

ミュージックエンハンサー
携帯音楽プレーヤーや PCなどで使用され
な高音域と低音域を拡張・強調する技術
楽しみいただけます。
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float ファイルは再生できません。

ンストールされているサーバーソフトにより、再生可能フォーマッ
トの取扱説明書をご覧ください。

護されたファイルは再生できません。

合、再生時は 176.4 kHzにダウンサンプリングされます。 また、サ
再生時は 192kHzにダウンサンプリングされます。
器では再生できません。

2.8および 384 kHzの再生はダウンサンプリングされません。

量子化ビット数
（bit）

ビットレート
（kbps） チャンネル数 ギャップレス

再生対応
/
4 16/24/32 — 2 ✔

— 8～ 320 2 —

— 8～ 320 2 —

— 8～ 320 2 —

/
4 16/24 — 2 ✔

16/24 — 2 ✔

/
4

16/24/32 — 2 ✔

1 — 2 —
対応機器

■ Bluetooth機器
• 本機は A2DPプロファイルおよび AVRCPプロファイルに対応しています。
• Bluetooth機器によっては、本機と接続できない場合や一部の機能に対応していない
場合があります。

■ USB機器
• FAT16 または FAT32 でフォーマットされた USB メモリーに対応しています。
その他の USB 機器は接続しないでください。

• 暗号化機能がある USB機器は使用できません。
• USB機器のメーカーや種類により、USB機器が本機に認識されない場合や一部の機
能が使えない場合があります。

■ AirPlay
• この AV レシーバーは AirPlay 2 に対応しています。 iOS 11.4 以降が必要です。

対応ファイル形式

■ USB/PC (NAS)

* リニア PCM フォーマットのみ。32bit-

• メディアサーバー（パソコン /NAS）にイ
トが異なります。詳しくはサーバーソフ

• DRM（デジタル著作権管理）により保

• サンプリング周波数が 352.8 kHzの場
ンプリング周波数が 384kHzのとき、
これらの音声は他のMusicCast対応機

• ピュアダイレクトが有効なときは、35

本機が対応している機器 /ファイル形式

ファイル サンプリング周波数
（kHz）

WAV *
32/44.1/48/88.2/96
176.4/192/352.8/38

MP3 32/44.1/48

WMA 32/44.1/48

MPEG-4 AAC 32/44.1/48

FLAC
32/44.1/48/88.2/96
176.4/192/352.8/38

ALAC 32/44.1/48/88.2/96

AIFF
32/44.1/48/88.2/96
176.4/192/352.8/38

DSD
2.8MHz/5.6MHz/
11.2MHz
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の解像度やアスペクト比を設定できます。

○：出力可
変換は 1080pから 4K変換のみ動作します。その他の解像度はパ

HDMI 出力

0p 720p 1080i 1080p 4K

(*) ○ (*) ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ (*) ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ (*) ○ ○ (*) ○ (*)

○ (*) ○ (*) ○ ○

○ ○

○

(*) ○ (*) ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ (*) ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ ○ (*) ○ (*) ○ (*)

○ (*) ○ ○ (*) ○ (*)

(*) ○ (*) ○ (*) ○ (*) ○ (*)
映像信号の流れ
ビデオ機器から本機に入力された映像信号は、以下の
ようにテレビに出力されます。

■映像信号変換表

• 設定メニューの「ビデオモード」（119ページ）で、出力する HDMI映像信号

HDMI HDMI HDMIHDMI

VIDEOVIDEO

PR

PB

Y

COMPONENT
VIDEO

PR

PB

Y

COMPONENT
VIDEO

*「HDMI ZONE OUT 割り当て」でゾーン 2が割り当てられているとき、解像度
ススルーとなります。

解像度 480i 48

HDMI 入力

480i ○ ○

480p ○

720p

1080i

1080p/50, 60Hz

1080p/24Hz

4K

COMPONENT VIDEO/ 入力

480i ○ ○

480p ○

720p

1080i

VIDEO 入力 480i ○ ○

ビデオ機器 本機 テレビ

HDMI出力HDMI入力

COMPONENT VIDEO
入力

VIDEO
入力
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接続すると、テレビのリモコン操作に連動して、本機
（HDMI コントロール）。また HDMI ケーブルで接続
ル対応の BD/DVDプレーヤーなど）も操作できます。
生機器を接続する」（31ページ）および「ビデオ機器
など）」（32ページ）をご覧ください。

機能

に、本機の入力をテレビ音声入力に切り替え
機の入力を再生機器に切り替え（映像をテレビに出力）
またはテレビ）

HDMI
コントロール

テレビの電源を切る

電源が切れる
タンバイ）
マルチゾーン出力

○：出力可

*1 設定メニューの「HDMI ZONE OUT 割り当て」（122 ペ ー ジ）を「ゾーン 2」（音声出力：オン）に設定時
*2 設定メニューの「HDMI ZONE OUT 割り当て」（122 ペ ー ジ）を「ゾーン 4」（音声出力：オン）に設定時
*3 PCM 信号（2 チャンネル）入力時（メインゾーンと同じ入力を選択時はステレオ音声で出力［ダウンミッ

クス］）
設定メニューの「HDMI ZONE OUT 割り当て」（122 ペ ー ジ）を「ゾーン 2」に設定時

*4 PCM 信号（2 チャンネル）入力時（メインゾーンと同じ入力を選択時はステレオ音声で出力［ダウンミッ
クス］）

*5 HDMI 音声パススルー
*6 PCM 信号（2 チャンネル）入力時
*7 ゾーン 2/ ゾーン 3 で DSD 音声を再生するには、ゾーン 2/ ゾーン 3 の入力として「Main Zone Sync」を選
ぶか、パーティーモード（90 ペ ー ジ）をご利用ください。

*8 メインゾーン とゾーン 4 が同じインプットの場合、Main Zone で受信できる音声フォーマットが Zone4 に
接続した機器によって制限されます。

HDMIコントロール
HDMIケーブルで本機とテレビを
の電源や音量などを操作できます
した再生機器（HDMIコントロー
接続方法については、「テレビや再
を接続する（BD/DVDプレーヤー

テレビのリモコン操作による連動
• 電源スタンバイ
• 音量調節および消音
• テレビで内蔵チューナー選択時
• テレビで再生機器を選択時に、本
• 音声出力機器の切り替え（本機

(動作イメージ )

出力

入力

ZONE OUT端子 HDMI OUT3(ZONE OUT)端子

ゾーン 2 ゾーン 3 ゾーン 2（*1） ゾーン 4（*2）

デジタル音声（HDMI） ○ *3 ○ *4 ○ *5、*8

デジタル音声
(COAXIAL/OPTICAL） ○ *6 ○ *6 ○ *6

アナログ音声
（AUDIO） ○ ○ ○

USB（*7） ○ ○ ○

NET（SERVER/
NET RADIO/AirPlay/ 
radiko.jp/Spotify/
Deezer）（*7）

○ ○ ○

TUNER ○ ○ ○

HDMIについて

本機の
（ス

HDMI
コントロール

再生機器の電源
も切れる
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追加するたびに、以下の設定が必要になります。

の電源を入れる。

トロール対応の再生機器（BD/DVDプレーヤー
ール機能を有効にする。
能を有効にするには、設定メニューの「HDMIコント
オン」（初期値）に設定してから、関連項目（TV音声
）を設定します。

から、本機と再生機器の電源を切る。

入れてから、テレビの主電源を入れる。

機からの映像に切り替える。

I入力（「AV1～ 7」のいずれか）に切り替わっている。
合は、手動で入力を選んでください。
像が表示されている。

て電源スタンバイ、音量調節などの操作を行い、
る。

ときに、再生機器の電源を入れ直したり、電源プラグを差し直し
。また HDMIコントロール連動機器が制限数を超えて接続されて
す。この場合は、使用していない機器の HDMIコントロールを無

の優先音声出力設定を確認してください。

作を保証するものではありません。

用するために、テレビと再生機器は、なるべく同一メーカーのも
本機のリモコン操作による連動機能
• シーン選択と連動して外部機器の再生開始およびテレビの電源入（60ページ）
• テレビの入力を本機の映像に切り替えて設定メニューを表示（SET UPキー操作時）
• テレビに映像を表示している再生機器（再生機能およびメニュー）を操作
• 設定メニューの「TV 音声入力」で設定された入力を選択時に、テレビを操作
• リモコンのカラーキー（RED、GREEN、YELLOW、BLUE）の機能に「TV コントロー
ル」を割り当てた場合、カラーキーでテレビを操作

• HDMIコントロールは正しく機能しない場合があります。関連する機能や設定については以下をご覧くだ
さい。

– シーン選択との連動については、「入力と設定をワンタッチで切り替える（シーン機能）」（60ページ）

– テレビからの音声を入力する端子を設定するときは、「TV音声入力」（121ページ）

– カラーキーの機能設定については、「カラーキー」（131ページ）

(動作イメージ )

HDMIコントロールを使うには、テレビ、再生機器を接続後に以下の連動設定が必要です。
テレビの設定や操作については、テレビの取扱説明書をご覧ください。

• HDMIコントロール対応の機器を新しく

1 本機、テレビ、再生機器

2 本機、テレビ、HDMIコン
など）の HDMIコントロ
本機の HDMIコントロール機
ロール」（121ページ）を「
入力、ARC、スタンバイ連動

3 テレビの主電源を切って

4 本機と再生機器の電源を

5 テレビ側の入力設定を本

6 以下の点を確認する。
本機：再生機器からの HDM

ほかの入力が選ばれている場
テレビ：画面に再生機器の映

7 テレビのリモコンを使っ
本機が連動するか確認す

• HDMIコントロールが正しく機能しない
たりすると改善されることがあります
いると正しく機能しないことがありま
効にしてください。

• 電源のみ連動しない場合は、テレビ側

• HDMIコントロール対応機器すべての動

• HDMIコントロール機能をより有効に利
のを使うことをおすすめします。

HDMI
コントロール

SCENE1キーを押す

電源が入り再生機器の
映像に切り替わる

HDMI
コントロール

再生が始まる
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DMI信号
テクトがかかった DVDオーディオの映像 /音声を出

たは DVI端子を装備したテレビやプロジェクターに

お使いの機器の取扱説明書をご覧ください。
コードするには、再生機器がビットストリーム信号を
機器で設定を変更してください。詳しくは、再生機器
オーディオリターンチャンネル（ARC）
本機からテレビに映像を伝送している HDMIケーブルを使って、テレビの音声を本機
に入力することができます。
HDMIコントロール（156ページ）の設定をしてから、以下を確認してください。

1 テレビのリモコンでテレビ番組を選ぶ。

2 本機の入力が自動的に「AUDIO1」に切り替わり、テレビの音声が本機か
ら出力されることを確認する。
テレビの音声が出力されない場合は、以下を確認してください。
– 設定メニューの「ARC」（121ページ）が「オン」になっている。
– HDMIケーブルがテレビの ARC対応 HDMI端子に接続されている。

テレビの HDMI端子が ARCに対応していない場合があります。詳しくはテレビの
取扱説明書をご覧ください。

• ARC使用時に音声が途切れる場合は、設定メニューの「ARC」（121ページ）を「オフ」に設定し、
音声ケーブル（光デジタルまたはステレオピンケーブル）で本機とテレビを接続してください
（31ページ）。

• ARC 対応の HDMIケーブルをお使いください。

• 初期状態では、テレビの音声入力用として「AUDIO1」が設定されています。AUDIO1端子に別の機
器を接続している場合は、設定メニューの「TV音声入力」（121ページ）でテレビ音声を割り当てる
入力を変更してください。また、シーン機能（60ページ）を使う場合は、SCENE7キーの入力設定
もあわせて変更してください。

本機が対応している H
• 一部の再生機器は、コピープロ
力できません。

• 本機は HDCP非対応の HDMIま
は対応していません。
HDCP対応の有無については、

• ビットストリーム音声信号をデ
そのまま出力するように、再生
の取扱説明書をご覧ください。
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音声フォーマット
- Dolby Atmos
- DTS:X
- Dolby TrueHD
- Dolby Digital Plus
- Dolby Digital
- DTS-HD Master Audio
- DTS-HD High Resolution
- DTS Express
- DTS

- DSD 2～ 6チャンネル
- PCM 2～ 8チャンネル（Max 192kHz/24bit）

著作権保護：HDCP準拠
HDMI［AV 1～ 7］：HDCP 2.2/2.3準拠）

ューナー
アナログチューナー
FM/AM×1（TUNER）

SB
USBマスストレージクラス

最大供給電流 : 1.0A

luetooth
受信機能
ソース機器（例：スマートフォン、タブレット）から
AVレシーバー
シンク機器からの再生 /停止操作に対応

規格...........................................................................Bluetooth Ver. 4.2

対応プロファイル
受信機能 .........................................................................A2DP、AVRCP

対応コーデック
受信機能 .................................................................................SBC、AAC

対応コンテンツ保護 .......................................................SCMS-T方式

無線出力 ...................................................................Bluetooth Class 2

最大通信距離 ....................................................................................10m
入力端子
• アナログ音声
ステレオ（アンバランス）×9（AV1～ 4、AUDIO1～ 3、
PHONO、AUX）
ステレオ（バランス）×1（AUDIO4）（1:GHD、2:HOT、
3:COLD）
マルチチャンネル入力（MULTI CH INPUT） x 1 (8チャンネル )

• デジタル音声
光 ×3（AV3、AUDIO1～ 2）
（対応 fs：32kHz～ 96kHz）
同軸 ×3（AV1～ 2、AUDIO3）
（対応 fs：32kHz～ 192kHz）

• 映像
コンポジットビデオ ×4（AV1～ 4）
コンポーネントビデオ ×2（AV1～ 2）

• HDMI入力
HDMI×7（AV1～ 7）

• その他
USB×1（USB2.0）
NETWORK×1（100Base-TX/10Base-T）

出力端子
• アナログ音声
プリアウト（アンバランス）×11（フロント左 / 右、センター、
サラウンド左 / 右、サラウンドバック左 / 右、フロントプレゼ
ンス左 / 右、リアプレゼンス左 / 右）
プリアウト（バランス）×11（フロント左 / 右、センター、
サラウンド左 / 右、サラウンドバック左 / 右、フロントプレゼ
ンス左 / 右、リアプレゼンス左 / 右）（1:GND、2:HOT、3:COLD）
サブウーファー出力（アンバランス）×2（SUBWOOFER1 ～ 2、
ステレオ / フロント & リア / モノラル ×2)
サブウーファー出力（バランス）×2（SUBWOOFER1 ～ 2、
ステレオ / フロント & リア / モノラル ×2)
ZONE OUT×2（ZONE2/ZONE3）
ヘッドホン出力 ×1（PHONES）

• HDMI出力
HDMI OUT×3（HDMI OUT1～ 3 *5）
*5 HDMI OUT3は ZONE OUT専用

その他の端子
• YPAO MIC×1

• REMOTE IN×1

• REMOTE OUT×1

• TRIGGER OUT×2

• RS-232C×1

HDMI
• HDMI機能

- 4K UltraHD Video（include 4K/60、50Hz 10/12bit）
- 3D Video

- エンハンスドオーディオリターンチャンネル（eARC）
- HDMIコントロール（CEC）
- Auto Lip Sync
- Deep Color
- x.v.Color

- HDオーディオ再生
- HDMIスタンバイモードでの HDMI入力選択

• 映像フォーマット
- VGA
- 480i/60Hz
- 576i/50Hz
- 480p/60Hz
- 576p/50Hz

- 720p/60Hz、50Hz
- 1080i/60Hz、50Hz
- 1080p/60Hz、50Hz、30Hz、25Hz、24Hz
- 4K/60Hz、50Hz、30Hz、25Hz、24Hz

•

•
（

チ
•

U
•

•

B
•

•

•

•

•

•

•

•

主な仕様
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最大出力（0.06%THD）
RCAアンバランスプリアウト）
フロント左 /右 .............................................................................4.0V
センター .........................................................................................4.0V
サラウンド左 /右 ........................................................................4.0V
サラウンドバック左 /右 ...........................................................4.0V
フロントプレゼンス左 /右 .......................................................4.0V
リアプレゼンス左 /右................................................................4.0V
SUBWOOFER1～ 2 .....................................................................6.5V
ZONE2/ZONE3 .............................................................................4.0V

XLRバランスプリアウト）
フロント左 /右 .............................................................................8.0V
センター .........................................................................................8.0V
サラウンド左 /右 ........................................................................8.0V
サラウンドバック左 /右 ...........................................................8.0V
フロントプレゼンス左 /右 .......................................................8.0V
リアプレゼンス左 /右................................................................8.0V
SUBWOOFER1～ 2 .................................................................. 13.0V

入力感度 /入力インピーダンス
PHONO...............................................................................3.5mV/47kΩ

RCAアンバランス（AUDIO2ほか）........................ 200mV/47kΩ
XLRバランス（AUDIO4）
アッテネーターオフ ...................................................200mV/200kΩ
アッテネーターオン ...................................................400mV/200kΩ

ヘッドホンインピーダンス ................................................ 16Ω以上

最大許容入力
PHONO............................................................................................45mV

RCAアンバランス（AUDIO2ほか）..........................................2.4V
XLRバランス（AUDIO4）
アッテネーターオフ .......................................................................2.4V
アッテネーターオン .......................................................................4.8V

周波数特性（Pure Direct）
AUDIO2ほか→フロント（10Hz～ 100kHz）............... +0/–3dB

RIAA偏差
PHONO（20Hz～ 20kHz）...................................................0±0.5dB
MusicCast
• MusicCastアプリケーションによる制御（iOS、Android）

• MusicCast Linkクライアント
......................................................メインゾーン、ゾーン 2、ゾーン 3

• MusicCast Linkマスター（入力ソース）.............................................
NET/USB/Bluetooth、アナログ外部入力、デジタル外部入力、ゾーン 2

• ネットワーク接続性 ............................... Extend Mode、Connect

ネットワーク
• PCクライアント機能

• AirPlay対応

• インターネットラジオ

• radiko.jpプレミアム
• Spotify

• Deezer

• Wi-Fi機能
- WPS (Wi-Fi Protected Setup) プッシュボタン式 /PINコード式
- 無線接続による iOSデバイスとの共有
- 対応セキュリティー：WEP、WPA2-PSK（AES）、Mixed Mode
- 無線周波数：2.4GHz/5GHz
- 対応規格：IEEE 802.11 a/b/g/n/ac*

* 20MHz帯域のみ

対応デコードフォーマット
• デコードフォーマット

- Dolby Atmos
- Dolby TrueHD
- Dolby Digital Plus
- Dolby Digital
- DTS:X
- Dolby Digital EX
- DTS-HD Master Audio
- DTS-HD High Resolution
- DTS Express
- DTS
- DTS-ES Matrix 6.1
- DTS-ES Discrete 6.1
- DTS 96/24
- AAC

• ポストデコードフォーマット
- Dolby Surround

- DTS Neo:6 Music、DTS Neo:6 Cinema

オーディオ部
• 定格出力 /出力インピーダンス
（RCAアンバランスプリアウト）
フロント左 /右 ................................................................ 1.0V/470Ω
センター ............................................................................ 1.0V/470Ω
サラウンド左 /右............................................................ 1.0V/470Ω
サラウンドバック左 /右............................................... 1.0V/470Ω
フロントプレゼンス左 /右 .......................................... 1.0V/470Ω
リアプレゼンス左 /右 ................................................... 1.0V/470Ω
SUBWOOFER1～ 2 ........................................................ 1.0V/470Ω
ZONE2/ZONE3 ................................................................ 1.0V/470Ω

（XLRバランスプリアウト）
フロント左 /右 ................................................................ 2.0V/470Ω
センター ............................................................................ 2.0V/470Ω
サラウンド左 /右............................................................ 2.0V/470Ω
サラウンドバック左 /右............................................... 2.0V/470Ω
フロントプレゼンス左 /右 .......................................... 2.0V/470Ω
リアプレゼンス左 /右 ................................................... 2.0V/470Ω
SUBWOOFER1～ 2 ........................................................ 2.0V/470Ω

•
（

（

•

•

•

•

•
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合
電源電圧 ...................................................................AC 100V 50/60Hz

消費電力 .............................................................................................65W

消費電力（無信号時）.....................................................................35W

待機時消費電力
HDMIコントロールオフ /スタンバイスルーオフ /
ネットワークスタンバイオフ.....................................................0.1W
HDMIコントロールオン /スタンバイスルーオン（無信号時）/
ネットワークスタンバイオフ.....................................................1.4W
HDMIコントロールオフ /スタンバイスルーオフ /
ネットワークスタンバイオン /Bluetoothスタンバイオフ
有線 .................................................................................................1.4W
無線（Wi-Fi）.................................................................................1.6W

HDMIコントロールオフ /スタンバイスルーオフ /
ネットワークスタンバイオン（有線）/Bluetoothスタンバイオン
...................................................................................................................1.4W

HDMIコントロールオン /スタンバイスルーオン（無信号時）/
ネットワークスタンバイオン /Bluetoothスタンバイオン
.................................................................................................................... 2.5W

寸法（幅 ×高さ ×奥行き）............................... 435×193×474mm
（脚部、突起部を含む）

参考寸法（幅 ×高さ ×奥行き）（無線アンテナ直立時）
.................................................................................. 435×270×474mm

（脚部、突起部を含む）

質量................................................................................................. 15.2kg

この取扱説明書では、印刷時点の最新仕様で説明をしております。
最新版の取扱説明書につきましては、ヤマハウェブサイトからダ
ウンロードしてお読みいただけますようお願いいたします。
• 全高調波歪率
（Pure Direct、1V）

PHONO→プリアウト（RCAアンバランス）（1kHz）
...............................................................................................0.008%以下
AUDIO2ほか→プリアウト（RCAアンバランス）（20Hz～20kHz）
....................................................................................................0.008%以下
AUDIO2ほか→プリアウト（XLRバランス）（20Hz～ 20kHz）
...............................................................................................0.008%以下

• S/N比（IHFネットワーク）
（Pure Direct、入力ショート 1kΩ）

PHONO→プリアウト（XLRバランス /RCAアンバランス）
................................................................................................... 95dB以上
AUDIO2ほか→プリアウト（XLRバランス /RCAアンバランス）
.................................................................................................112dB以上

• 残留ノイズ（IHFネットワーク）
プリアウト（RCAアンバランス）.................................. 2.5μV以下
プリアウト（XLRバランス）........................................... 5.0μV以下

• チャンネルセパレーション
PHONO（入力ショート 1kΩ、1kHz/10kHz）
....................................................................................... 86dB/68dB以上
AUDIO2ほか（入力ショート 1kΩ、1kHz/10kHz）
....................................................................................... 86dB/68dB以上

• 最大電圧増幅率（音量最大）
メインゾーンプリアウト............................................................. 14dB
ゾーン 2/ゾーン 3プリアウト.................................................. 14dB

• 音量可変範囲
メインゾーン .............MUTE、–80dB～ +16.5dB（0.5dB単位）
ゾーン 2/ゾーン 3
........................................MUTE、–80dB～ +16.5dB（0.5dB単位）

• トーンコントロール特性
メインゾーン

Bass（可変幅）..................................±6.0dB/50Hz（0.5dB単位）
Bass（ターンオーバー周波数）............................................350Hz
Treble（可変幅）........................... ±6.0dB/20kHz（0.5dB単位）
Treble（ターンオーバー周波数）.......................................3.5kHz
ゾーン 2/ゾーン 3

Bass（可変幅）..................................±6.0dB/50Hz（0.5dB単位）
Bass（ターンオーバー周波数）............................................350Hz
Treble（可変幅）........................... ±6.0dB/20kHz（0.5dB単位）
Treble（ターンオーバー周波数）.......................................3.5kHz

• フィルター特性
（fc ＝ 40/60/80/90/100/110/120/160/200Hz）

H.P.F.（フロント、センター、サラウンド、サラウンドバック：小）
................................................................................................... 12dB/oct.

L.P.F.（サブウーファー）..................................................... 24dB/oct.

• 対応サンプリング周波数
Optical (光 ) 端子 ..................................................... 32kHz ～ 96kHz
Coaxial (同軸 )端子 ..............................................32kHz ～ 192kHz

ビデオ部
• ビデオ信号方式 .....................................................NTSC/PAL/SECAM

• 信号レベル
コンポジットビデオ ......................................................... 1Vp-p/75Ω
コンポーネントビデオ

Y .......................................................................................... 1Vp-p/75Ω
PB/PR ...............................................................................0.7Vp-p/75Ω

• ビデオ最大許容入力 ......................................................1.5Vp-p以上

FMチューナー部
• 受信周波数範囲 ...............................................76.0MHz～ 94.9MHz
（FM補完放送対応）

• 50dB SN感度（IHF、1kHz、100% MOD.）
モノ............................................................................. 3.0μV（20.8dBf）

• S/N比（IHF）
モノ /ステレオ .................................................................. 69dB/68dB

• 歪率（1kHz）
モノ /ステレオ ................................................................... 0.5%/0.6%

• アンテナ入力 ......................................................75Ω、アンバランス

AMチューナー部
• 受信周波数範囲 ..................................................531kHz～ 1611kHz

総
•

•

•

•

•

•

•

*







Manual Development Group 
© 2018 Yamaha Corporation

2021 年 11 月発行 AMEM-W-H0

VCS7580

Yamaha Global Site
https://www.yamaha.com/

Yamaha Downloads
https://download.yamaha.com/


	商標
	付属品を確認する
	本機の特長
	本機でできること
	便利なアプリケーション
	AV CONTROLLER
	MusicCast CONTROLLER

	各部の名称
	前面
	前面ディスプレイ（インジケーター）
	背面
	リモコン


	準備する
	使用までの基本的な流れ
	スピーカーを設置する
	スピーカーシステム（基本編）
	入出力端子とケーブル

	パワーアンプとサブウーファーを接続する
	パワーアンプを接続する
	サブウーファーを接続する

	テレビや再生機器を接続する
	テレビを接続する
	ビデオ機器を接続する（BD/DVDプレーヤーなど）
	オーディオ機器を接続する（CDプレーヤーなど）
	本体前面の端子に接続する

	FM/AMアンテナを接続する
	ネットワークケーブルの接続や無線アンテナの準備をする
	ネットワークケーブルを接続する
	無線アンテナを準備する

	その他の機器を接続する
	アナログのマルチチャンネル出力を持つ機器を接続する
	トリガー機能対応の機器を接続する

	電源コードを接続する
	スピーカー設定を行う
	スピーカー設定を自動で調整する（YPAO）
	測定前の準備
	1か所で測定する（シングル測定）
	複数の視聴位置で測定する（マルチ測定）
	測定結果を確認する
	最後に保存したYPAO補正値に戻す
	エラーメッセージ
	警告メッセージ

	無線ネットワーク機器に接続する
	接続方法を選ぶ
	無線ネットワークに接続する

	MusicCastネットワークに接続する
	MusicCast CONTROLLER


	再生する
	再生の基本操作
	HDMI出力端子を切り替える

	入力と設定をワンタッチで切り替える（シーン機能）
	シーンに好みの設定を登録する

	好みのサウンドを選ぶ
	場面に最適なサラウンド効果で再生する （SURROUND:AI）
	立体的な音場を楽しむ（シネマDSP HD³）
	音場効果をかけずに再生する
	原音に忠実な音質で再生する （ピュアダイレクト）
	圧縮音源をダイナミック再生する （ミュージックエンハンサー）

	FM/AMラジオを聴く
	周波数を指定して選局する
	お気に入りのラジオ局を登録する （プリセット）

	Bluetoothで音楽を聴く
	Bluetooth機器の曲を本機で再生する

	USB機器の曲を再生する
	USB機器を接続する
	USB機器の曲を選ぶ

	メディアサーバー（パソコン/NAS）の曲を再生する
	メディアの共有設定を行う
	パソコン（サーバー）の曲を選ぶ

	インターネットラジオを聴く
	インターネットラジオ局を選ぶ
	お気に入りのインターネットラジオ局を 登録する（お気に入り）

	radiko.jpでラジオを聴く
	ラジオ局を選ぶ

	Spotifyサービスの曲を聴く
	Spotifyの曲を再生する

	Deezer サービスの曲を聴く
	Deezerの曲を再生する

	AirPlayでiTunes/iPodの曲を聴く
	iTunes/iPodの曲を再生する

	複数の部屋で映像/音楽を楽しむ（マルチゾーン）
	マルチゾーン設置例
	別の部屋の機器を接続する
	ゾーン2/ゾーン3/ゾーン4を操作する
	すべての部屋で同じ音楽を聴く （パーティーモード）

	お気に入りのコンテンツを登録する（ショートカット）
	コンテンツを登録する
	登録したコンテンツを呼び出す

	現在の状態を確認する
	前面ディスプレイの表示を切り替える
	テレビ画面でステータス情報を確認する

	再生ソースに合わせて設定する（オプションメニュー）
	オプションメニューでできること


	設定する
	各種機能の設定（設定メニュー）
	設定メニューでできること
	スピーカー設定
	音声設定
	シーン設定
	ビデオ/HDMI設定
	ネットワーク設定
	Bluetooth設定
	マルチゾーン設定
	システム設定

	アドバンスト設定を変更する （アドバンストセットアップメニュー）
	アドバンストセットアップメニューの基本操作
	アドバンストセットアップメニューでできること
	リモコン信号の受信設定（REMOTE SENSOR）
	リモコンIDの変更（REMOTE ID）
	ビデオ信号方式の変更（TV FORMAT）
	HDMI映像出力の制限解除（MONITOR CHECK）
	HDMI 4K信号のフォーマット設定（4K MODE）
	DTSフォーマットの通知設定（DTS MODE）
	設定の保存/復元（BACKUP/RESTORE）
	設定の初期化（INITIALIZE）
	ファームウェアの更新（FIRM. UPDATE）
	ファームウェアバージョンの確認（VERSION）

	ファームウェアの更新について
	ネットワーク経由でファームウェアを更新 する


	付録
	機能追加のお知らせ
	本機の音声をBluetooth®対応スピーカー/ヘッドホン で再生する
	ワイヤレスサラウンドスピーカーを使う （MusicCast サラウンド機能）

	こんな場合の解決方法
	故障かな？と思ったら
	電源/システム/リモコン
	音声
	映像
	FM/AMラジオ
	Bluetooth
	USB/ネットワーク

	前面ディスプレイのエラー表示
	用語/技術解説
	音声に関する用語
	HDMI/映像に関する用語
	ネットワークに関する用語
	ヤマハテクノロジー

	本機が対応している機器/ファイル形式
	対応機器
	対応ファイル形式
	映像信号の流れ
	マルチゾーン出力

	HDMIについて
	HDMIコントロール
	オーディオリターンチャンネル（ARC）
	本機が対応しているHDMI信号

	主な仕様




